

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　目次









プロローグ

① 真香先生の休日

② 真香先生のサマバケ

③ 真香先生の湯けむり旅情

④ 真香先生のいない時間

⑤ カノジョ先生が見た夢は

エピローグ




電子書籍特典　書き下ろし短編『プールサイドのマーメイド』
















　　口絵・本文イラスト●おりょう







[image: ]




　日ひ射ざしを浴びたアスファルトから立ち昇る熱気が、空気をゆらゆらと揺らしている。

　もうすっかり夏だ──そんな当たり前のことを僕は思う。

　午前八時過ぎ、夏休み中の学校の校門前に人の姿はない。

　僕は、ぽっかりと穴が空いたような校門を通り、校舎へと向かう。

「暑い……」

　額の汗をハンカチでぬぐう。僕、彩さい木ぎ慎まことはお行儀がいいので手でぬぐうとかできない。

　校舎に入って廊下を進む。あたりはしーんと静まりかえっている。

　この時間だと、部活で登校してくる生徒もまだいないみたいだ。

「……失礼します」

　とんとん、とノックしてからドアを開ける。




「待ってたわ、彩木くん！　さあ、今日の教育を始めるわよ！」




「えっ…………」

「……んー、どうしたのー？」

　いつもの無駄に元気のいい声は、幻──

　室内──英語科準備室に立っていたのは、ショートカットで白衣姿の先生。

　国語科教師の恋れん紅くひより先生だ。今日も左手薬指に指輪が光ってる。

「あ、いえ。おはようございます、恋紅先生」

「はーい、おはよー、彩さい木ぎくん……時間どおりだねー」

　いつもおっとりのんびりした恋紅先生だけど、今け朝さは歯切れが悪い。

　そもそも、国語教師が英語科準備室にいるってだけで違和感があるのに。

「もう準備できてるよー……ほら、そこの」

「……ありがとうございます」

　ぺこりと一礼してから、恋紅先生が指差したほうを見る。

　よく見知った机の上に──教科書やノート、書類なんかが積み上げられている。

　他にも、カーディガンやブランケットなどが椅子の上に置かれていて、一番上には眼鏡めがねのケースまで。いつぞやの、教師コスプレのときの眼鏡か……。

「これで全部かなー。持って帰れる？」

「ええ、大きめのバッグを引っ張り出してきましたから……」

　僕は、手に持っていた旅行用のバッグを近くの机に置いた。

　行きはからっぽで軽かったけど、帰りはずっしり重くなりそうだ。

　重いからって文句なんか言えないけれど……。

「彩木くん、悪いねー。私が車を出してあげられればよかったんだけど、今どうしても手が離せなくて」

「いえ、今日から反省文もないし、暇でしたから」

　僕は苦笑いしながら、積まれていたものを少しずつバッグに詰めていく。

　教科書やノートには生徒の僕が見ちゃいけない情報も書かれているだろう。

　本当なら手に取ることも許されないだろうが、今はしょうがない。

「本当は貴き宗そうちゃんが来る予定だったんだよねー？　貴宗ちゃん、体調よくないって？」

「あ、ええ。熱が出ちゃったみたいです。それで、僕が代わりに引き取りを」

　カーディガンやブランケットはさらに丁重に扱う。

　女性の持ち物だから、僕が触るのは気が引けるけど……。

「……これで全部ですかね。恋紅先生、ありがとうございました」

「いいよー、教師の夏休みは短いからねー。今日も普通に出勤してたから」

「……ええ、先生って大変なんですね」

　我ながら、彩木慎まことの口から出たなんて信じられない台詞せりふだ。

　よりによって、〝教師〟を気遣うなんてね。

　ふと、机の上を見る。

　がらんとしてしまった──ここを〝わたしの城〟と呼んだ人の机を。







　学校からウチのマンションまでは電車で三駅。

　揺れる電車内では、ひたすら車しや窓そうの外を眺めて過ごした。

　なんとなく、いつもみたいにスマホを見る気にもならなかった。

　電車を降りて、マンションへの道をたどる。重いバッグを掛けた肩が少し痛い。

　そういえば──

「赤いあの車を初めて見たのは、この近くだったっけ」

　家の近くをぶらぶらしていたときに、あの車がキキッと急停車したのはいつだったかな。

　そんな昔のことでもないのに、遠い過去のように思えてしまう。

　あの赤い車を〝悪夢〟なんて呼んで嫌がっていたけど、実はけっこう楽しんでいたのかもしれない。

　ふわっと甘い匂いがする車内、助手席に座って右へ左へと揺さぶられながらのドライブ。

　いつも行き先すらわからないまま、楽しそうにハンドルを握るあの人の隣で──思えば、時々横顔を盗み見ていた。

　あの横顔を見ることは、もう二度と──

　マンションに着き、我が家があるフロアへ。

　そのまま、妹がいるであろう彩さい木ぎ家を通り過ぎて、隣の部屋のドア前に立つ。

「ふう……」

　息を吸い込み、合鍵を取り出して、ドアを開ける。

　僕の家と同じ間取り、同じ廊下、でも少し違う。

　短い廊下を進んで、リビングに入る。ソファやＴＶが置かれ、整理が行き届いている。

　あの人の裏の顔を知っていると、意外に感じられる室内だ。

　体裁を気にする人だったから、誰かに見られる可能性が高いリビングはきちんと整頓してたんだろうけど。

　これからは、ここを誰が整理整頓するんだろうか──

　だって、あの人は──




「彩木くーん、いらっしゃーいっ！」




「ぐわっ!?」

　どーん、と勢いよく後ろから抱きつかれ──

「いっ、いきなりなにを……！」

　と、慌てて振り向くと、そこには──

「ちょっとしたサプライズよ♡　やっぱり、驚かせるならシンプルに背後から『わっ』がいいわよね♡」

「ま、真ま香か先生……」

　この家の住人にして、僕の担任教師──藤ふじ城き真香先生だった。

　えらく涼しげな、スケスケのネグリジェをお召しになっておられる。

「なっ、なんて格好をしてるんですか、先生！」

「自宅でネグリジェを着てたって別におかしくないでしょう？」

「僕が来るの、わかってましたよね!?」

「彩さい木ぎくんが来ると読んでた時間から、二分十一秒もズレてたわ。修練が足りないわね」

「足りすぎですよ！　修練しすぎですよ！」

　合鍵を預けてくれた貴き宗そうさんからは、そのまま部屋に入っていいと言われたけど、こんな罠が待っていたとは。

「それはよかったわ。彩木くんが喜びそうな格好をしてみた甲か斐いもあったわね」

　真香先生は、わざとらしく腰をくねらせたりして、色っぽいポーズを取る。

　うう、今日もまたお色気たっぷりですね、この先生……。
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　ネグリジェは品のいいピンク色で、胸元にはたっぷりとフリルがついている。

　胸から下、お腹なかから腰、太ももと肌色がうっすらと透けているのがエロすぎる。

　かすかに、ネグリジェと同じピンク色のパンツまで見えてるし──！

「それにほら、これだから。楽な格好がいいのよ」

「……そうですね」

　くっ、それを言われると反論できない……！

　真ま香か先生の右手首のあたりに、がっちりと包帯が巻かれている。

　少なくとも、この手ではリビングの整理整頓なんかは難しいだろう。

　そう、真香先生は──療養中の身なのだ。

　貴き宗そうさんから事故の一報を聞かされたときの衝撃──

　あのときよぎった不吉な想像を思えば、ネグリジェを着てはしゃいでいる今のアホみたいなエロい姿に安心を覚えてしまう。

　真香先生が、この家に帰ってこられなかった日のことを思えば──
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　夏休みが始まったばかりの、とある日──

　聖せい華か台だい学院高等部の英語教師、藤ふじ城き真香先生は愛車のフィアットを運転して、他県での教員研修に出かけていった。

　高速に乗って県境を越え、目的地近くで一般道に下りて──すぐにそれは起こった。

　真香先生のフィアットの対向車が、突然スリップして反対車線に飛び込んできたのだ。

　対向車はかなりスピードを出していたらしく、ブレーキでは止まれなかった。

　幸い、対向車はフィアットには衝突しないコースを通った──のだが、タイミングの悪いことに、対向車が滑り込んでいくその先に、部活を終えて帰宅中の高校生たちがいた。

　そこで真香先生は普通ならブレーキを踏むところを──逆にアクセルを踏み込んだ。

　もちろん、踏み間違いなんかじゃない。

　先生はハンドルを切りながら、剣士が敵の突きを受け流すかのように対向車に体当たりして──その進行方向をズラした。

　対向車は高校生たちのすぐそばをかすめるようにすり抜けて、道沿いの畑へ突っ込んだ。

　フィアットはスピンしつつも、かろうじて他の車に衝突することなく急停車。

　偶然その場にいた人がスマホで動画を撮影していて、事故の一部始終を動画投稿サイト〝よーつべ〟にアップ。

　真ま香か先生の体当たりがばっちり映っていて、その神業じみたドライビングテクニックは多くの人が目にすることになった。

　その動画の再生回数は、あっという間に百万回を超えた。

　ちなみに、僕も観みた。一瞬の出来事だっただろうに、ずいぶん上う手まく映ってました。

「……それはいいですよ。本当に凄すごいことですよ。高校生たちはもちろん、対向車の運転手も無傷だったんですからね」

「ええ、なによりだったわ」

「なにより、じゃないですよ！　なんでそんな危ないことしたんですか！」

「え、ええぇ……怒ってるの、彩さい木ぎくん？」

「当たり前でしょ！」

　真香先生にはソファに座っていただき、僕は床の上に正座。

　今は、僕からの説教タイムだけど、ケガ人を床に座らせるわけにもいかない。

「確かに立派なことをしましたけど、先生がケガしてどうするんです！　そのくらいで済んだから、まだよかったものの……！」

「ご、ごめんなさい、彩木くん……いえ、わたしもかっこつけようとしたわけじゃなくて、気がつけばやってたというか……」

「…………」

　珍しく、真香先生がしおらしい。

　でも、まだ僕のほうは気が治まらない。

　貴き宗そうさんが真香先生のお父さん──貴宗さんにとっても実の父親だけど──から事故の連絡を受けて、涙を流したもんだから。

　僕はてっきり、重傷か──もっとひどい事態なのかと心臓が止まりそうになった。

　いや、お姉さんを慕う貴宗さんにとっては、手首をケガしたというだけでも充分に衝撃的だったみたいだけど。

「……僕だけじゃなくて、貴宗さんや先生のお父さんにも心配かけたんですからね。もちろん、学校の先生や生徒のみんなにも」

「わ、わかってるわ。回復したら、ちゃんと挨拶とお詫わびに回るつもりよ」

　しおらしくしててもエロいネグリジェ姿のままだから、いまいち締まらないな。

「……いえ、挨拶はともかく、先生が謝ることはないと思います」

「そうはいかないわ。心配をかけたのは事実なのだし……」

「先生の気の済むようにすればいいと思いますが……手首のほうはどうなんですか？」

「え、ええ。さすがにまだ少し痛むけど、たいしたことはないわ。ほら──痛っ！」

「ああああ、なにしてるんですか！」

　真ま香か先生は、包帯が巻かれた右手首を振ろうとして、痛そうに顔をしかめる。

　事故で唯一のケガ人が、真香先生だった。

　対向車に体当たりした衝撃で、ハンドルを握っていた手首を痛めてしまったらしい。

　全治十日程度の軽いケガだけど、包帯が取れるまでは右手は使えない。

　もちろん、真香先生は事故のあと、病院で精密検査を受けている。

　他に異常がなかったのは、不幸中の幸いだ。

　異常がないどころか、〝健康のサンプル〟だったそうだけど……。

「無理しちゃダメですよ。せっかく軽いケガで済んだんですから」

「フィアットは側面がベコベコになったけどね……あああ、ちゃんと元通りになるかしら。修理に一ヶか月げつもかかるらしいわ。外車だからって時間かかりすぎじゃない？」

「ああ、戻ってくるんですね、アレ……」

　一番重傷なのが、真香先生の赤いフィアットかも。

　まあ、衝突のダメージよりも真香先生が普段から派手にブン回してるせいで、あちこち傷いたんでるとか。

　フィアットの助手席から真香先生の横顔を見ることはもうないかもと思ったのに。

「どうせ、しばらく運転できないんですし、いいでしょう。お医者さんにも言われたんでしょ、とにかく安静にって」

「わかってるわ。一週間、休暇ももらっちゃったしね」

　教師の夏休みとは別のお休みということらしい。

　ずいぶんホワイトな話だけど──そこにはちょっとした理由がある。

「そういえばどうですかね、アレは」

「あ、ちょっと彩さい木ぎくん……！」

　僕はローテーブルの上にあったリモコンを取り上げて、ＴＶの電源をつける。

　ちょうど、ワイドショーが流れている時間帯だ。

『とっさに身体からだが動いただけです。わたしは教師ですので、高校生の子たちにケガ一つなかったことが嬉うれしいですね』

　いくつも突きつけられたマイクの前で、きりりとした表情で語っているのは──まぎれもなく真香先生だった。

「……あー、今日も流れちゃってますね」

「きゃー、きゃー、観みないで彩木くん！」

　立ち上がろうとした真香先生から、僕らしからぬ俊敏さで、リモコンを持ったままさっと距離を取る。

「真香先生、安静に！　安静にですよ！　ステイ！」

「わんっ!?」

　さすが真ま香か先生、ノリがいい。先生はソファの上で、ぴたりと動きを止めた。

「それに、今さら慌てなくてもいいでしょ。もうさんざん観みたんじゃないですか？」

「うう……彩さい木ぎくんのいじわる……」

　真香先生が、ぷくーっと頬ほおをふくらませる。

　今、ＴＶに映っているきりりとした美人と同一人物とは思えない子供っぽさだ。

　真香先生は──事故の翌日には退院したのだけど、病院にマスコミが押し寄せてしまったのだ。

　よーつべの動画が派手にバズったんで、仕方ないかな。

　真香先生は学校からの許可も得て、インタビューに応え、その映像がお昼のワイドショーで流れているというわけだ。

「ＴＶに映ってる自分ってなぜか馬鹿みたいなのよね……というか、事故から三日も経たってるのに、なんでまだ流れてるのかしら……？」

「今、他にネタがないからじゃないですか？　よーつべの動画も、まだ再生回数ぐんぐん伸びてるみたいですよ」

「よーつーばーデビューしたことはあったけど、まさかまた動画がバズるとは思わなかったわね……」

　そういえば、そんなこともあったね。

　猫カフェ〝ねこらにゃ〟を救うために、ネコミミメイド真香ちゃんのあざとい動画をアップしたっけ。

「すっかり顔が売れちゃいましたね。これ、下へ手たに外に出たら撮影されまくりますよ」

「国民総マスコミ時代は厄介ね……」

　うーむ、と唸うなりながら真香先生は自分が映っている液晶ＴＶを困った顔で見つめてる。

　まあ、女優顔負けの美人だからなあ……中身のことさえ知らなければ本当に綺き麗れいな人だと騙だまされるからなあ。

　あのドライビングテクニックと、この美貌では、マスコミが寄ってくるのも仕方ない。

「先生、療養ってことでお休みになったんですよね？　外をぶらぶら出歩いたら、まずいんですよね？」

「当然、そうでしょうね。事故のお咎とがめはなさそうで、ほっとしてるけど」

「それはよかったですよね。人助けして逮捕されたら笑えませんよ」

「ただ、学校としては美談だから話題になるのはいいけど、騒ぎになられても困るんでしょう。だいたい、学校って教師が仕事以外のことで目立つのを嫌がるものなのよ」

「じゃあ、おとなしくしておかないと。まあ、その手じゃなにもできないですかね？」

「そうね、実は意外と痛いのよ。ペンも持てないし、キーボードを打ってもズキンと響くから、仕事は無理ね」

「えー……そんなになんですか」

　それじゃ、教師の仕事はほとんど無理じゃないか？

「仕事道具を持ち帰ってもらったけど、無駄になるかもしれないわね。ごめんなさい」

「どうせ暇だったんだから、いいですよ」

「研修が終わったら、三年生向けの補習も担当する予定だったけど、板ばん書しよもできないわ」

「軽傷で済んだと思ってましたけど、意外と大おお事ごとですね……」

「……そうよ、大事なのよ。うう、うううううう……」

「真ま香か先生……？」

　なにやら、真香先生は自由な左手で頭を抱えてる。

「仕事を！　わたしに仕事をさせて！　ああああああ────っ！」

「仕事中毒ワーカホリツクですか、あなたは!?」

　意外な展開だな！　右手のケガより、そっちのほうが重症なんじゃない!?

「……ああ、取り乱してごめんなさい。いえ、療養しなくちゃいけないのはわかってるのよ。ええ、休みの間は外にも出ないわ。買い物もネットで済ませるしかないわね」

「必要なものを言ってくれたら買ってきますよ。他のことも僕がやります」

「え？　彩さい木ぎくんが？」

「名誉の負傷なんですから。真香先生は、のんびりしてください。生意気言うみたいですが、仕事のことはしばらく忘れてもいいんじゃないですか？」

「そ、それって……彩木くんがわたしのお世話をしてくれるってこと？」

「お隣ですし。美み春はるとかごめの面倒は、詩し夜やちゃんにでも頼んでおきますよ」

「さ、三食昼寝付き、彩木くん付きの夏休み……！　マジなのっ！」

「うわっ……！」

　真香先生がソファから飛び降りるようにして、勢いよく抱きついてくる。

　ぎゃーっ、薄いネグリジェ越しに先生の88センチおっぱいの感触が！

　ぎゅううううっ、と僕に押しつけられた柔らかい胸が潰れてる！

　もしかして僕、ちょっと早まっただろうか……？

　でも、貴き宗そうさんが涙とともに告げた言葉の衝撃が、まだ胸につかえてるから──







　真香先生は、我が彩木家のお隣さん。

　一応、藤ふじ城き家は真香先生のお父さんが世帯主らしいけど、お父さんは経営している猫カフェ〝ねこらにゃ〟に住み込んでいて、めったに帰ってこない。

　僕は何度かねこらにゃに行ってるのに、未いまだにお父さんに会ったことないなあ。

　過去に経営していた会社が潰れたりして、かなりの苦労人らしい。

　僕と気が合うんじゃないだろうか。

「っと、こんなものかな」

　豚ロースをしっかり茹ゆでて、あとはレタスとたまねぎ、トマトも添えた冷しゃぶ。

　ボリュームがあって、それでいてさっぱり食べられる。

　彩さい木ぎ家では夏によく食べるメニューで、自慢のレシピの一つだ。

「真ま香か先生、できましたよ」

「わたしの可愛かわいい彩木くんが、お夕食を運んできてくれる幸せ……！」

　キッチンからリビングに移動すると、ローテーブルの前に座っていた真香先生が、目をキラキラさせていた。

　ちなみに、ネグリジェはエロすぎるので部屋着に着替えてもらってる。

　襟元がゆるゆるのＴシャツに、太もももあらわなショートパンツ。

　スタイル抜群の美人が着ていると充分に刺激的だけど、夏の部屋着としては普通なので文句も言えない。

　ローテーブルに、冷しゃぶとごはんをよそったお皿を並べていく。

「彩木くん、家のことを全部やってるのは知ってたけど、手際がいいのね」

「先生も前に裸エプロ──じゃなくて、朝食をつくってくれたとき、手際よかったじゃないですか」

　真香先生は時々ポンコツだけど、基本的にはなにをやらせても一流だ。

「お父さんがお店に住み込むようになるまで、わたしが家のこともやってたから」

「へぇ……忙しかったんですね」

　この人、高校時代から大学まで〝生きてるのが不思議なくらいバイト〟してたんじゃなかったっけ……。

　その上、家事までこなしてたとか、オーバーワークにもほどがあるのでは。

「仕方ないわ、お父さんは借金に追われてたのだから。香港ホンコンに売られなかっただけ、幸運と思ってるわよ」

「前は、マカオに売られかけたって言ってませんでした!?」

　香港もマカオも立派な観光地で、危険な犯罪行為は行われていません！

「ま、まあこのくらいたいしたことないですよ。それより、いただきましょう」

「ええ、ありがたくいただくわ。それじゃ、よろしく」

「へ？　よろしくって……？」

「だってわたし、今はお箸を持つのも辛つらいのよ？　彩木くんにあーんしてもらわないと」

「…………」

　し、しまった……これは僕の油断だ。

　スプーンかフォークで食べられるメニューにするべきだった……！

「そんなに困らなくても。あーん、はもう経験済みでしょう？」

「経験してれば、二度目は楽々ってわけじゃないですよ」

　とはいえ、真ま香か先生でも利き手じゃないほうで食事するのは難しいだろう。

　僕は観念して、真香先生の前の皿からお肉と野菜をまとめて摘つまむ。

「は、はい、あーん……」

「あーん……んっ、もぐもぐ……んーっ、美お味いしい。彩さい木ぎくんを見ながらなら、いくらでも食べられるわ！」

「僕をオカズにしないでください！」

　普通に僕がつくったオカズだけ楽しんでほしい。

「はい、次よろしく。しっかり栄養つけて、回復させないとね」

「……なんか僕、早まったような気もしますよ」

　仕方なく、またお肉と野菜を摘まみ、真香先生の口元に運ぶ。

「うーん、美味しい。ご飯も、ご飯もー♡」

「はいはい、ちょっと待ってください」

　美み春はるやくーにだって、ご飯を食べさせてやったことなんてないのに。

　人生で、人にご飯を食べさせたことは二度だけ、それも相手は二度とも年上美人教師と来たよ。

　僕の人生……僕の人生、いったいどうなってゆくの？

　というわけで、人生について悩みつつの食事は進み──

「ごちそうさまでした！　ああ、美味しかったわ……人生最高の食事ね！」

「そんな人生もどうなんだろう……いえ、お口に合ったのならなによりですよ」

　こんなにドキドキしながら食事することになるとは。

　今日から一週間、先生のお世話をするってことは三食全部あーんしなきゃいけないの？

　先生の手が治っても、僕の心臓がドキドキでどうにかなるのでは……。







　担任教師の面倒をみるだけの簡単なお仕事、二日目──

　朝食は、トーストをメインにした左手でも食べられるものにしました。僕、学習してる。

「やだ……恥ずかしいわ」

「…………」

　その担任教師は、今日もゆるい部屋着姿。

　今は顔を赤くして、「やーん」とか言いながら身体からだをくねらせている。

「……いや、洗濯はギリギリ片手でもできません!?」

「やりづらいことには変わりないわよ」

　ごもっともで……。

　お風呂の脱衣所に置かれた洗濯機の前で、僕は途方に暮れている。

　真ま香か先生は、ほぼ一人暮らしでいらっしゃるので、洗濯物の数はたかが知れてる。

　ただ、カゴに放り込んである昨日の分の洗濯物が……。

「本当にこれ、僕が洗っちゃっていいんですか……？」

「凄すごく恥ずかしいけど……彩さい木ぎくんなら、いいわ」

　割と冗談じゃないらしく、真香先生は赤面してる。

　たぶん、僕の顔も真っ赤。だって、カゴの一番上には、真香先生が昨日着ていたピンクのネグリジェが……！

「いえいえ、ネグリジェはまだしも、僕に下着を洗われてもいいんですか!?」

「ああ、ブラはないわよ？」

「先生、お家うちだとノーブラ派なんですか……」

「いいえ、彩木くんと二人きりのときはブラを着けない派よ」

「そんな派は閥ばつ、今すぐ脱退してください！」

　あああ、以前に教室でノーブラおっぱいを押しつけられたときの感触がよみがえる。

「でも、考えてもみて。彩木くんの前で脱ぐとなると、どうしてもブラ選びに時間がかかってしまう。そこで逆転の発想よ。最初から着けていなければ、わたしは楽だし、彩木くんも嬉うれしい。どう？」

「台詞せりふのすべてがツッコミどころですね！」

「わたしは療養中の身だから、楽な格好がいいのよ。ブラなんて身体からだに悪いわ」

「そう言われると反論できませんね……手首のケガとは関係ない気もしますが」

　もしかして、Ｔシャツの下もノーブラだろうか。キャミソールのヒモみたいなものは肩から覗のぞいてるけど。

「それに、彩木くんに薄着のサービスくらいしないとね♡」

「名誉の負傷をした人のお世話に来てるんですから、そんなサービスはいりませんよ」

「そういう彩木くんもそんなＴシャツに短パンでわたしのお部屋に出入りするなんて、ちょっとサービス過剰よ？」

「この服装はサービスじゃありません！　夏はいつもこんな格好ですよ！」

「だ、大丈夫なの？　そんな格好でウロウロして、変な女に絡まれたりしてない？」

「今まさに絡まれてますが……」

　この先生は、僕のどうでもいい格好のどこに価値を見み出いだしてるのだろう……。

「と、とにかく……僕は美み春はるの安物のスポブラとパンツしか洗ったことないので、真香先生の高そうなネグリジェとかどう扱えばいいかわかりません！　洗濯はお任せします！」

「えーっ、お世話係なのに……」

「僕は掃除してきますから、あとはよろしく！」

　先生の返事を待たずに、脱衣所から飛び出す。

　洗濯物を畳んだりするのは片手じゃ難しそうだけど、それは先送りにしよう。

　えーと、掃除掃除と……掃除なら、エロい展開にはならないよね。

　リビングに移動して、そこにあったコードレスの掃除機を手に取った。

　真ま香か先生の自宅の間取りは、我が家と同じ３ＬＤＫ。

　ほとんど不在の父親と、娘の二人で暮らすには広すぎるくらいだろう。

　真香パパのものが少し置いてある部屋と、ほぼからっぽの空き部屋。

　あとは、もちろん真香先生のお部屋。

　寝室でもあるみたいだけど、中に入ったことは一度もない。

「あ、彩さい木ぎくん」

「わっ」

　ひょこっと、脱衣所から真香先生が顔を出している。

「お掃除はありがたいけど、わたしの部屋には入っちゃダメよ？　一応、教師の部屋だからね。生徒に見られると困るものもあるから」

「え、ええ。わかってます。女性の部屋ですし、勝手に入ったりしませんよ」

「本当にダメよ？　絶対にダメだからね？」

「…………」

　──なんかそう言われると、逆に気になる。

　普段、生徒が見ちゃいけないものが大量にあるであろう英語科準備室に頻繁に出入りさせてるよね？

　正直、今さら感が強いというか……。

　もしかして、真香先生の自室にはなにか秘密があるの？

　なにしろ、あの真香先生だからなあ……自室が普通だったら、むしろおかしい。

　ああ、彩木慎まことの猜さい疑ぎ心しんがむくむくと頭をもたげてくる。

　興味がないと言ったら嘘うそになるし……。

「まさか、僕の写真が壁一面に貼ってあるとか……いやいや、そんなベタなことは」

　ない、とは言い切れないのが真香先生の恐ろしいところだ。

　うーむ、と唸うなりつつ掃除機をかけていく。

　コードレス掃除機は片手でも扱えるけど、やっぱり両手が使えるに越したことはないなあ。

「余計なことは考えずに、先生のお手伝いに専念するか……っと」

　ポケットに突っ込んでいたスマホが振動してる。

　取り出すと、メッセージが届いていた。差出人は──

《今日も朝のニュースで真ま香かティーのことやってた！　真香ティーがあたしを軽々と超えていった！》

「…………縫ぬい、涙目になっていそう」

　天あま無なし縫は、僕のクラスメイトにして、女子高生グラビアアイドル。

　元々、そこそこ人気はあったけど、最近はブレイクの兆しがあって仕事が立て込んでいるらしい。

　真香先生の事故の話を聞くと、なぜか僕の家に駆けつけてきて大騒ぎしてた。

　縫はすっかり真香先生になついてるからなあ……。

《おのれ、真香ティー。あたしより有名になるなんて！　ゆるせぬ！》

　……なついてるんだよね？

「彩さい木ぎくん、彩木くん、ちょっといいかしら？」

　玄関で掃除機をかけていると、真香先生がリビングで手招きしていた。

　洗濯は終わったのかな？

「ちょうど掃除が終わったとこですよ。どうしたんです？」

　リビングに移動して、コードレス掃除機を充電台に戻しながら質問する。

「洗濯は終わったわ。さっき怒られちゃったし、それならお願いしようと思って」

「は？　なんの話ですか？」

　真香先生は、リビングの床に正座してる。手になんか持ってる……？

「彩木くんと二人きりのときはブラを着けない派を脱退することにしたのよ。というわけで、ブラを着けてもらえる？」

「ぎゃーっ、なにしてるんですか!?」

　真香先生は、僕の前で堂々とＴシャツとその下のキャミソールをまとめて脱いだ。

　長い茶髪を手で束たばねるようにして、胸のほうへと持っていく。

　つるりとした真っ白な背中と、横からわずかに胸まで見えている。

「片手だとブラが着けにくくて。そうなると、彩木くんにやってもらうしか」

「ほ、本当ですか……？　片手でも着けられないことないんじゃ……？」

「それじゃ、片手で着けられるか彩木くんが試してみて？」

　真香先生は、背中を向けたままブラジャーを差し出してきた。

　大人おとなっぽいレースの黒、Ｅカップのおっぱいを包み込むだけあってサイズは大きい。

「それ、なんの意味が!?　両手でも着けたことなんてないのに、片手で着けられるわけないでしょ！　ていうか……本当にやるんですか？」

「彩木くん、わたしは休暇中だけど、一つだけどうしても休めない仕事があるわ。もちろん、君の〝教育〟よ」

「それこそ、休んでいいんじゃないですかね!?」

「最重要プロジェクトなんだから。今は〝夏期講習〟とでも思って」

「夏期講習って……」

　今やマスコミで騒がれる美人先生が、自宅で生徒に個人レッスン……。

　なんだろうね、もういかがわしい匂いしかしない。

「だいたい、彩さい木ぎくんは妹さんのブラジャーを何度も着けてあげてるんでしょう？」

「美み春はるはいつもスポブラだから、自分で着けてますよ！」

「妹のブラジャー事情を把握してるのもどうなのかしら……ああ、いいから着けて」

「本気なんですね……」

　僕は、ごくりと唾を呑のみ込こんで、真ま香か先生から受け取ったブラジャーを着けていく。

　できる限り、先生の前面を見ないようにして、ストラップに腕を通す。

　うう、胸のボリュームが凄すごすぎる……これをカップに収めるのは至難の業だ。

　本当は胸の肉を上う手まく寄せながら収めるんだろうけど、まさか触るわけにもいかない。

　見ないように、触らないようにって、めっちゃ難易度高いよ！　しかも片手！

「んっ……はんっ……んん♡」

　ブラをぐっと胸に押しつけるたびに、先生が悩ましい声を上げてるし。

　演技でもなさそうなのが、余計にエロい……。

「こ、これでいいですよね。いいですよね！」

　胸がちゃんと収まってるのか怪しいけど、僕の力量とメンタルではこれが限界！

　背中に触らないようにしつつ、ホックをぱちんと留とめる。

「ふう……」

　あ、意外とちゃんとできてるんじゃない？　ちょっぴり両手を使ったのは内緒。

「ちょっと待って、彩木くん。なんでそんな手慣れた風なの？　美春さんのブラは着けてないのよね？」

「ええぇ、上手く着けても突っ込まれるんですか？」

　せっかく、真香先生のお身体からだに触れずに乗り切ったのに！

「ま、まさか、天あま無なしさんや陣じん所しよさんのブラを着けてるんじゃ……？　無む垢くさんはまだブラジャーは着けてないわよね？」

「せ、先生、ブラを着けたからって堂々とこっちを向かないでください！」

　エロすぎる黒いブラジャーに包まれたおっぱいが、おっぱいが！

　きっちり着けたのに、先生がこっちを向いたときに、たゆんって揺れたのが凄すぎる！

「あら、失礼。で、でも変に上手かったわよ！」

　真香先生は、脱いでいたＴシャツを胸に当てながらしつこく迫ってくる。

「そんなこと言われても……ああ、そういえば昔、詩し夜やちゃんがブラを着け始めた頃……中一くらいですかね。ブラを手際よく着ける練習に付き合わされた記憶が」

「あの女子大生ＪＤ……！　中学生の頃から、彩さい木ぎくんを色香で惑わしていたの!?」

　今まさに、僕を色香で惑わせている担任教師がお怒りだった。

「彼女、美み春はるさんの面倒をみてるのよね。つまり、すぐ隣にいる……ワイヤーと人形と、あとはマンションの見取り図を……」

「こらこらこら、密室殺人的なことを企たくらんでませんか!?」

　僕は名探偵の祖父もいないし、頭脳も身体からだも年相応だから、先生がなにかやらかしても、謎は解けないよ!?

「冗談よ。いくらわたしでも、片手で完全犯罪は無理だわ」

「ケガの有無の問題ですかね……」

　真ま香か先生、だんだんバイオレンスな方向に走ってない？

「まあ、あの京けい御みさんがやはり油断できないのがわかっただけでも収穫ね。夏期講習、この問題はクリアということにしておくわ」

「そ、それはどうも……って、〝この問題は〟？　もしかしなくても、まだ続ける気なんですね……」

「彩木くんも、ただ一週間わたしのお世話をしているだけでは成長できないでしょう。時間を無駄にはできないわ」

「僕、そんなところ成長しなくていいんですけど」

　ブラジャーの着け方が上う手まくなって、僕になんのメリットが？

　ああ、普通に真香先生のお世話をしたいだけなのに、やはりタダでは済まないか……！







「うーっ、暑い……」

　お買い物用のエコバッグは、ずっしりと重い。

　昼食を済ませて、マンションから徒歩圏内のスーパーへ。

　食品や日用品をしこたま買い込んで、帰宅中だ。

　本日の気温は体温と同じくらいで、こんな日は美春じゃなくても家に籠もってアイスでも食べていたい。

　でも、今の僕には真香先生のお世話という使命がある。買い物も僕の仕事だ。

「先生のリクエストは、〝精のつくもの〟とか言ってたなあ」

　リクエストがざっくりすぎる。一応、お肉をメインに買ってきたけど。

　このところめっちゃ暑いんだから、さっぱりした料理のほうがよさそうなのに。

　つーか、精をつけるのはケガの回復のためだよね……？

　僕になにかよからぬことを仕掛ける気じゃないよね？

　いや、ブラジャーを着けさせられたり、既に仕掛けてきてるけど。

「精がついて、その上さっぱり食べられる料理……なにがいいかな……」

「ぶつぶつうるさい、彩さい木ぎ。道端でそれじゃ、不審者」

「わっ……！　き、貴き宗そうさん？」

　いつの間にか隣に貴宗さんが並んでいて、僕をじとーっと睨にらんでいた。

　茶髪の長いツインテールという髪型、表情が読めないけど、綺き麗れいに整った顔。

　ヒラヒラがついた、やたらと可愛かわいらしいワンピース姿で、小柄でお人形さんのような貴宗さんにはよく似合ってる。

　普段は制服姿しか見てないので、けっこう新鮮だ。

「いきなりジロジロ。目つきがエロエロ」

「ご、ごめん。見慣れない服装だったから驚いて。その服、似合ってるね」

「…………彩木、そういうキャラ？　女の子、普通に褒める？」

　いつも無表情な貴宗さんが珍しく、頬ほおをかすかに赤く染めてる。

　こうしてあらためて見ると、やっぱり真ま香か先生とそっくりなんだよなあ。

「そ、それで……どうしたの、貴宗さん？　あ、身体からだはもう平気なの？」

　貴宗さんは、真香先生の事故のショックのせいか、熱を出して寝込んでいたのだ。

「熱は引いた、大丈夫。今日はお見舞い、お姉ちゃんの。買ってきた、お肉とか」

「治ったのはなにより……だけど、お見舞いの品でお肉？　なかなか斬新だね。というか、僕もお肉買ってきたところなんだよね」

　真香先生はお肉大好きだ。僕を最初に連れて行ったお店が焼き肉屋さんだったしね。

　さすが、苗みよう字じは違っても実の姉妹。真香先生の好みをよーくわかってる。

「ちょうどいい、彩木にも確認。どう思う、これ？」

　貴宗さんは持っていたカバンを開けて、お肉のパックを取り出した。

「えっ、これちょっと高くない？　いくらお見舞いでもあまり高いものは……」

　どこで買ってきたのか、いかにも高級そうな黒毛和牛だ。

　僕が自分で買うなら、かなりためらわれそう。

「お金には困ってない、私。お姉ちゃんには安すぎるくらいの、お肉」

「高校生らしからぬ台詞せりふだね……」

　お金に困ってないって、一度くらいは言ってみたいね。

　バイトもせずに、ダラダラ親のすねを齧かじってる身では言えないけど。

「まあ、真香先生は喜ぶんじゃないかな。こっちのお肉を先に食べさせてあげようか」

「助かる、彩木。お姉ちゃんのお世話、ありがとう」

「い、いや、僕が自分から言い出したことだから」

　いきなりストレートにお礼を言われて、びっくりしちゃった。

　僕の周りはクセモノだらけだけど、貴き宗そうさんは飛び抜けてなにを考えてるかわからない。

「……そういえば、貴宗さんって僕と過去の因縁とかないよね？」

「は？　因縁？」

「あ、ごめん、変なこと訊きいて！　ないよね、うんうん」

　ＳＩＤシドの縫ぬい、カレン会長とは変なところで接点があったりしたから。

　猜さい疑ぎ心しんの強い彩さい木ぎくんとしては、他の人のことも気になっちゃうよね。

　とりあえず、二人で真ま香か先生のご自宅へ。

「ただいま帰りましたー」

「おかえり、彩木くん！　やーん、遅いわよ！　寂しかった──って、なんてことっ！　信じて送り出した彩木くんが女連れで戻ってきた!?」

「あなたの妹さんですよ!?」

「慣れてる、お姉ちゃんのリアクション。驚かない、今さら」

「冗談よ。いらっしゃい、天てん華か」

　嫉妬心がお強い真香先生も、さすがに妹には邪険な態度は取らないらしい。

　貴宗さんからお見舞いの品を預かり、買い物してきた品と一緒にキッチンで冷蔵庫や冷凍庫にしまっていく。

「でも天華、夏休みは忙しいんでしょう？　わたしは平気なんだから、気を遣わなくてもよかったのに」

「忙しい、でも姉のお見舞いもできないほどじゃない。彩木に任せた、お姉ちゃんの私物回収。私も、お見舞いくらい」

「…………」

　ふーん、あの二人の会話ってなにげに珍しい。

　学校では真香先生と貴宗さん、姉妹ってことは隠してるからなあ。

　貴宗さんが真香先生を慕ってるのはわかってたけど、先生も普段はあまり見ない優しい顔してる。

　二人は、真香先生のケガの具合や貴宗さんの熱の話をして互いに気遣い合ってる。仲がいいんだな。

「お待たせ。貴宗さん、これどうぞ。先生も」

　買ってきた品をしまい終え、冷たい麦茶を二人の前に置いた。

「ありがとう、彩木」

「悪いわね、彩木くん」

「いえ、これくらいは。他になにかいりますか？　お菓子とか──」

「あ、彩木くん、悪いんだけど、ちょっと髪をやってもらえないかしら？　やっぱり下ろしてると暑くって」

「ああ、はい」

　僕は真ま香か先生の後ろに立って、先生が差し出してきた髪ゴムを受け取る。

　テーブルの上にはいつものバレッタもあるけど……これを使ったら代わり映ばえしないな。

「あ、今日はこんなのとかどうです？」

　僕は、真香先生の長い茶髪を軽くブラシで梳すいてから、髪ゴムで手早くまとめていく。

　美み春はるの髪もよく結んでるから、女性の髪をいじるのは慣れたものだ。

「できましたよ、どうです？」

「ちょっ、これは……ダメだわ！」

　真香先生は手鏡を持って髪型を確認すると、真っ赤になって慌てた。

「この歳としでリアルツインテールはないでしょう！　うわっ、見てられない！」

「そこまで言わなくても」

　僕は思わず苦笑してしまう。

　真香先生の長い髪を、頭の左右で結んでそのまま下ろす。

　というか、貴き宗そうさんと同じ髪型にしてみたわけだ。

「ちょっと嬉うれしい、お姉ちゃんとお揃そろい」

「お揃いにするにしても、ツインテはないでしょう！　きゃー、きゃーっ、彩さい木ぎくん、これは許して！」
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「せっかく綺き麗れいに結べたのに、ほどかなきゃいけないんですか……？」

　嘘うそくさく神妙な顔をしてみる僕。

「うっ……さ、彩さい木ぎくんがやってくれた髪型なら受け入れたいけど、これは……ううっ、わかった、わかったわよ！」

「よかったです。それじゃ、写真も撮っておきましょう」

「ちょっと!?」

「貴き宗そうさん、真ま香か先生の隣にもうちょいぴったりくっついて」

「うん、ぴったり」

　貴宗さんは素直に頷うなずいて、ツインテール姉の隣に寄り添うようにする。

　スマホを取り出して、ぱしゃぱしゃと数枚撮影。

　同じ髪型をした美人姉妹の貴重なツーショットが内部メモリーに刻まれる。

　うん、大人おとなの魅力たっぷりの美人があえて幼い髪型をするっていうのも可愛かわいい。

「あはは、これはいいですね。真香先生、今日はこの髪でいてくださいよ」

「彩木くん、たまにわたしで遊ぶようになったわね……」

「……というより、二人がきゃっきゃイチャついてる。なにを見せられてる、私？」

「イ、イチャついてるわけじゃないよ！」

　この介護生活で、真香先生との距離感が少し変わった気はするけど。

「そ、それより……二人並ぶと、やっぱり似てますね」

　僕も二人の前に座りながら、あらためて真香・天てん華か姉妹の顔を見つめる。

　真香先生は女性としては背が高め、貴宗さんは思いっきり小柄なんで、ぱっと見の印象だと気づきにくいんだけど。

「そりゃ、父も母も同じだもの。天華が小柄なのは、母親似かしらね？」

「へえ。そういえば、二人のお母さんって──」

「結婚を機に引退したけど、元カーレーサー」

「ぶっ!?」

　貴宗さんの言葉に、思わず麦茶を噴き出しそうになった。

「カ、カーレーサー？　い、遺伝子って凄すごいんですね……」

「馬鹿にされてる気がするのは錯覚かしら。母から車の運転を習ったことはないわよ。まあ、子供の頃、母の運転がエキサイティングだった記憶はあるわね」

「その頃、無意識にドライビングテクニックが培われたんですかね……いいような、悪いような」

　真香先生の非凡な運転技術があったからこそ、先日の事故の被害が最小限で食い止められたんだけど。

「私も免許取れる、来年。楽しみ」

「えっ、ええぇ……貴き宗そうさんは車乗らないほうがいいんじゃ……」

「そ、そうよ、天てん華か！　車は危ないわよ、事故ったらこんなケガをしたりするのよ!?」

「……なんで彩さい木ぎが心配？　あと、人のこと言えない、お姉ちゃん」

　いや、真ま香か先生の悪夢の運転に付き合わされた身としては、新たな悪夢の誕生は心配でしょうがない。

「で、でも母に教わるのはダメよ。あの人はスピンターンさせて発進させるのが普通だと思ってるんだから」

　僕の記憶だと、真香先生もたまにやってたけど、スピンターン。

「大丈夫、私は静かにのんびり運転」

「そ、それならいいけど……あ、ひより先生からだわ。ちょっと失礼」

　真香先生がほっとした表情を浮かべた瞬間、テーブルの上にあったスマホが振動した。

　先生はスマホを手に、自室へと戻っていく。

「……なんだかんだで、仕事からは自由になれないみたいだなあ」

「社会人なんだから、当然。彩木にはわからない、全然」

　貴宗さんは、お馴な染じみのキーボード付き携帯電話でなにやらぽちぽちし始めた。

「……また、〝愛と青春の記録〟？」

「そう。見せてあげない、彩木には」

「いいけどね……」

　貴宗さん、いつもなにを書いているのやら。

　そういえば、ちょっと前に〝愛と青春のキロク〟って小説が話題になってたっけ。

「いつもケータイいじってばかりって、ウチの妹みたいだよ」

「いじる理由違う、ミーと私」

「ミー？　それって、もしかしなくてもウチの美み春はるのこと？」

　あ、そうだ。真香先生の事故に気を取られて、完全に忘れてた。

「この前、校門で美春と話してたよね？　二人、知り合いなの？」

「ミー、兄の周りの調査は執しつ拗ようにしてる。引っかかった、私。ミーの調査網に」

「なんか怖いんだけど……貴宗さんも美春も」

　僕の周りだってそれなりの人数がいるのに、美春はなんで貴宗さんに目をつけたんだろう？

「ハンパない、ミーの調査能力。よもや嗅かぎつけられるとは」

「よもや……」

　いったい、美春は貴宗さんのなにを掴つかんだの……？

「妹、可愛かわいくて有能、性格に問題があっても。兄、可愛くなくて平凡、性格に問題があっても」

「微妙に文章が繋つながってないよ……？」

「反省、文章が下へ手たなのは問題……」

　貴き宗そうさんは、ぽちぽちと凄すごい勢いで携帯電話のキーボードを叩たたいていく。

　マジでなにを書いてるのか、謎は深まるばかりだ……。

「でも、感謝してる、彩さい木ぎには」

「な、なに、いきなり？」

　貴宗さんが携帯電話を下ろして、ずいっと近づいてきた。顔、近い近い。

「本当はお姉ちゃんのお世話をするのは、私。お父さん、猫カフェが忙しいし、お母さんも仕事で身動き取れない」

「あ、ああ、そうらしいね」

　ねこらにゃは以前に真ま香か先生が展開した作戦のおかげで、客入りは上々。

　夏休みになってさらにお客が増えているらしく、かなり忙しいみたい。

　僕にも瀬せ紀き屋やさんから救援要請が来てたし──先生のお世話があるから断ったけど。

「ちょっと忙しい、私も。彩木に甘えることになってる。いずれする、お礼」

「僕が自分から言い出したことだし。担任の先生でお隣さんなんだから、困ったときに手助けするくらいは当たり前だよ」

「……彩木、いい奴やつ？」

「普通のことだって。まあ、真香先生は性格がアレだから大変なことはあるけど……」

「〝大変〟で済ませる？　お姉ちゃんのアレな性格。彩木もイカレてる」

「そこまでの話ではないでしょ!?　なに言ってるの、貴宗さん！」

　というか、そろそろ離れてくれないかな！

　もうおっぱいが完全に押しつけられてて、高校生男子には刺激的すぎるんですが！

「もう私たち、夏休みに学校の外で会う関係。逆にくすぐったい、まださん付けなんて。じゃあ──〝天てん華かさん〟」

「あれ!?　問題はさん付けなんじゃ!?」

　聖せい華か台だい学院では、あまり親しくない相手に〝君付け〟〝さん付け〟はよくある。

　でも同級生相手で、下の名前に君、さんを付けるのはけっこう珍しい。

「リピートアフターミー、〝天華さん〟」

「…………」

「嫌がるなら、このまま二度と離れない──」

「天華さん！　ええ、天華さんとお呼びします！」

　数すうヶか月げつ前にも、どこかの先生と似たような流れを経験したような。

「……な、なんてこと……！」

「げ」

　気がつくと、真ま香か先生がリビングに戻っていて、ガタガタ震えながらこっちを見ていた。

「い、妹にカレシを寝取られるなんて……！　わたしがケガで身動きできない間に、もっとも信じてる二人がこんなことに……！」

「電話で席を外してただけでしょ！　そんな間に浮気もなにも……！」

　いや、付き合ってるわけじゃないから、浮気なんてあり得ないし！

「……なるほど、美人の姉から寝取る、冴さえない男。だいぶありがち、でもいじりがいアリ。面白くなる……？」

「いったいなにを言ってるの、貴き宗そうさ──天てん華かさん！　またぽちぽち書き込んでるし！」

「気にしないでいい。書き終わった、いいネタもらえた……わっ、たっ、たっ」

「危なっ……！」

　天華さんはケータイを落としそうになって、慌ててお手玉した。

　僕も手を伸ばしてそれを受け止めようとしたところで──お互いの身体からだがぶつかって、もつれてしまう。

「ひあっ……！」

「て、天華さん……！」

　リビングの床の上で、天華さんが寝転がった僕の上にしがみつくような体勢になっている。

　たゆん、と圧倒的なボリュームの二つのふくらみが僕の顔に乗っかってる……！

「あってよかった、クッション。意外と役立つ、小さくても」

「天華さんは小さいのに胸──いや、あの、重いんですけど！」

「なにを言い掛けた、今？　なにか不満、私の胸？」

「なっ、なんでもない……あと、あっちの殺気が凄すごいから離れて離れて！」

　ゴゴゴゴゴ、と渦巻く音が聞こえそうなくらい、真香先生の周囲に濃い殺気が。

「天華……」

「ちょ、ちょっと待ってください、真香先生！　今のは僕の不注意で！」

　真香先生を慕ってる天華さんが、こんなしょーもないアクシデントで姉と揉もめたら気の毒すぎる。

「彩さい木ぎくんこそ、待ちなさい。誤解しては困るわ！」

「なっ!?　いきなりなんですか!?」

　なにを思ったのか、真香先生は着ていたＴシャツを脱ぎ捨てた。

　下にはさっき僕が着けてあげた黒いブラジャーのみ。

「よく見なさい、これでも一応わたしのほうが大きいのよ！　天華は身体が小さいから、相対的に胸が大きく見えるだけなの！」

「そんなこと、どうでもいいんですけど!?」

　先生が下着姿を僕に見せつけていて、それをクラスメイトの天てん華かさんに見られてる──という状況が問題なわけで！

「あれ、まだ負けてる、私？　追い抜いてない、サイズ？」

「見せてみなさい、天華」

「はい、お姉ちゃん」

「ちょっと!?」

　天華さんは、真ま香か先生の言葉に頷うなずいて、ひらひらしたワンピースを脱ぎ、その下のこれまたひらひらしたブラウスの前をはだけた。

　意外に派手な赤いブラジャーに包まれた、二つの大きなふくらみが現れる。

「て、天華さん！　なにを素直に見せてるの!?　僕の存在、忘れてないよね!?」

「教室ではたまに忘れそうになる、彩さい木ぎの存在」

「……存在感が薄くて悪かったね」

　って、そうじゃなくて、天華さんは〝教育〟を仕掛けてくる先生でもなければ、怪しいグループをつくって迫ってくるＳＩＤシドでもないのに。

「お姉ちゃんの言うことは、絶対。でもあまり見ないで、変態」

「この状況だと、どちらかと言えば天華さんが変態なのでは……？」

「……いつの間にか、〝天華さん〟ね……ふふふ、彩木くんったら、夏期講習は手加減してあげたのに、よりによってわたしの妹にツバをつけるなんて」

「人聞きが悪すぎますね！」

「まあ、いいわ。ちゃん付けのＪＤに比べれば可愛かわいいものだし。それより……よく見なさい。わたしのほうがまだ大きいでしょう？」

「私、お姉ちゃんには負けてることばかり。でも胸のサイズ、そろそろ勝てるはず」

「ちょ、ちょっと……！」

　真香先生と天華さん、実は顔がよく似ている姉妹がブラジャーに包まれた胸をずいっと突き出してくる。

　目の前、顔から数センチしか離れていないところに美人姉妹の巨乳が……！

「夏期講習の特別補習よ。わたしと天華、どっちのおっぱいが大きいか答えなさい。なお、わたしの胸だけは触って確かめていいこととする」

「天華さんには正体バレてるっていっても、大胆すぎますね！」

　目視だと、どっちが大きいとは言い切れない。

　というか、この二人は正解を知ってるの？

「お姉ちゃんだいぶ暴走気味、ちょっと目を離した間に。彩木、人の姉の胸を好き放題にするとか何様？」

「好き放題にはしてないよ！」

　いつもどおりの無表情な天てん華かさん。でも、さすがにちょっと顔を赤らめてる。

　普段が普段だけに、恥ずかしがってる顔がエッチだなあ……。

「こら、わたしが勇気を出して胸を触ってもいいって言ってるのに！　なんで天華に見とれてるのよ！」

「彩さい木ぎも男、顔が同じなら若いほうがいい？」

「天華さん、火に油を注がないで！」

　あと、二人とも興奮してて胸がさらに迫ってる──

　というか、二人の胸が僕の頬ほおに当たってるよ！

　どっちの胸が大きいのかは、顔で触ってもわからないけど──夏期講習の特別補習、もう終わってくれないかな。

　いくら美人姉妹の胸の感触で顔が幸せでも、二人が争ってると僕の胃に深刻なダメージがね……。







「ふんふーん、ふっふふーん♪」

　天国と地獄の夏期講習の特別補習も無事に（？）終わって、天華さんは帰宅。

　ちなみに、ツインテールは先生が涙目でもう勘弁してと懇願してきたので、仕方なくほどいてる。

　夕食とその後片付けも終えて、くつろぎタイム中。

　真ま香か先生は、ＴＶのバラエティを眺めながら鼻歌をうたってる。

　ご機嫌は戻ってるみたいだけど、油断できないな……。

　療養中の真香先生にはソファに座っていただき、僕はちょっと距離を置いて床に座っている。

　いつでも身をかわすことのできる距離だ。

　相手は女性とはいえ、真香先生。身体能力で勝とうなんて一ミリも思ってない。

「すっかりご機嫌ですね、真香先生」

「些さ細さいなことでふてくされるのはもったいないわ。夢にまで見た、彩木くんとの同どう棲せい生活だもの」

「同棲!?」

「ああ、夜は一応家に帰っているものね……通い妻かしら？」

「……同棲のほうがマシですね」

　先生は、泊まり込みで世話をしなくちゃいけないほどの重傷でもない。

　我が家はすぐ隣だし、詩し夜やちゃんに世話を頼んでるとはいえ、美み春はるを一人にしておくのも不安だしね。

「というか、先生がマスコミに注目されてる時期に生徒が家にいるのってヤバい気もしますね」

「今さら？　でも大丈夫よ、このマンションはそこそこ古いけど、セキュリティはしっかりしてるから、部外者は入ってこられないわ。だからこそ、君たちの親御さんも安心して兄妹きようだい二人で生活させてるんでしょう」

「そう……なんですかね？」

　確かに、このマンションでおかしな事件が起きたなんて話は聞かない。

　おかしな人なら、美み春はるとか詩し夜やちゃんとか、あと真ま香か先生とかいるけど。

「部外者が出入りできないからこそ、わたしもここに引っ越してきたわけだし」

「なんですか、そのストーカーみたいな発想！」

「ＳＩＤシドの子たちが悪質なストーカーと化しても、ここなら鉄壁の防御を誇るわ。わたしと彩さい木ぎくんのラブラブ生活は誰にも邪魔されないわよ♪」

「……一応、内部にＳＩＤメンバーが一人……いえ、二人いるんですが」

「そういえば、美春さんはまだ動いてないわね。いえ、彼女はまさかトロイの木馬？」

「なにを疑ってるのか知りませんけど、美春は毎日ゴロゴロしてるだけですよ。詩夜ちゃんが勉強教えようとしても、逃げ回ってるとかで。困ったもんです」

　はぁ、と思わずため息をついてしまう。

「……彩木くん、知ってる？　美春さんって意外と学校生活は真面目まじめなのよ。宿題だって忘れたことはないらしいわ」

「え？　あのナマケモノみたいな妹が？」

「途中で計算をやめてたり、英語長文の和訳がひらがなだらけだったりするみたいだけど」

「それは実に美春らしいですが……」

　そういえば、ここ何年も美春の勉強を見てやってないなあ。

　昔は、くーとまとめて勉強に付き合って、美春が実は頭いいってことには気づいてるんだけど。

「ＳＩＤのメンバーはクセモノだらけよ。天あま無なしさんも無む垢くさんも……ああ、陣じん所しよさんのこの前のアレを思い出しちゃったわ……学校に修道院、どちらも惨劇の現場としてはありがちよね……」

「だから、完全犯罪を企たくらまないでください！」

　この前のアレっていうのは、カレン会長が僕にキスしたことだよね……。

　僕が言うのもなんだけど、やっぱり恨んでいたか。

「彩木くんは陣所さんとのこと、一区切りついたような気がしてるでしょうけど、違うわよ！　むしろ、一歩踏み込んできてるのよ！」

「そ、そうなんですかね……でも会長は大学に進んで、四年かけて狙うとか」

「甘いわ！　彼女は彩さい木ぎくんが気を抜いた隙をつこうとしてるの！　卒業までだって、あと半年以上あるんだから、いくらでも勝負を仕掛けるチャンスはあるわ！　まったく生徒会長って立場でありながら、後輩にいかがわしいマネをするなんて……」

「教師って立場の人が、カレン会長以上のことをしてるような……」

「陣じん所しよさんはダメだけど、わたしはいいのよ」

「なんの根拠もなく凄すごいこと言い切りますね……」

　真ま香か先生を教師として世に放っておいていいんだろうか？

　この人を部屋に閉じ込めておけば、世界平和が実現されるのでは？

「まあ、今は時間だけはあるから。じっくりプランを練りましょう。ふふふ……」

「僕はとんでもない計画の片棒を担いでいるんですね……」

　ＳＩＤシドのみんなから恨みを買わなきゃいいんだけど。

　しかし、夏休みに担任の先生とリビングでＴＶを眺めてるなんて。

　この春、進級したばかりの頃には想像もしなかったなあ……。

　ＴＶを眺めながら雑談したり、時々スマホをいじったりして──

「すー……すー……」

「……ん？　あれ？」

　ちょっと、うとうとしちゃってた……って、真香先生も寝てる？

　完全に油断しきった寝顔を見せて、ソファで先生が寝落ちしてる。

　高たか嶺ねの花はなとして有名な美人先生の寝顔を見ちゃった──なんて言うと、めっちゃ意味深だな。

　しかも、先生の寝顔を見るのは初めてじゃないし。

「参ったな……先生、先生。寝るなら寝室に行ってください」

「う、ううーん……いいわよ、マカト……あんよが上じよう手ず……」

「……先生の夢って続きものなの？」

　この前、母乳を飲んでたはずのマカトが歩けるくらい成長してる。

　ていうか、だから誰なの、マカト。

「真香先生、ソファで寝ちゃダメですよ。先生……って、全然起きない……」

　もしかして真香先生は一度寝ると起きないタイプなのかな。

　お酒で寝ちゃったときはどれだけ揺さぶっても全然反応しなかったけど、普段からずいぶん眠りが深いらしい。

「う、ううん……困った……」

　真香先生は軽いだろうけど、僕は非力すぎる。

　寝室まで運べるだろうか……？　いや、ちょっと待った。

　もしかしてこれ……寝室に入らなきゃいけないパターン？







「先生、真ま香か先生、入りますよ？　いいですね？」

「んー……うぇるかーむ……早く……来て……」

　真香先生に肩を貸して、なかば担ぐような形で寝室の前まで移動。

　無駄に色っぽい声で返事してるけど、ほとんど意識ないよね、この人。

　仕方ない、一応お許しはもらったってことにして、入らせてもらおう。

「失礼します……」

　真香先生を肩で担いだまま、なんとかドアを開けて──

「えっ…………？」

　遂ついに足を踏み入れた、美人先生の聖域──

「こ、これって……うわぁ……」

　ある意味では、予想どおり。

　ある意味では──予想をはるかに超えている。

　とにかく、乱雑だ。ウチの妹の部屋もゲームグッズで埋め尽くされていて足の踏み場もないけど、それ以上だ。

　部屋にあるのは、ベッドと机、ドレッサー。それに本棚。

　そう、まずは本が多い。でも──本の大半は本棚じゃなくて床に積まれてる。

　本棚に収まりきらなくて溢あふれ出してるって感じ。何百冊か……もしかすると何千冊か、それ以上かも？

「この辺の、全部英語の参考書？　参考書ってこんなに山ほど発売されてるの？」

　何冊かはメジャーな本で、僕も持っている参考書だ。

　どの参考書も付箋だらけ、紙はベロベロに傷いたんでいて、明らかにかなり使い込まれてる。

「こっちは……あれ、古文の問題集？　そっちは物理……なんで担当外の教科のテキストまで揃そろえてるの？」

　英語関係の本が一番多いけど、他の教科の本も少なくない。

　たぶん、全教科分あるんじゃないかな？

「あ、もしかしてここを通るの……？」

　僕の頭まで届きそうなくらい、いくつも本のタワーがあるけど、少しだけ床が見えてる部分がある。

　机やベッドへの動線……とでもいうのか。

　先生を担いで進める自信はないので、まずは一人で隙間を通って部屋の奥へ。

「これは……教育論？　教師向けの参考書かな。こんなの出てるんだなあ」

　教師か、教師志望の人以外が買っても役に立ちそうにない本だけど、それなりに需要はあるのかな。

「す、凄すごすぎる……どれだけ読んでるの。あ、ファッション雑誌か。息抜きに読むのかな。さすがに、趣味の本も──」

　あっ、違う……開きっぱなしになってる雑誌に、赤字で書き込みとかしてある。

　真ま香か先生はいつも学校ではスーツ姿か、夏は地味めのブラウスにスカートって格好だけど、ファッションもきっちり研究してるみたいだ。

「高たか嶺ねの花はなだもんね……休日に生徒とか同僚に見られるかもしれないもんね。私服も気は抜けないか」

　真香先生の私服姿は何度か見てるけど、センスよかったもんなあ。

　ファッション以外にも、若い女性として押さえておくべき流行もチェックしてるみたい。

「机の上のこれは……ノート？　今時、手書きでなんか書いてるの？」

　数冊の大学ノートが積まれていて、一冊が広げられてる。

「天あま無なし縫ぬい、初等部からの内部生。二年生一学期のテスト結果。過去の成績と照らし合わせた分析結果──って、担任クラスの生徒のデータ？」

　うわっ、これは見ちゃダメなやつだ！

　縫の成績は元から順位も知ってて、新規の情報はなかったからよかったものの──いや、よくないけど！

　たまたま開いていたのが縫のページだったのは不幸中の幸い？

　ノートにびっしりデータが書き込まれてたみたいだけど、まさかクラスの全生徒分？

　英語を受け持ってるだけの生徒なら、その数倍にもなるよね？

　ちらっと見えた限り、現状の分析だけじゃなくて、今後の学習計画とか進路まで検討してたみたいだったな……。

「くー……すー……マカトにも妹か弟が必要よね……？　ふふふふふ……」

「…………」

　ドアのところに置き去りにしてきた真香先生が、また怪しい寝言をつぶやいてる。

　今の油断しきった寝顔からは想像もできないけど、真香先生はこんな常軌を逸した量の作業をこなしてるのか。

　真香先生は、社会人二年目。

　教師になってからは、一年半にも満たない。

　大学時代から教師になる準備を進めていたとしても、トータルで二、三年くらい。

　たったそれだけの期間で、部屋がこんな惨状になるほどの勉強をしてる……。

　試験前に、泥縄的に勉強するだけの僕みたいなポンコツ学生とは比べものにならない。

「真香先生……」

　だいぶ頭がどうかしてる、美人だけど残念なお姉さん──

　それも事実だけど、この圧倒的なまでの勉強量もまた事実。

　春から今日までで何度か思い知らされてきたけど、真ま香か先生は良い先生──

　そして、良い先生であるための努力も欠かしていない。

　それも血の滲にじむような、とてつもない量の努力だ。

「う、ううん……そうだわ、着替えをしないと……ネグリジェ、ネグリジェ……」

「あっ？」

　真香先生が起き上がり、器用に床の隙間を伝って部屋の隅──クローゼットのほうへとふらふら歩いて行く。

　ていうか先生、目が開いてない。まだ寝てるんじゃないか？

「ネグリジェ……きゃっ!?」

　真香先生が、クローゼットを開けると──ドドドッと勢いよくなにかが溢あふれてきた。

　なにか──クローゼットの中身は、当然だけど衣類だ。

「な、なんなのーっ！」

「わーっ！　大丈夫ですか、先生!?」

　溢れてきた衣類に先生が押し流されてしまう。

　その衣類の中には──見覚えのあるチアガールの衣装、エプロン、メイド服、水着、バニーガールの衣装、それに聖せい華か台だい学院高等部の女子制服がまざってる。

　見覚えのない、巫み女こ装束とかナース服なんかも──

「さ、彩さい木ぎくん、ちょっと手を貸して……」

「先生……この衣装の山はいったい……？」

　僕は、衣装に埋もれている真香先生の手を掴つかんで引っ張り出す。

「こ、これは乙女おとめの秘密というやつよ。女性のクローゼットの中身をじっと見るなんて趣味が悪いわよ、彩木くん」

「……とりあえず、目は覚めたみたいですね」

　衣装の山から這はい出でてきた真香先生の目は開いていて、頬ほおがかすかに赤らんでいる。

　また〝都合のいいときに出てくる乙女モード〟が発動してるみたいだ。

「ね、寝ぼけてたのよ。クローゼットを開けるのはコツがいるの。扉を少しずつ開けつつ、溢れてくる服を身体からだで押しとどめて、必要な服だけ引っ張り出すのよ」

「……捨てましょう、チアとかメイド服とか。もう着ない服は思い切って捨てないと、たまっていく一方ですよ」

「ま、待って！　彩木くんに一度見せた服も、シチュエーションによってはまたドキドキの魅了タイムが可能になるのよ！」

「なにをわけのわからんことを……」

「……あっ!?　というか、彩さい木ぎくん、なんでわたしの寝室に入ってるの!?」

「気づくの遅いですね！」

　今度こそ、本当に目が覚めたらしい。

「も、もしかしなくても部屋を見たのね……や、やだ……恥ずかしい……」

「確かにこの衣装のラインナップはどうかしてますね……」

「それじゃないわ！　それもあるけど……この部屋を見られたのが恥ずかしいのよ！」

「……めっちゃ頑張ってるじゃないですか。人に見られて困る部屋じゃないでしょう」

「困るわ！　上う手まく言えないけど、恥ずかしいの！」

　どうも、努力の跡を人に見られるのが照れくさいらしい……。

　意外なことに、そんな普通の感情がこの人にもあるんだな。

「彩木くん、なにか失礼なこと考えてないかしら？」

「とんでもありません」

　つい数十秒前まで寝ぼけていたのに鋭いな。

「と、とにかく、この部屋のことは忘れて。ああ、裸を見られるほうがまだマシだわ」

「待って、脱がないでくださいよ!?」

「彩木くん、人をなんだと思ってるの。君の前でも意味もなく脱がないわよ！」

「意味があっても脱いじゃダメでしょ！」

　ああ、ツッコミが忙しい。

　裸を見られるほうがマシだからって、今脱ぐ必要はない。まだ混乱してるな。

「そこについては今後も議論していきたいけど……もう一ついいかしら？」

「ええぇ、この上まだなにかあるんですか？」

「ちょっと……服の雪崩なだれに潰されたときに、右手が軽くゴキッと。なんだかズキズキしてるんだけど、気のせいじゃなさそうなのよね」

「だ、大丈夫ですか!?」

　しまった、この部屋の光景や膨大な衣装に圧倒されて、ケガ人だってこと忘れてた！

　いろいろツッコミどころはあるけど、まずはケガの回復だよね。

　ケガを治して、教師の仕事に復帰してもらわないと。

　そうだよね──真ま香か先生は、これだけの努力をして立派な教師として勤めてる。

　僕は改めて、確信した。

　この人は、この人だけは──教師を辞めちゃいけない。

　僕への気持ちと引き替えに、大切な仕事を辞めてほしくない──
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　ああ、太陽がまぶしい──

　車しや窓そうから空を眺めているだけで、なんだか暑くなってくる。

　車内はこれでもかというくらいクーラーを効かせてるのになあ。

「ねーねー、詩し夜やパイセン、音楽かけちゃっていい？」

「いいよん、まなっしー。ご機嫌な曲をよろしく！」

「任せといて、ミーハー丸出しで集めたヒットナンバーばかりだぜ！」

　助手席にいる縫ぬいがスマホを操作すると、無駄に明るくて派手な音楽が流れ出した。

　縫と詩夜ちゃんってどことなく似てるな。無駄に明るくて騒がしいところかな。

　軽快な音楽が流れる中、詩夜ちゃんが楽しそうに運転してる。

　車は、三列シート、定員七名の車内が広くて快適なランドクルーザー。

　詩夜ちゃんの愛車ではなくて、京けい御みさん家ちのお父さんの車だ。

「おじさん、よく貸してくれたね。この車、大事にしてるんでしょ？　詩夜ちゃんが運転して大丈夫なの？」

「こらこら、マコ。お姉さんを見くびっちゃ困るなあ。親の金で免許を取って、親の車を乗り回してるアタシの腕が信頼できないの？」

「……乗り回してるなら少しは安心かな」

　今のところ、スピードも出しすぎてないし、特に危なっかしくはない。

　ただ、子供の頃からの知り合いが車を運転してるのって、なんだか違和感があるね。

　詩夜ちゃんは、昔からおっちょこちょいなトコもあるから、ちょっぴり不安が。

　この前のカレン会長の事件でも、詩夜ちゃんが原因に一枚噛かんでたからなあ……。

「大丈夫だよ、彩さいくん。あたしも見てるから、危なかったら素早くハンドルを代わりに操っちゃうよ！」

「無免許でしょ、縫……というか、縫が助手席に座ってるのも怖いんだよね」

「マコ、グラドルを助手席に座らせて運転なんて、男の子なら羨ましがるところじゃない？　ねー、まなっしー」

「だよねー、詩夜パイセン」

「……ずいぶん仲良くなったね、二人とも」

　縫と詩夜ちゃん、今日までろくに会話もしたことなかったはずなのに。

　短時間でここまで馴な染じめたのも、似たもの同士だからかなあ。

　詩夜ちゃんは、明るい栗くり色いろで毛先が軽くウェーブした髪、肩が剥むき出だしのカットソーにロングスカート。

　縫ぬいは赤みがかったセミロングの髪に、詩し夜やちゃんよりさらに肩を出したカットソー、中にはタンクトップ、太もももあらわなホットパンツ。

　大学デビューの詩夜ちゃんに、現役ＪＫにしてグラビアアイドルの縫。

　二人はさすがに女子力高いというか、オシャレな格好をしてる。

「せんせー、せんせー。かごめちゃん、移動がストレスになるかと思ってましたけど、全然平気そうです」

「かごめにストレスなんてないんじゃないの。もうウチに十年住んでんのかってくらい馴な染じみまくってるし。つーか、ねこぱんちやめろ！」

　二列目のシートに座っているのは僕と、神しん樹じゆ無む垢く──くーと美み春はる。

　僕が二人の間に挟まれて座ってる。

　くーの膝の上には、猫のキャリーバッグ。

　ウチの飼い猫の彩さい木ぎかごめが、どうでもよさそうな顔でくつろいでる。

　くーは紺色っぽい髪を横でちょこんと結び、白い半袖ブラウスにミニスカート。

　我が妹、美春はクセのある黒髪を適当にポニーテールに結んでる。服装は、長袖のパーカーに、膝下まであるハーフパンツ。男の子みたいな格好だ。

　なぜか、かごめは美春のソシャゲ課金を察知する能力があって、ねこぱんちでガチャを阻止している。いいぞ、もっとやれ。

「神樹無垢、なんならその猫、こっちで預かるぞ？　後ろはまだスペースがあるからな」

　僕らの後ろのシートには、陣じん所しよカレン会長。

　今日も長い黒髪が麗しく、薄いブルーを基調にした、お嬢様みたいな膝丈ワンピースがとてもよく似合ってる。

「大丈夫です、カレンおねーさん。かごめちゃんは、私が抱っこしておきたいので」

「……つーか、会長さんの私服って妙にガーリーだよね。もの凄すごいやる気満々だよね」

「やる気!?　待て、彩木美春、これは前に来らい羽はと──友達と出かけたときに、無む理り矢や理り買わされたんだ。もっと慎み深くて地味な服がよかったが、私は衣装持ちじゃないし、せっかく買った服を無駄にできないから仕方なく……！」

　説明、長ながっ。

　瀬せ紀き屋や来羽さんは真ま香か先生の父上が経営する猫カフェ〝ねこらにゃ〟のバイト店員で、カレン会長と同じ修道院育ちの女子高生。

　真香先生、カレン会長、それにねこらにゃの常連であるくーとも知り合いという、地味に僕と接点の多い人だ。

「まあ、美春は会長さんの服装はどうでもいいけど」

「どうでもいいなら言うな！　彩木慎まこと、妹の教育はきちんとしておくように！」

「……年齢的に大人おとなになるまでは面倒を見るつもりですよ」

「精神的に大人おとなにならなければ意味がないだろう……」

　ごもっともなんだけど、僕のような非才の身にはできることとできないことが。

「いや、僕もそれくらいの努力はするべきか……？　でも、僕だってけっこう頑張ったんだ。何度も勉強を教えようとしたし、身だしなみも整えるように何度も説教したのに」

「お兄ちゃん、成績は中の中だし、会長さんに服装のことで毎度注意されてたんでしょ」

「……すみません」

　妹に謝るお兄ちゃん。確かに今の僕は、人様にものを教えられる人間じゃないね。

「こらこら、マコもハルもケンカしない。もうちょっと時間かかるんだから、おとなしくしてなさい」

「わかってるよ。でも、けっこう遠いんだね、そのキャンプ場──じゃない、バーベキュー場だっけ？」

　そう、本日僕らが詩し夜やちゃんの車に乗っている目的はバーベキュー、略してＢＢＱ。

　ドライブの目的地は、他県のとあるキャンプ場。

　そこは、テントで泊まらずにＢＢＱだけ楽しむこともできるらしい。

　発案者は、リア充大学生の詩夜ちゃんだ。

　その詩夜ちゃんに言わせると、ＢＢＱに名目なんていらないらしいが、今回はちゃんとした名目がある。

「あと三十分はかかるかなー。人が少ない穴場だけど、ちょっと遠いのが難点だね。あ、マコ。後ろはちゃんとついてきてる？」

「うーんと……ああ、ちゃんといるよ」

　僕は後ろを振り向いて、リアガラス越しに後続車を確認する。

　ランクルのすぐ後ろに張りついているのは、黒のＢＭＷだ。

　運転席にいる人物の顔まではっきり見える。ショートカットの美人が、なにやら口をぱくぱくさせてる。歌でもうたってるんだろうか。

　ハンドルを握っているのは、聖せい華か台だい高等部の国語教師、恋れん紅くひより先生だ。

「……あっちも、なにか盛り上がってるみたいだよ」

　助手席に座っているのは、茶色の長い髪のとんでもない美人。

　ていうか、真ま香か先生。

　ていうか、今日のＢＢＱの名目は〝真香先生の快気祝い〟だ。

　真香先生は一週間の療養生活で、とりあえず包帯は取れて、日常生活で必要な程度なら右手も使えるようになった。

　無理はまだ禁物だけど、職場復帰も果たしたらしい。

　今日は復帰後、初の休日で、せっかくなのでお祝いをすることになったわけだ。

「あたし、帰りはあっちに乗ろうかな。ひよティー、凄すごいね。びーえむだぶりゅーってお高いんでしょ？　いっぺん乗ってみたい！」

「おやおや、まなっしーに裏切られちゃったよ」

「ごめんごめん、詩し夜やパイセン。でもひよティー、あんな車買えるなんて、教師って儲もうかるんだね」

「いや、そんな高給取りでもないんじゃない……？」

　僕は思わずツッコミを入れる。

　ＢＭＷだって値段はピンキリだろうが、まだ若手教師の恋れん紅く先生がポンと買えるもんでもないと思う。

　相変わらず謎の多い人だ、恋紅先生は。

　回復したとはいえ、念のために真ま香か先生はまだ運転を控えてる。

　フィアットも修理から戻ってきてないし。もっと先でもいいけど。

　そういうわけで、恋紅先生が車を出してくださったわけだ。

　真香先生が頼んでくれたみたいだけど、なんて言って頼んだんだろうね？

　詩夜ちゃんは真香先生を尊敬してるから、快気祝いを発案するのはまだいいとして。

　ＳＩＤシドのみんながついてきたことは、どう説明したのやら。

「……ん？　あれ、電話だ」

　スマホの画面を見ると、発信者は──

「もしもし、貴き宗そうさ──天てん華かさん。どうしたの？」

『重たい、空気。なんとかして、責任者』

「……僕はなんの責任も負ってないよ」

　天華さんは聞こえないようにしてるのか、ぼそぼそと小声で聞き取りづらい。

　そう、天華さんは後ろのＢＭＷに乗っているのだ。

『そっちの子たちに押し切られて、女子大生カーに乗った、彩さい木ぎ。恨む、死ぬまで』

「し、死ぬまで……？」

　どうやら、僕がＳＩＤメンバーと一緒に乗ってることがお気に召さないらしい……天華さんじゃなくて、真香先生が。

　ランクルに詩夜ちゃん、カレン会長、僕、縫ぬい、美み春はる、くー、かごめ（年齢順）。

　ＢＭＷには恋紅先生、真香先生、天華さん（年齢順）。

　ＢＢＱ場に向かっているメンバーは、この九人＋一匹というわけだ。

　このメンバーでお出かけとか、トラブルの予感しかしないけど──真香先生の快気祝いという名目では逃げられない。

　僕が暇人だっていうのは、みんな知ってるしね……。







　まさに、ＢＢＱ日和びよりといっていい最高のお天気だ。

　キャンプ場兼ＢＢＱ場は先客の姿がちらほら見えるけど、混み合ってもいなくて、ちょうどいいくらいのにぎわいだ。

　すぐそばを綺き麗れいな川が流れていて、川遊びしている人たちもいる。

　みんな、遊びに夢中で他の客にはまったく注意を払ってない。

　今、真ま香か先生は顔が世間に知られちゃってるので、このＢＢＱ場が穴場で、人目を気にしなくていいのはありがたい。

「マコ、そこの炭もこっちに持ってきておいて」

「うん、これでいいんだよね、詩し夜やちゃん」

　炭が詰め込まれた箱を、詩夜ちゃんの足元に置く。

　長い髪を後ろで束たばねた詩夜ちゃんは、火バサミを手にさっきから火おこしをしてる。

　ＢＢＱ台に炭が敷き詰められ、ごうごうと派手に炎が上がってる。

「おー、だいぶ燃えてきたね」

「意外と難しいんだよ、これ。素人しろうとじゃすぐに火が消えちゃうね。アタシくらいになると、火力の調節も思いのままだけど」

　ふふん、と偉そうに胸を張る詩夜ちゃん。

「大学デビューで、ずいぶんＢＢＱにも慣れたんだね」

「だから、大学デビュー言うな！　まー、リア充が〝おまえらＢＢＱ業界の回し者か！〟ってくらいＢＢＱやるのは不思議だけどね」

　詩夜ちゃん、まだリア充側だって自覚はあまりないみたい。

「マコも大学に入ればお誘いが来るようになるよ。今の時点で、これだけ女の子が一緒に来てくれてるんだしねー。ねー」

「なに、その含みのある言い方……」

「なんだろーねー。ま、気にしないで。マコ、こっちはもういいから、カレンちゃんを手伝ってきなよ」

「うん、じゃあそうするよ」

　僕らのすぐそばで、カレン会長が真剣な顔つきで野菜をカットしてる。

「カレン会長、僕もそっち手伝いますよ。料理は慣れてます」

「……ん？　いや、これくらいは私一人で充分だ。施設では自分たちで料理もするからな。調理は私と詩夜先輩に任せておけ」

「でも会長、疲れてるんじゃ？　全国模試の勉強、頑張ってるんでしょ？」

　カレン会長は、夏休み直前にやらかしたヤンチャのせいで、特待生の立場がピンチ。

　大学でも特待生を狙うつもりなので、挽ばん回かいのためには全国模試の上位というわかりやすい結果がほしいところだ。

　会長は校内では成績トップだけど、全国の猛も者さたちと渡り合うとなれば話は別だよね。相当頑張ってるんじゃないかな？

「今日は息抜きにきたんでしょう。だったら、会長が仕事しなくても」

「私は、施設でチビたちの面倒を見てるからな。こういうとき遊んでいると、むしろ落ち着かないんだ。いいから、彩さい木ぎ慎まことはみんなと遊んでくるといい」

「はぁ……」

　カレン会長、ちょっと穏やかになったかも。

　面倒見のいい人ではあったけど、僕にとってはけっこう怖い人だったのに。

「ああ、遊ぶのはいいが、女子との過度な肉体的接触は禁止だ。ちなみにそれとは関係ないが、今日の私は刃物を持ってる」

　ギラリ、とカレン会長が握っているナイフが太陽の光を受けて輝く。

　……えーと、穏やかとか言ったっけ？

　まったく、彩木くんは人を見る目がないなあ。

　ＲＰＧだと、神官とか僧侶は刃物を持てないのに。

　現実のシスターさん（見習い）には、そんな制約はないらしい。

「え、えーと……そうだ、美み春はるとくーを見ておかないと」

　僕は会長を警戒しながら、背中を見せないように後ずさりしてその場を離れる。

　すぐそばに、ＢＢＱ場のほうで設置してくれたタープテントがある。

　タープは屋根だけのテントって感じで、そこにレンタルしてきたテーブルや椅子が並べられている。

「……美春、わかっちゃいたけど手伝おうなんて気はさらさらないみたいだね」

「美春の取り扱い説明書には〝火気厳禁〟って書いてあるから」

　我が妹は、大きなデッキチェアを占領して、スマホをぽちぽちしている。

　この子は家でも外でも、やってることが同じだな……。

　まあ、美春が手伝うと冗談抜きで火事を起こされかねないから、これでいいんだけど。

「くー、かごめは大丈夫かな？」

　ウチの猫も椅子の一つを占拠していて、その横でくーが地面に座り込んでニコニコと眺めてる。

「はい、大丈夫ですよ、せんせー。かごめちゃん、楽しんでるみたいです、やっぱり連れてきてよかったですよ」

「そっか。仲間はずれにはしたくなかったしね」

　かごめにはお留守番してもらうか悩んだけど、くーのお願いで連れてくることになった。

「逃げる心配は……なさそうだね」

「かごめちゃん、放っておいても帰るときには車に乗り込んでいそうですよ」

「そこまでいくと、化け猫じゃないかと疑うよ」

　あながち否定もできないけど。

　どうも、ウチのかごめは人間離れ──じゃない、猫離れしてる気がしてならない。

　普段はずっと室内なのに、大自然の中に連れてこられても平然としてるもんなあ。

「かごめちゃんは、私がきちんと見ておくから心配ごむよーですよ」

「それならいいけど、くーも気をつけるようにね。川に近づいちゃダメだよ。あ、詩し夜やちゃんが火をおこしてるけど、あそこにも近づかないように。そうだ、包丁も絶対に触っちゃダメだからね」

「せんせー、過保護すぎです！　私はもう小学五年生ですよ!?」

「でも、まだ三年生くらいに見えるからなあ……」

「三年生と五年生は全然別ですよ!?　待ってください、せんせー！　私、この前よりさらにおっぱいふくらんできたんですよ！」

「わーっ、見せなくていいよ！」

　くーが涙目でブラウスの前をはだけて、淡くふくらんだ胸を見せつけてくる。

「他の人もいるんだから、おっぱい見せちゃダメ！」

「……なんか周り、女の人ばかりですよ？」

「そういえば、そうだね。不自然なくらい男がいないなあ」

　他の利用客は、詩夜ちゃんと同じような女子大生っぽい人たちばかりだ。

　その詩夜ちゃんが見つけてきたＢＢＱ場だけど、まさか男子禁制じゃないよね？

「ん？　あー、でも確かにちょっと大きくなったかも……？」

「うっ、せんせーもそう思いますか……うう、おっぱいふくらんだの、ちょっと恥ずかしいです」

「恥ずかしいのか、見せつけたいのか、どっちなの？」

　複雑なお年頃か。でもまあ、くーのおっぱい、少し目を離した間に……。

　僕は手を伸ばして、くーのちっちゃな胸に直ちよくで触れてみる。

「にゃんっ!?」

「にゃんって。この前、美み春はるのおっぱいのサイズを確かめたばかりだけど、これは……追いつきつつあるね」

「ほ、本当ですか！　美春おねーちゃんももう追い抜いちゃいますか！　五つの年齢差もなにするものぞですか！」

「どこで覚えたのそんな言い回し。でも、確かに成長してるなあ。僕としても嬉うれしいような寂しいような」

　くーのなだらかおっぱいに手を置いて、するすると撫なでてみる。

　ぷにぷにと柔らかくて、頂点のちっちゃなピンクの突起もツヤツヤしてて可愛かわいい。

「ふあっ、んっ、にゃああ……せ、せんせー……なんか変な気分に……」

「え？　まさか、熱中症とか？　そういえば、ちょっと顔が赤いね。大丈夫？」

「大丈夫じゃないのは彩さいくんだーっ！」

　突然、後ろから襟首を掴つかまれてぐいっと引っ張られてしまう。

「な、なんだ、縫ぬいか。なに、くーがちょっと変で──」

「変なのも彩くんだってば！　こんなお外で幼女のおっぱい揉もみ揉みとか正気かー！」

「おっぱいって……くーだよ？　小学五年生だよ？」

「小五のおっぱいは余裕でアウト！　アウトに決まってるじゃん！　ほら、くーたん、ちゃんと服着て！」

　縫が、珍しく慌ててくーのブラウスのボタンを留とめる。

「えっ、私はせんせーにおっぱい揉まれても平気ですけど……あと五年くらいは」

「五年もしたら別な意味で平気になるよ！　彩くん限定だろうけど！」

「どうでもいいけど、騒がしいよ、縫。あまり騒ぎすぎたら怒られるんじゃない？」

「お、おかしい……絶対にあたしが正しいはずなのに。彩くん、ちょっと来なさい。今回はあたしがお説教する！」

「えー、縫に説教されるなんて世も末だね」

「がんばってください、せんせー。私はかごめちゃんと遊んでます」

　くーが、ひらひらと手を振っている。

　縫は僕の手を引いて、近くの岩陰へ。

「いい、彩くん。未成熟なおっぱいはまだ触っちゃダメなんだよ。どうせ触るなら、あたしのにすればいいんだよ！」

「うん、わかってたけど説教になってないね」

　カットソーとタンクトップの下からでも、縫の胸の自己主張は凄すさまじい。

　グラドルのおっぱいに触っていいと言われたら心は揺れるけど、僕は良くも悪くも自制心を鍛えられてる。

「……あれ？　そういえば縫、サイパンにグラビア撮りに行くって言ってなかった？」

「あ、うん、行ってきたよ！」

　縫は、ぱっと顔を輝かせて──

「……日帰りで」

「日帰り!?」

　ずーん、といきなり落ち込んだよ。

「楽しみにしてたのに、詐欺だよ！　朝イチの飛行機で海外に羽ばたいて、夕方にはもうジャパンだよ、どう思う!?」

「えらく忙せわしないね……もしかして宿泊料金をケチったのかな」

「もしかしなくてもそうだよ！　海外の撮影ってスタッフが多いからって、驚きのトンボ返りをしやがったの！　日焼けする暇すらなかったぜ……！」

「ま、まあ、グラドルとしては焼けなくてよかったんじゃない。日焼けは女性の天敵だとも言うし」

「こんがり縫ぬいちゃんで、彩さいくんを褐かつ色しよく好きに目覚めさせようって計画がパーだよ！　真ま香かティーもＳＩＤシドのみんなも色白ばかりだから目立てると思ったのに！　やってくれたよ、ウチの事務所！」

「その計画、日帰りとか関係なく失敗してたんじゃないかな……」

　僕は、女性が色白だろうと褐色だろうとどちらでもいいのに。

「えーっ……いつもどおりじゃ破壊力が落ちちゃうじゃん。困ったもんだよ」

「……破壊力？　なんのこと？」

「いやいや、お気になさらずー。おっと、あたしもお料理手伝っちゃおうかなっ」

「縫、今日は胃薬を用意してないのを忘れずに」

「彩くんはあたしをなんだと思ってるの!?」

　危険物だと思ってるけど、なにか？

　とは言わず、涙目で走り去る縫を見送る。

　うーん、予想はしてたけど、なにか企たくらんでいそうだなあ……。

「……楽しそうね」

「はっ!?」

　ピーン、と背筋が伸びてしまう。

「ま、真香先生……調子はいかがですか？」

「悪くはないわ。右手もちょっと微調整が利きにくいくらいで、パワーは充分よ」

　ゴゴゴゴゴと殺気をみなぎらせた真香先生が、軽く右手を振る。

　しまった、油断してた。縫とイチャイチャ──はしてないけど、二人きりでいるところを見つかるとは。

　真香先生は恋れん紅く先生と社会人組の二人で、みんなを生暖かく見守っていたはずなのに。

　あ、見守られてたから縫と二人になったのがバレたのか。

　真香先生は、ノースリーブニットに黒のタイトミニ。

　ほっそりとした二の腕や、白い太ももがまぶしい。

　あまりアウトドアに向いてる服装とも思えないけど──

「今日は先生が主役ですもんね。座っていればいいんですからね」

「なに、急に。でもそうよね、わたしは主役なのよね。その割に車は別々だったし、彩さい木ぎくんに放置プレイをくらってるけど……わたしはドＭじゃないのよ？」

「放置って。いえ、詩し夜やちゃんのお手伝いをしてたんですよ」

「あのＪＤはまったく……彩さい木ぎくんにちゃん付けしてもらうだけでは飽き足らず、隙あらば彩木くんにちょっかいかけてくるわよね」

「後者は真ま香か先生も同じ……というか、隙のつき方では先生のほうが悪質というか」

「Ｓｈｕｔ　ｕｐ！　今日はわたしの快気祝いが名目だからおとなしくしておくけど、もしＳＩＤシドの子たちのオイタが度を越せば……ふふふ」

「最後まで言ってください！　笑いでごまかされると怖いです！」

　真香先生は、ふふふと不気味に笑いながら、歩き去って行く。

「……あ、そうだ、彩木くん」

　と思ったら、戻ってきた。

「実はわたし……ＢＢＱは大学時代に散々やったけど、火をおこすどころか、お肉や野菜を焼く自信もないの。たぶん、あたふたして食材を炭化させると思うのよ」

「相変わらず、変なところでポンコツですね……大丈夫ですよ、詩し夜やちゃんや会長が全部やってくれますよ」

「正直、焼けたお肉や野菜をお皿に上う手まく取り分ける自信すらないのよね……」

「そ、そんなところまで？　だ、大丈夫ですよ、今日は真香先生は主役なんですから。僕が取り分けますから」

「よかった……やっぱり、わたしの人生には彩木くんが不可欠ね」

「人生レベルで……」

　呆あきれる僕ににっこり笑いかけてから、今度こそ真香先生は去って行った。

　真香先生は特になにも企たくらんでなくても手がかかるなあ。

　今日は、先生のお世話の延長戦か……。







　ＢＢＱは最高だった。

　僕は決してアウトドア派じゃないけど、晴れ渡った空の下で食べる焼きたてのお肉の味といったらもう。

　世のリア充たちが頻繁にＢＢＱで盛り上がってるのも、ちょっと理解できた。

　あれ、傍はた目めから見ると、僕もリア充なのかな……？

　周りは女の子ばかり、しかも全員見た目はめちゃくちゃ美人だしね。見た目は。

「さあ、というわけで──次に行ってみようか！」

「やっほーっ！　あたしの本番はここから！」

　後片付けが終わった途端、詩夜ちゃんと縫ぬいがいきなりはしゃぎ始めた。

　ＢＢＱの間もこの二人は特に騒がしかったけど。

「ん？　本番って……まだなにかあるの？」

　僕はてっきり、ＢＢＱでおしまいかと。

「ふふん、彩さいくん。ここからは、あたしプロデュース！　んじゃ、みんな行っくよー！」

　縫ぬいは偉そうに言って、女性陣を連れて近くに駐とめてある車のほうへと戻っていった。

　なんなんだろう……？

　同じく取り残されたかごめを撫なでたりして遊ぶことしばし──

「はーい、お待ち！　彩くん、見て見てーっ！」

「見てってなにを……うわっ!?」

　車のほうから歩いてきた縫は──水着姿だった。

　前にグラビア撮影で着ていたのと似たような、白いビキニだ。

　巨乳グラドルとして人気急上昇中の縫のおっぱいが、今にもこぼれてしまいそうだ。

　軽い足取りで歩き、そのたびにぷるんぷるんと派手に揺れている。

「ぬ、縫？　なんで水着なの？」

「ここの川、泳いでもいいんだよ。だったら当然、遊ばにゃ損だ！」

「えーっ……」

　さすが現役グラビアアイドル、縫はちょいエロなポーズを次々と取っている。

　中身がアホだと知っていても、クラッと来てしまう。

　なんてことだ……縫がアホだって知ってるのに。

　なるほど、〝破壊力〟ってこのことだったのか。

「彩くん、なーんか失礼なこと考えてるよね？　こんなエロボディを前にして、エロいこと以外、なにを考えることがあるだろうか！」

　ぎゃあぎゃあと地団駄を踏んで騒ぐ縫。

　そんなに動いたら、世の男子たちを惑わす巨乳がますます弾んじゃう──

「せ、せんせー。どうでしょうか、この水着……？」

「くーまで……」

　今度現れたのは、くー。

　パステルピンクのワンピースタイプ、フリフリのスカートもついた水着だった。

　妖精じみた可愛かわいさのあるくーにはよく似合う。

「うん、可愛い。去年もプールに連れて行ったけど、あのときとは別の水着なんだね」

「きょ、去年のは胸のところが合わなくなって……」

「あー……まあ、成長したのはいいことだよね」

　くーは小五にしてはちびっこいけど、一部だけはすくすく育ってる。

「ちょっと、彩くん！　あたしの水着を見せたときと反応が違わない!?　ロリコン、ロリコンなの!?」

「こらこら、僕が逮捕されそうなことをお外で叫ばないように」

「……縫ぬいおねーさん、撃破。現役グラドルさんに勝ちました……！」

　くーが右手を掲げて、勝利に酔っている。

「おっ、おのれぇ……！　今時はロリ物はダメなんだよ！　持ってるだけでも逮捕なんだよ！　それに比べて、彩さいくんはあたしを単純所持してもオッケーなんだよ！」

「ハイ、そこまで！」

　縫は、本当になにを言い出すのやら。あと、縫も単純所持しちゃダメだから。

「くー、縫お姉さんと遊んでおいで。縫が変なことしないように見といてね」

「わ、わかりました。がんばって、縫おねーさんのめんどーを見ておきますね」

「……おかしい、年上の威厳がないよ……」

　嫌そうな顔をした縫は、くーに手を引かれて川のほうへ。

　ふう、ある意味もっとも危険な縫が最初に終わってくれたか……。

「ううう……私は水着なんか着たくなかったのに……」

「ハイハイ、何度も言うけど、カレンちゃんはもっと人生を楽しまないと。いいスタイルしてるんだから、水着を着ないのはもはや罪！　とんだドスケベボディだよね！」

「ド、ドスケ──彩さい木ぎ慎まことも私をイジりますが、詩し夜や先輩はさらにひどいですね！」

「そりゃ、アタシはマコの師匠みたいなものだもん」

「…………」

　立て続けに現れるな……今度はカレン会長と詩夜ちゃんか。

　カレン会長は、涼しげなブルーのビキニ。こちらもかなりの巨乳さんなので、おっぱいが大変なことになってる。

　右胸のホクロが、妙に色っぽい。

　詩夜ちゃんは意外に可愛かわいらしい花柄のビキニ。腰にはパレオを巻いている。

　この幼なじみのお姉さんも、けっこう胸大きいんだよね……。

「ほらほら、マコがじーっと視し姦かんしてるよ。こんなにもカレンちゃんのおっぱいを！」

「ど、どんなにですか！　こら、彩木慎、あまりじろじろ見るんじゃない！」

「……カレン会長、シスター服も相当でしたが、水着だといかがわしさがハンパじゃないですね……」

「だから、いかがわしいと言うな！　まだエロいとか言われるほうがマシだ！」

　怒られてしまった。でも、どういうわけかカレン会長の色気ってもの凄すごいんだよね。

「……あっ、あの子、ついてきてない！　まったく、世話が焼ける子ばかり！」

　突然、詩夜ちゃんが身を翻ひるがえして去って行く。

　その隙にカレン会長は、お胸を揺らしながら川のほうへ走っていってしまう。

　会長、普段はあんなに自信たっぷりなのに、エロ方面となると途端に弱いんだよなあ。

「ぎゃー、しーちゃん放して！　美み春はるは車の中に一生住んでいたい！」

「ハル、観念しなさい。どっちみち、もうエアコン切るから。車内のほうが暑いよ」

「うう……」

　泣きそうになりながら連行されてくる美み春はる。

「もー、美春の取扱説明書には〝外気に長時間晒さらさないでください〟って書いてるのに」

　ナメたことをほざいている妹は、上は青と白のストライプ、下はデニムのホットパンツになっている。

　水着で見ても、やっぱり美春は胸ぺったんこだな……。

「まあ、美春の胸は生で見慣れてるからなあ。今さら水着姿なんか見てもなー」

「お兄ちゃん、その反応は予想できたけど納得はできない」

　じとーっと美春に睨にらまれてしまう。

「あんたら、相変わらず仲が良いのか悪いのか、さっぱりわからん兄妹きようだいだね」

　詩し夜やちゃんは幼い頃からの付き合いなので、僕ら兄妹が一緒にお風呂に入ってることだって知ってる。

　というか、詩夜ちゃんも交えて三人で入浴したことも何度もあったなあ。

　昔の話だよ、昔の話。

「さて、これで全員かな。あ、マコ、これあんたの水着ね。ちゃんと用意しておいたお姉さまに感謝しなさい」

　詩夜ちゃんが差し出してきた袋を開けると、確かに見覚えのある水着が入っていた。

「僕の部屋にしまってあったはずなのに、なんで詩夜ちゃんが……」

「協力者に手引きしてもらって入手したんよ。ついでに、いろいろ漁あさったけどえっちな本もＤＶＤも出てこなかったね。全部、データ化されてるのか。つまらん！」

「あの、詩夜ちゃん？　ツッコミ入れる前に次々と新事実を投入しないでくれない？」

　水着を勝手に持ち出しただけじゃなくて、人の部屋でなにしてくれてんの。

　あと、そこで性しよう懲こりもなく逃げようとして詩夜ちゃんに首根っこ掴つかまれてる妹──いや、協力者。おまえもなにしてんの。

「ん？　詩夜ちゃん、真ま香か先生──と恋れん紅く先生と天てん華かさんは？」

「それが、マカ様とあのちっこくて可愛かわいい子、一緒にどこか行っちゃって！　あーん、アタシもマカ様の水着、めっちゃ楽しみにしてたのに！　マカ様の水着を撮るためだけにスマホをトリプルカメラ搭載の最新型に買い換えたのに！」

「……詩夜ちゃん、バイト代はもっと有意義なことに使おうね」

　詩夜ちゃんは、地味めだったＪＫ時代から一変して、いかにも今風のＪＤになったけど、髪色なんかは憧れの真香先生をマネてるらしい。

「あ、恋紅先生は絶対に水着ＮＧだって。どうしてもというなら事務所通してって」

「恋紅先生は、どこのタレントさんなの？」

　わかりきってたけど、面倒くさい人ばかりだ……。

　詩し夜やちゃんによると、恋れん紅く先生は管理棟にあるカフェでくつろいでるとか。マイペースだなー。

「マカ様の水着姿なんて尊すぎて目がおかしくなるかもしれないし、あきらめるか」

「そうして……」

　詩夜ちゃんには帰りも運転してもらわなきゃいけないんだし。目は大事。

　もし詩夜ちゃんが運転できない場合、悪夢のドライビングテクを持つあの人がハンドルを握ることになるしね。ガクブル……。

「マコはさっさと着替えてきてね。んじゃ、行くよハル！」

「えー……美み春はるの取扱説明書には〝水ぬれ禁止〟って書いてあるのに」

　取り扱いの難しい生き物だね、彩さい木ぎ家長女は。

　今日の美春は特に面倒くさいな。お家うち大好きな妹は、アウトドアがお嫌い。

　とりあえず、僕もその辺の物陰で水着に着替えを済ませて、みんなのところへ。

「おーい、マコ！　遅ーいっ！」

「お、彩さいくん。なまっちろいねー。男の子ならもっと日焼けしなくちゃ！」

「い、いや、そういう色白なところもいいんじゃないか？　ああ、いけない……神に仕える身なのに異性の裸でドキドキしては……」

「せんせー、早く早く！　うわっ、にゃんっ！」

「はいはい、くーちゃん、あざとくコケない。お兄ちゃんも幼女の水着に見とれない」

「…………」

　なんだろう、このギャルゲーのイベントシーンみたいな〝水着美少女大集合！〟は。

　ＳＩＤシドのメンバーたちはみんな、川できゃっきゃとはしゃいでる。

　水深はかなり浅いらしく、転んだくーも全然大丈夫そうだ。

「彩くん、彩くん、水冷たくて気持ちいいよ！　彩くんもあたしたちと一緒に気持ちよくなって！」

「おいこら、天あま無なし縫ぬい！　誤解を招く言い回しは──きゃんっ！」

　縫に水をかけられて、会長が意外に可愛かわいい悲鳴を上げる。

「あはははは、勉強ではちょっぴり負けても、アウトドアはあたしの独壇場だぜ！」

「ちょっぴり……？　ほほう、この私とやり合おうとはいい度胸だな……」

　ゆらり、と濡ぬれた黒髪を揺らして会長が縫にじりじりと迫る。

「なんでもいいけど、美春は巻き込まれたくないなあ……あー、くーちゃん守って」

「きゃっ、美春おねーちゃん。重たいですよー」

　美春は、くーに後ろから抱きついてもたれかかってる。

　みんな楽しそうでけっこうなことだね。

「んじゃ、マコも来たし、アタシはちょっと向こう行ってるね。マコ、カレンちゃんかまなっしーならいいけど、ちっちゃい子たちに手は出さないように！」

「ちっちゃくない子にも手は出さないよ！」

「あっはっはー、アタシは大人おとなの余裕でマコの浮気も許しちゃうよ！」

「浮気って……」

　詩し夜やちゃんは手を振って、どこかへ行ってしまった。ウロウロと落ち着かない人だな。

「では、彩さい木ぎ慎まこと。ＳＩＤシドのオリジナルメンバーが残ったところで」

「そうだね、最近、彩さいくんのあたしたちの扱いがぞんざいな気がするし」

「せ、せんせー……もうちょっと私にもかまってくれないと……すねちゃいますよ？」

「……………………」

　濡ぬれ濡れのカレン会長、縫ぬい、くーが迫ってくる。

　美み春はるだけは、面倒くさそうな顔でその辺の岩に腰掛けてる。

　むむ、美春はともかく、あとの三人から逃げるのは難しそう……。




「待たせたわね、彩木くん」




　そこに──まるでキラキラする背景が見えそうなほど華やかな美人が現れた。

　真ま香か先生が、茶色い髪をふぁさっと後ろに払いながら、モデルのように背筋を伸ばし軽やかに歩いてくる。

「この子がどうしても水着を嫌がるものだから。連れてくるのに苦労したわ」

「……無念、苦労が徒労に終わればよかった」

　真香先生の後ろをついてくるのは天てん華かさんだ。

　どうやら、真香先生たちは追いかけっこでもしていたらしい。

　真香先生は、派手な赤のビキニ。自慢のＥカップのおっぱいがこれでもかと強調されていて、いつもより大きく見えてしまう。

　胸のエロさはもちろん、腰のくびれから太ももへのラインが素晴らしい。

　陽ひが照りつける下であらためて見ると、やっぱり真香先生は凄すごいスタイルをしてる。

　天華さんは──なぜかスクール水着だ。高校二年生にしては小柄で、それでいて胸だけが姉の真香先生にも劣らない特大サイズなので、なんというか……背徳的な感じが。

「うわー、天てんちゃん、スク水とは最強にあざとい！　さすがのあたしも、グラビアですら着たことないよ！」

「し、仕方ない、他に水着持ってない。おね──藤ふじ城き先生に持ってくるようにって言われたから……で、でも逃げたい！」

「だから逃げちゃダメよ。貴き宗そうさん、あなたはもうちょっと周りとコミュニケーションを取らないと」

「うう……」

　真ま香か先生は、天てん華かさんの手首を掴つかんで、川のほうへ引っ張っていく。

　うわ……真香先生はもちろん、天華さんも歩くとおっぱいが余計に凄すごいことに。

　天華さんは恥ずかしそうに身体からだを隠そうとしてるけど、その動きでさらにぷるん、ぷるんと揺れちゃってる。

　美人姉妹二人が揃そろって胸を揺らしてる絵ヅラって、ちょっと刺激的すぎます。

「さ、彩さい木ぎ……じっと見ない、あまり。記録したい、その目つき……」

　天華さん、普段は超然としてるのに、珍しくあたふたしてるなあ。

　たまにポンコツになるのは、藤ふじ城き家の血筋なんだろうか。

「それじゃ、彩木くん……遊びましょ♡」

「あ、遊ばない……私は！」

　美人姉妹二人が、前まえ屈かがみになって胸の谷間を見せつけてくる。

　天華さんのほうは、真香先生に強引に同じポーズを取らされているだけなんだけど。

「ぐぬぬ……真香ティー、さすが大人おとなの色気……あたしもあそこまでのエロさを出すには一年くらいかかりそう」

「というか、藤城先生はどんどん大胆になってきているな……主しゆはこの人を許すのか」
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「せんせーと……お、お付き合いしてるからって、私は負けないです……！」

「お兄ちゃんも大変だね。美み春はるのお世話だけしていればいいのに」

　美人姉妹の後ろには、ＳＩＤシドメンバーも控えてる。

　ラスボスが目の前に、中ボスがその後ろにいるっていう構図は珍しいかも。

　どっちみち、彩さい木ぎくんが倒せる敵は一人もいないだろうけどね……。

　ああ、もっと普通に川遊びを楽しみたかったなあ。







　──とか言いつつ、川遊びはけっこう楽しんじゃったりして。

　川の水は冷たくて気持ちよかったし、みんなで子供に返ったように遊んでしまった。

　くーは実際に子供だけど。縫ぬいは身体からだは大人おとなでも、頭脳は子供だけど。

「ＳＩＤが相手だと構えちゃうけど、僕が気にしすぎなのかもなあ」

　ちょっと遊び疲れたので、みんなと離れて一人で散歩中。

　まだ、真ま香か先生と天てん華かさん、ＳＩＤメンバーは元気にはしゃいでる。

　もっとも、インドア派の美春と天華さんの二人はすぐに疲れ果て、物言わぬ屍しかばねと化して、タープに転がってるけど。

　その二人はともかく、みんなと遊ぶのはちょっと楽しすぎたくらいだ。

　視覚的に刺激がありすぎたけど、それも慣れればまあなんとか。

　それに、ＳＩＤメンバーだって遊ぶのに夢中で、僕に迫ってきたりしない。

　真香先生だって、まだＳＩＤの中では真の正体を知られているのはカレン会長だけだから、〝教育〟のときよりずっとおとなしい。

　真香先生は保護者として僕らを見守りながら、自分も楽しんでいるようだった。

　しばらく家に引きこもる生活だったからなあ。ストレス発散できたんじゃないだろうか。

　真香先生はストレス発散しつつ、しっかりとＳＩＤメンバーを牽けん制せいしてたけどね。

　さすがだ……僕がなにも気にせずに遊べたのは、真香先生がある意味では壁になってくれていたから。

　あの人は時々ポンコツになるのに、基本的には抜け目ないんだよなあ……。

　もっとも、僕は〝まかせんせいからはにげられない！〟状態なんだよね。

　ＳＩＤの五人が束たばになってかかってくるのと、真香先生一人を相手にするのと、どちらがしんどいかといえば──まあ、真香先生かな。

　その真香先生が、人前では高たか嶺ねの花はな、キリリとした教師として振る舞っているうちは僕に被害は及ばない。

「おいおーい、なにをぶつぶつ言ってるのー、さいっぎー」

「あ、恋れん紅く先生……しまった、口に出しちゃってたか」

　僕の独り言はともかく、恋れん紅く先生が川辺に椅子を置いてのんびりくつろいでる。

　この暑いのにきっちり長袖を着ているのは、日焼けに気を遣ってるのかな。

「恋紅先生、管理棟のカフェにいたんじゃないんですか？」

「人が増えて騒がしくなったから、逃げてきたー。私は静寂を愛する大人おとなの女だからー」

「静寂のほうの意見も聞きたいところですね」

「はっははー、相変わらず生意気生意気ー。ところで、私のことはひより先生でいいよ。ていうか、ほとんどの子がそう呼んでるのにー」

「僕がそんな呼び方してたらおかしいでしょう」

　教師に反抗的なことで有名な彩さい木ぎくんなんだから。

「まかまかは、〝真ま香か先生〟なのにー？　私のことだって〝ひよ〟って呼んでー」

「愛称呼び捨てとか、一気にステップアップしすぎでしょ……」

　でも、確かに僕が〝真香先生〟って呼んでても誰も気にしてないっぽいし。

「じゃあ、ひより先生……」

「おっけおっけー。私は友達感覚で付き合える安い先生で売ってるから、むしろ堅苦しい呼び方をされると迷惑だったんだよねー」

「安いって……いえ、いいんですけど。あ、静寂を愛するならお邪魔ですかね」

「かまわないよー。今日は、みんなの面倒を見る役割だからー。主役のまかまかは、川遊び楽しんでるかなー？」

「ええ、楽しそうでしたよ。しばらく外にも出られなくてストレスたまってたでしょうし、いい気分転換でしょう」

「ふーん、まかまかが外にも出られなかったなんて、よく知ってるね」

「て、天てん華かさんに聞いたんですよ。ほら、頼まれて真香先生の私物を預かったりしたから、そのあとのことも気になるじゃないですか」

「ふーん、ほうほうー。貴き宗そうちゃんからねー？」

　あ、全然信用してない目だ。僕もよく同じ目になるからわかる。

「まかまかが美人だからって、ストーキングとかしてないだろうねー？　自宅とか下着の色とか嗅かぎ回っちゃダメだよー？」

「僕はそんな粘着質じゃないですよ……」

　自宅の場所どころか、たまに下着の色も知ってたりするけど。

　どっちかというと、つきまとってるのは僕じゃなくて真香先生のほう……。

「まー、さいっぎーはクソ生意気なだけで別に悪い子じゃないもんねー」

「クソ生意気って……」

　それを悪い子というのでは？

「まかまかもそういうトコが気に入ってるのかなー？　さいっぎーの更生なんて誰もやりたがらない仕事なのに、なんかイキイキしてるように見えるんだよねー」

「……真ま香か先生は、仕事中毒なんじゃないですか？　面倒くさい仕事のほうがやりがいがあるとかでは。僕が言うのもなんですけど」

「そのとおりかもねー。まかまかはなんでも挑戦しちゃうっていうか、昔からやりすぎる子だったもん」

「……昔から？」

「あ、そういえば。あの子、けーみちゃん。さっき、ふらふら～っと上流のほうへ歩いてったよー。暑いし、水分とらせなきゃダメダメー。倒れられると私の責任になって、お給料減って涙目になっちゃうー」

「……詩し夜やちゃんは大人おとなだから、ひより先生の責任にはならないでしょう」

「いいから、ほら。これ、まだ開けてないからー」

　ひより先生は、ミネラルウォーターのペットボトルを差し出してくる。

　あからさまに話を逸そらされてる……というか、どうもおかしいな……？

「ありがたく持っていきますけど……ひより先生、どうして急に真香先生の話を？」

「わー、さすが疑うたぐり深ぶかさで有名なさいっぎー。ちょっとしたお話にも理由がほしいかー」

　ひより先生は、ぽんとペットボトルを僕に渡すと。

「ま、今日はお休みでバカンスでいいお天気だから、口が軽くなっちゃったのかもねー。大人だから普段はいらんこと言わないんだけど、たまにはねー」

「……そうですか」

　あまり説明にはなってないけど……ま、これ以上ひより先生を問い詰めるネタもない。

　幼なじみを日ひ干ぼしにしないためにも、行ってこようか。







　川に沿って、少し歩くと──

「あ、いたいた。詩夜ちゃーん！」

　川岸の大きな岩に腰掛けた詩夜ちゃんがいた。

「こら、マコ。もうちょっと静かに。お魚が逃げちゃうでしょ」

「わ、ごめん。ていうか詩夜ちゃん、釣りしてたんだ」

　一人でどこへ行ったかと思ってたけど、意外な展開だね。

　詩夜ちゃんは水着姿のまま、釣り糸を垂らして川かわ面もをじーっと見つめてる。

「これ、お水。ひより先生からの差し入れだよ」

「ああ、ありがと、ちょうど喉が渇いてたトコ」

　詩夜ちゃんはペットボトルを受け取ると、すぐにごくごくと半分近く飲み干した。

「ぷぁーっ、お水が五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染み渡るーっ。飲み物忘れてたから、助かったよ」

「そりゃよかった。で、釣れてるの？」

「一応、ここらは釣りもオッケーなんだけど、すぐそこではしゃいでる人たちもいるからなあ。魚が寄ってこないか。川魚ってデリケートなんだよ」

「ふーん……」

　お言葉から察するに、釣れてないボウズらしい。

　詩し夜やちゃん、ガサツだからなー。そもそも釣りなんてできるとは思えない……。

「あ、思い出した！　中等部の頃、詩夜ちゃんトコのおじさんに釣りに連れて行ってもらったことあったよね！　美み春はるも一緒だったっけ！」

「今まで忘れてたん？　そうそう、ウチの父上、釣りが趣味だから娘にも教えようとしてさ。別にアタシ、興味なかったのに。でも、アタシだけ興味もないことで時間取られるのイラッとするじゃん？　だからマコとハルを巻き添えにしたんだよね」

「そんな理由だったんだ!?」

　数年の時を経て、今明らかになる真実！

　そうだった、詩夜ちゃんは僕をペットかオモチャくらいにしか思ってないんだった。

「何回か行ったよね。割と面白かったけど、いつの間にか行かなくなったんだっけ」

「アタシが興味なしオーラ全開だったから、父上も連れて行くのをあきらめたんだよ」

「……その割に、なんで今釣りなんてしてるの？」

「みんなと一緒じゃ、マコに言いたいことも言えなさそうじゃん？」

　詩夜ちゃんは、ピッと釣つり竿ざおを上げた。意外にサマになってる。

「……もしかして魚じゃなくて、僕を釣り上げようと待ってたとか？」

「さすが幼なじみ、アタシをよくわかってるじゃん」

　詩夜ちゃんは、にやりと笑うと、僕の肩をぽんと叩たたいた。

「ねえ、マコ。アタシがＳＩＤシドに参加した意味はわかってるよね？」

「……うっ、けっこうストレートに来たね」

　真ま香か先生の事故とその後の介護があったので、なんかうやむやになってたな……。

　詩夜ちゃんは、ＳＩＤのＬＩＮＥグループに参加して僕の昔の写真を投稿してた。

「あ、そうか。真香先生だってＳＩＤじゃないのにＬＩＮＥグループには参加してるんだもんね。詩夜ちゃんもなにか理由があって、ＳＩＤに──」

「アタシはＳＩＤの正式メンバーだよ。きちんとカレンちゃんにお願いして、入れてもらったんだから」

「うっ……ど、どういう経緯でＳＩＤの存在を聞きつけたの？」

「アタシは、カレンちゃんのことならもうなんでも知ってるから。当然、あの子がつくった怪しげな組織のことも知ってるに決まってるじゃん」

「……くっ、相変わらずのガバガバ情報網……！」

　ＳＩＤシド周辺の情報って、けっこう当たり前に漏れてるよね……！

「で、でも待って、詩し夜やちゃん！　僕と詩夜ちゃんは幼なじみで……今は、家庭教師と生徒って関係でしょ！」

「家庭教師ってエロ物のテッパンネタじゃない？」

「なんの話!?」

　僕はまだ十八歳になってないので、エロ物とかよくわかりません！　ええ、本当に！

「それはともかくね、マジだから。アタシも冗談でＳＩＤに加入したわけじゃないから。ていうか、カレンちゃんはマジなんだから、冷やかしはお断りでしょ」

「…………」

　ＳＩＤメンバーが僕のことを本気で好きだっていうのは──うん、理解してる。

　縫ぬいやくー、カレン会長の気持ちを知っているから、ＳＩＤがどんなに怪しげな組織であっても、彼女たちの目的は否定できない。

　否定するのは、彼女たちに失礼すぎる。

「そうそう、ＳＩＤのみんなはもうヤっちゃったんだよね？」

「ヤってないよ!?」

「おいおい～、なんのことだと思ったの？　そうじゃなくてさ」

　詩夜ちゃんは意味ありげに笑いながら竿さおを置いて、僕の後ろに回ってぎゅっと抱きしめてきた。

　暑いのに、こんなに密着して……というか、僕は一緒にお風呂に入ったこともあるお姉さん相手になんでドキドキしてんの？

「告白だよ、こ・く・は・く……ふっ♡」

「わあっ！」

　詩夜ちゃんが後ろから僕の耳に顔を寄せてきて、ふっと息を吹きかけてきた。

　ぞくぞくっと、背筋に電流みたいなのが走る。

「アタシも言っとくね。マコ、詩夜お姉さんはマコのこと……好きだから」

「…………っ！」

　ＳＩＤに加わるっていうのはそういうこと──

　わかってはいたけど、僕をからかって喜ぶのが生き甲が斐いみたいなこの人のことだから、冗談という可能性も充分に──いや、そっちのほうが高いくらいだと思ってた。

「じょ──」

「冗談じゃないよ。アタシはマコをからかうけど、騙だましたりはしない。もちろん、カレンちゃんたちもね。アタシの妹みたいなハルも、くーすけみたいな真面目まじめな幼女もいるんだし、遊びでＳＩＤには入れないよ」

「くーすけって……」

「突っ込むの、そこ？　まなっしーが、マコのツッコミ技術はここ数すうヶか月げつで急成長したって言ってたけど、まだまだだね」

「縫ぬいとなんの話をしてんの……」

「それより……このアタシが告ってるんだよ？　お返事は？」

「そ、それは……」

　僕は、縫とくー、それにカレン会長には完全にとは言えないまでも返事はしてる。

　ほとんど、〝保留〟に近い形だけど……。

「はっはー、わかってる、わかってる。すぐには答えらんないよね。んー、はむはむ」

「わっ……！　しっ、詩し夜やちゃん……！」

　詩夜ちゃんは、今度は耳を甘あま噛がみしてきた。

　ああ、詩夜ちゃんのチャームポイント（自称）の八重歯が当たってる……！

「マコは可愛かわいいなあ。見た目はここ数年、あんま変わんないし」

「ほっといて。が、外見が……か、可愛いから……好きとか……い、言ってるの？」

「さー、どうかな？　マカ様はひょっとして、可愛いトコが気に入ってるのかな？」

「うっ……そ、それも知ってるの」

　僕がＳＩＤシドから告白四連発を受けた直後、予想された彼女たちからのさらなる波状攻撃を避けるために、真ま香か先生と一緒についた嘘うそ。
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　僕は真ま香か先生とお付き合いしてる（清い関係）。

　ＳＩＤシドに加わった詩し夜やちゃんにも伝わってるのは当然か……。

「まー、マコがマカ様とただの先生と生徒じゃないのはさすがにわかってるけどさー。そうじゃなきゃ、介護なんかしないよね」

「なんか含みのある言い方だね……」

「マコとマカ様が含みのある関係なんじゃないの？　ま、あんなに人を騙だますのも騙されるのも嫌いだったマコが嘘うそをつくようになったなら、お姉さんとしてはちょっと嬉うれしいくらいだけど。少年、成長したね」

「……僕は詩夜ちゃんの告白、いまいち信用できないんだけど」

　彩さい木ぎくん、反撃開始。

　真香先生の教育を受けてきたのは伊だ達てじゃないぞ。

　年上のお姉さんが相手でも、やられっぱなしでは終わらない。

「そう？　マコ、アタシの告白、嘘だと思う？　それとも──」

「ハイハイ、しーちゃん。あんましウチのお兄ちゃんイジめちゃダメだよ」

「んん!?」

「あれ、ハル？」

　ふと、近くの岩陰から見慣れた妹の顔がひょこっと覗のぞいていた。

　美み春はるは水着の上にいつものパーカーを羽織り、スマホの画面を見つめている。

「……美春、歩きスマホはよくないよ」

「今、そんなとこにツッコミ？　みんな、お兄ちゃんを捜してるよ。特に、藤ふじ城き先生がかなりマジで」

「かなりマジで」

　高たか嶺ねの花はなの外そと面づらはきちんと維持してるんだろうか。

　ＳＩＤメンバー以外にも利用客がいるんだから、気をつけてほしい。

　真香先生、事故動画のせいで世間に顔が知られちゃってるわけだしね。

「ていうか、ハルもよくアタシらを見つけられたね」

「ああ、美春、お兄ちゃんのスマホに監視アプリ仕込んでるから」

「遂ついに認めたね！　それもあっさりと！」

　あああああ、長かった！

　ずっと抱えてた疑惑が、やっと真実に変わったよ。

「正確には〝ＯＰＳ〟だね」

「お、ＯＰＳってなに？」

　僕はスマホを取り出して、監視アプリとやらを探しながら質問する。

「Ｏ（お兄ちゃん）Ｐ（ポジショニング）Ｓ（システム）。略してＯＰＳ」

「雑な名称だね！」

「あー、探しても見つからないと思うよ。アイコンは隠してあるし、アプリ一覧からも見つからないように設定してあるから」

「さらっととんでもないこと言うね……」

　僕、あまりスマホをいじるほうでもないから、適当に隠されても見つけられなかっただろうけど……。

「安心して、美み春はるが開発したＯＰＳはＧＰＳ情報のキャッチとカメラの操作くらいしかできないから。安心安全なアプリです」

「全然安心できないなあ……というか、カメラ操作までできたんかい」

　位置情報は盗まれてると思ってたけど、美春のスマホで僕のスマホのカメラを遠隔操作までできるの？

　動画を撮られたら、音声とかも筒抜けになっちゃうね……。

「……ん？　もしかして美春。家ではずっとスマホいじってるけど、まさか……」

「ソシャゲももちろんやってるけど、ＯＰＳを確認してることも多いかなー。お兄ちゃんの移動情報とか、時々起動させてるカメラの映像を転送して観みたりとか」

「僕のプライバシーは!?」

「冗談だよ、カメラ操作機能は念のために仕込んでるだけで、映像は観てないよ」

「位置情報は全然否定してないね……」

　親が小さい子供の位置情報を調べるのは、普通にあり得るけど。

　妹が兄のＧＰＳをハックするのは、やりすぎじゃない？

「へぇ、ハルってそんなにメカ関係強かったっけ？」

「お家うちに籠もってスマホばっかりいじってたら、これくらいのスキルは身につくよ」

「そ、そうかなぁ……？」

　前々から僕が思ってたとおり、美春の知能ってかなり高いんじゃないか？

　ＯＰＳとかオリジナルのアプリをつくっちゃうなんて……。

「ところで、慎まことくん、詩し夜やくん。話はすべて聞かせてもらったよ」

「なんで突然ダンディおじさん風」

「お兄ちゃん、しーちゃんを疑うのはよくないよ。確かにしーちゃんはお兄ちゃんをオモチャ同然に扱って、たとえ自分にデメリットがあってもお兄ちゃんをからかうような人で、昔は悪の限りを尽くしてたけど」

「あの、ハル。なんでアタシ、突然ディスられてんの？」

「でもさー」

　美春は、すたすたと歩いてきて、僕と詩夜ちゃんの間で止まる。

「昔っから、しーちゃんって、お兄ちゃんにかまいすぎてたよね。ちっちゃい頃、お兄ちゃんがくーちゃんのお母さんに騙だまくらかされて、先生不信になったときは、コーコ先生に文句つけにいってたよね？」

「ハ、ハル、なんで知ってんの？」

「…………」

　えー、なにそれ。僕もその話、初耳なんだけど。

「それだけじゃないよ。お兄ちゃんが中等部のとき、他校の生徒さんと教師のトラブルに巻き込まれたときも、ソッコーでその中学に乗り込んでたしね」

「だから、なんでハルが知ってんの!?」

　詩し夜やちゃんも、かなり驚いてるみたいだ。

　今の話は、僕も知ってる。カレン会長と僕の、中学生時代の話だ。

　でも、美み春はるに話した覚えはないのに……。

「しーちゃん、幼稚園で大暴れしたし、ヨソの中学に乗り込んだんで学校でも注意されたんでしょ？　もちろん、しーちゃんトコのおばさんは知ってるし、つまりそれは美春も知ってるってことだよ」

「ウチの親とハルが癒着してたの……？」

　詩夜ちゃん、呆あつ気けにとられてる。

　美春も、もちろん詩夜ちゃんの両親とは顔見知りだ。

　彩さい木ぎ家と京けい御み家はずっと同じマンションで暮らしてて、家族ぐるみの付き合いだから。

「美春、なんでそんな積極的に情報収集してんの……」

「情報を制する者が世界を制するんだよ」

「世界を制してどうするの！」

　いや、世界はともかく、このナマケモノみたいな妹は──意外と勤勉なのかもしれない。

　ただ、能力の無駄遣い感がハンパないよ……。

「それに、しーちゃんって──」

「ちょっ、ハル！　まだあんの!?」

「お兄ちゃん、疑うたぐり深ぶかいんだからちゃんと言っておかないと延々疑われるよ。コーコ先生とか、十年くらい粘着されてたんだよ？」

「粘着って……」

　この妹、むしろ僕が嫌いなんじゃない？

「しーちゃんが大学入って一年くらいお兄ちゃんとろくに話してなかったのって──自分が守ってたらお兄ちゃんが成長できないから、あえて距離を置いたんでしょ？」

「アタシ、それはママには話してないっ！」

　詩夜ちゃんは真っ赤になって、美春の肩を掴つかみ、がくがくと揺さぶってる。

　揺さぶられてる美春のほうは、普段と変わらない無表情だ。

「うん、今のは美み春はるの推測。でも、そのリアクションを見たトコ、当たりでしょ？」

「うっ……ううっ……！」

　おお、あの詩し夜やちゃんがやり込められてる。

　この前のカレン会長の事件のときもオロオロしてたけど、意外と打たれ弱いね。

「ま、しーちゃんが美春たちのことをよく知ってるように、美春もしーちゃんのこと、よくわかってるから。それくらい、予想つくよ。予想できないのは──疑うたぐり深ぶかいくせに、変なところで女心がわからないお兄ちゃんくらいだね」

　じとーっと美春から粘り着くような視線を向けられる。

　ええ、僕の疑り深さは、女心を解き明かすには向かないみたいだね……。

「ア、アタシ……もっと上流で釣ってくる！　今夜は鮎あゆの塩焼きだよ！」

　突然、詩夜ちゃんは放ってあった竿さおをひっつかむと、ダダダダッと走り去ってしまった。

「……えーと、この川、鮎なんているのかなあ？」

「いたって、しーちゃんには釣れないよ。釣りはクールにやらなきゃね」

　うん、今の詩夜ちゃんはクールからはほど遠い状態だろうなあ……。

「ふーん、それにしてもしーちゃんも口ほどにもない……」

「……ん？　もしかして美春、機嫌悪い？」

「…………」

　美春は返事をせずに、ぷいっと横を向いて、またスマホをいじり始めた。

　面倒くさがりのこの妹が、あんなにしゃべりまくって詩夜ちゃんを追い詰めるなんて、ちょっと違和感がある。

　どうしたのかな、詩夜ちゃんに怒ってるってわけでもないよね……。

「……しーちゃんを追っかけようか。あんなあたふたしてて川にでも落ちたら困るしね」

「ああ、そうだね」

　美春の不機嫌の理由は気になるけど、答えそうにないし。

　なんにしても、僕たち兄妹きようだいにとって詩夜ちゃんは実のお姉さんみたいなもの。

　どんなややこしい話をしたあとでも、お姉さんのことは心配だ。

「ふー、暑いのに面倒くさいなあ」

　美春はそんなことを言いつつ、僕の手を握って歩き始めた。

　なんか子供の頃に戻ったみたいだけど……たまには妹と手を繋つなぐのも悪くないな。
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　そこは、温泉旅館だった。

　かつて戦国最強と謳うたわれ、勇猛果敢な騎馬軍団を率いた武将がその肉体を癒やしていた隠し湯──ではないけど、そこそこ有名な温泉だとか。

　温泉は、秋から冬がメインのシーズンだろうけど、夏だって需要は多い。

　特に今は夏休みなんだから、温泉旅館に飛び込みで宿を取るのはけっこう難しい。

「う、うーん……」

　僕は、旅館の室内を見渡して唸うなってしまう。

　難しいはずなのに、運良く一部屋取れてしまった。ちょっと前にも飛び込みで旅館に泊まれたけど、これって運がいいのか悪いのか。

　和室の六人部屋。

　僕らは、総勢九人＋猫というなかなかの大所帯だ。

　これだけの人数が泊まれる部屋が空いてなかったんだし、猫も一緒に泊まらせてくれてるんだから文句なんてない。

　そもそも、川遊びに夢中になりすぎて帰宅の予定時間を大幅にオーバーしてしまった僕らが悪い。

　運転手の二人も疲れてたし、今日は長距離ドライブはやめておこうということで一泊することになった。

　みんなであちこちの旅館に電話しまくって、宿を一つ取れたのはラッキーだ。

　とある山の中にぽつんと建っている、隠れ家のような温泉旅館。

　料金はなかなかだったけど、そこは大人おとな二人が気前よく払うと言ってくれた。

　ただ──

　真ま香か先生、ＳＩＤシドメンバー、天てん華かさん、ひより先生の女性陣が荷物を整理したり、紫外線を浴びた肌のお手入れをしたりしてる。

　みんな、身体からだをくっつけるようにして畳の上に座ってる。

　この物理的な収容能力の不足は、いかんともしがたいなあ……。

「あのー、僕は車で寝ますよ。ランクルなら広いですし」

「ダメに決まってるでしょう？　もし車で寝るなら、わたしだわ」

「それこそダメですよ！　真香先生はケガが治ったばかりだし、女性ですし！」

「どのみち、教師が二人もいるんだから、生徒を外で寝させるわけにはいかないわよ。教師は生徒ファーストじゃないと」

「うんうん、まかまかの言うとおりー。ま、詰め込めば九人とにゃんこくらい寝られるよ。さいっぎーは男子だけど、この場合、女子との相部屋もやむなしだねー」

　教師陣は、一歩も譲る気はなさそうだ。

　生徒と教師、大人おとなと子供、男子と女子、どこを重視するか難しい問題だろうけど、少なくとも二人の先生は男女についてはこの際気にしないみたいだ。

「うう……仮にも神に仕える身の私が男子と同どう衾きんして許されるのだろうか……」

　なんとか、カレン会長が身もだえてくれるだけか。というか、同衾って。

「うっしゃー、じゃあ温泉浸つかりに行こうぜ！　彩さいくん、一緒に入る？」

「入りません。縫ぬい、温泉で泳いじゃダメだからね。あと、タオルをお湯に浸けるのはマナー違反だよ。髪を洗うときはちゃんと目を閉じないと、シャンプーが目に入って痛い痛いになるからね？」

「彩くんは、あたしを愚ぐ弄ろうしてる！」

「おーっ、天あま無なしさんが〝愚弄〟なんて日本語を！　うう、国語教師としてこんなに嬉うれしいことはないよー」

「ひよティーまで一緒になって！　あたし、よく馬鹿にされるから馬鹿にされる系の単語は覚えてるんだよ！」

「自慢にならないね……前に『縫は実は頭いい』みたいなこと言ったけど、あれ撤回しようかなあ」

「やだーっ！　馬鹿じゃないって言ってくれたあの言葉が生きる希望なんだよ！　ああん、もう温泉入るっ！　目を開けてシャンプーしてやるーっ！」

　縫は、がばっとカバンの中身を取り出して部屋から飛び出してしまった。

「あ、縫、スマホ落ちてるよ……って、もう行っちゃったか。ま、温泉入るのにスマホはいらないか」

　カバンの中身を取り出したはずみで、中に入ってたスマホを落っことしたらしい。

　あれ、電源が入っちゃってるな。

「ん、これって……？」

　ロック画面になってるけど、この壁紙って……。

　縫が僕に告ってきたときに撮影した、ツーショット写真だ。

　この写真をスマホの壁紙に使ってたとは……縫にとっては大事な写真なんだろうか。

「…………」

　あの告白からだいぶ時間が経たったけど、僕は決定的な返事をまだしていない。

　未いまだにごまかして逃げている──

「彩さい木ぎ慎まこと、どうした？　スマホは置いていってもいいだろう」

「あ、ああ、そうですね」

　もうロック画面は消えていて、スマホの液晶画面は真っ黒になっている。

　気になるところだけど──今日はみんなも一緒なんだから、先送りにしておこう……。

「あの、誰でもいいから縫ぬいを見ていてくれませんかね。あまり騒ぐと追い出されるかもしれませんし」

「……仕方ない奴やつだな。ほら、彩さい木ぎ美み春はるも神しん樹じゆ無む垢くも来い。年下の子の面倒を見るのは慣れてる」

「うう……お風呂きらい……でも、今日は川遊びしたから仕方ありません……」

　くーは、猫みたいに風呂嫌いなんだよね。

　それでも今日はたっぷり汗もかいただろうし、入浴してもらわないと困る。

「……って、あれ？　美春、寝ちゃってるね」

　さっきまで自分のカバンにもたれてゴロゴロしてた妹が、完全に寝息を立ててる。

「この子、体力ないからなあ。僕も人のこと言えないけど。しょうがない、ちょっと寝かせといてもいいですか？　あとで起こして入らせますから」

「ああ、温泉は二十四時間入れるらしいからな。貴き宗そう天てん華かはどうする？」

「もうちょっと休みたい、私も。温泉は逃げない、明日でも」

「そうか。じゃあ、神樹無垢、行くぞ」

　会長は、それでも嫌そうなくーをずるずる引きずるようにして部屋から出て行った。

　三人減ったら、部屋の空気が軽くなったなあ。やっぱ、ぎゅうぎゅうに詰まりすぎか。

「ああ、僕もお風呂行ってきますね。真ま香か先生たちは？」

「せっかく部屋も広くなったし、大人おとな組も少し休むわ。ひより先生も京けい御みさんも運転で疲れてるでしょうしね。わたしは、二人とあとで入るわ」

「わかりました。じゃあ、お先に」

　一泊する予定はなかったけど、念のために着替えを持ってきておいてよかった。

　さあ、ひとっ風呂浴びてこようか。







　僕はタオルや着替えを持って部屋を出て、廊下を進む。

　たまたま部屋が空いてたから選んだ旅館だけど、適度に古びていて雰囲気がいい。

　僕が好きなタイプの渋い旅館だ。

「っと、男風呂はここ……って、あれ？　清掃中……？」

「あ、お客様、申し訳ありません。なんでしたら、そちらにもう一つお風呂がありますので、是非」

「ああ、そうなんですか。ありがとうございます」

　通りかかった仲居さんにお礼を言って、廊下の奥にあるというお風呂へ向かう。

「おっ、ここかな。へー、〝利用中〟の札をかければ貸し切りにもできるのか……って、ちょっと待って、混浴!?」

「ご家族で入られるお客様がよくご利用になってます。ですが、お一人でご利用いただいても問題ありませんよ」

「あ、ああ、そうなんですか……」

　通りすがりの仲居さんリターンズ。

　今、仲居さんが去って行くときに「あの子、可愛かわいい……」とかつぶやいてたけど、どこかに可愛い子なんていたかな？

「貸し切りなら短時間の利用で済ませるのがマナーなんだろうね。それなら、さっと入っちゃうか」

　どうせ、このあとも一回か二回は入るだろうし、男風呂はあとで堪能すればいい。

　一応、誰も入っていないか念を入れて確認。

　ずっと、いわゆるラッキースケベが起こりすぎているので、充分に警戒しないと。

　真ま香か先生やＳＩＤシドならともかく、無関係の女性にラキスケを起こしたら、マジで逮捕されちゃう。

「うん、大丈夫か……よし、入ろう」

　脱衣場で服を脱ぎ、お風呂へ向かう。

　いわゆる露天風呂で、外に広がる山々が見える。

　もう薄暗いので、山の景色がはっきりしないのがちょっと残念。

　でも、月と星空がよく見えて、これはこれで風情ふぜいがあって最高だ。

　身体からだをしっかり洗ってから、お湯に浸つかって空を見上げる。

「はあ～、これはたまらないね……」

　ＢＢＱだの川遊びだので、僕のひ弱な身体はだいぶお疲れらしい。

　じわじわとお湯の中に疲れが溶け出していくような感覚がする。

　早めに出なくちゃいけないけど、根を張ったように温泉から離れられない……。

「ああ、いたわね、彩さい木ぎくん」

「真香先生っ!?　やっぱり来たんですか!?」

「やっぱりとはなによ!?」

　真香先生は、不満そうに顔をしかめる。

　お風呂に入ってきた先生は当然ながら裸──だけど、一応大きなタオルを身体に当てて前を隠している。

「いえ、今までのパターンから言って、十中八九来るかなと……混浴だから来ない可能性もゼロではない、くらいかなと」

「そうね、わたしは彩木くん以外の男の人に肌を見せる趣味はないわ」

　澄まし顔になって、真香先生はすたすたとこっちに歩いてくる。

　僕は慌てて、先生から目を逸そらす。

　タオルで隠し切れていない細い肩や、剥むき出だしの太ももがまぶしすぎる。

「さっき通りすがりの仲居さんに訊きいたら、彩さい木ぎくんらしき子が混浴のほうに行ったっていうから」

「またあの仲居さんか……！」

「部屋でシャワーは浴びてきたわ。わたし、お風呂に入ると注目されちゃうのよね。だから、温泉なんかだと長居しづらいのよ」

「そ、そうなんですか……」

　女性が同性の裸に興味を持ったりするものなのかな。

　真ま香か先生はスタイルいいし、肌も綺き麗れいだし、注目を浴びるのは当然か。

「それじゃ、失礼するわね。はあ～、これはいいお湯だわ……」

「…………っ」

　ちらりと横を見ると、真香先生がちゃんとタオルを外してお湯につかったところだった。

　お湯が乳白色に近いにごり湯なのと、湯気がもくもくと出てるおかげで、それほどはっきりは見えないけど……。

　大きくふくらんだ胸が半分くらい見えてるし、剥き出しの肩だけでもエロすぎる。

「ま、真香先生、これはヤバいんじゃないですか？　今日はひより先生だっているのに」

「ひより先生、部屋でお酒始めちゃったわよ。しばらく温泉には来ないと思うわ」

「……真香先生がお酒をすすめたんじゃないでしょうね？」

「星空の下で温泉は最高ね……しかもオプションで彩木くんがついてくるなんて」

「否定してください、否定を！」

　くっ、用意周到すぎる！　ある意味一番の障害になるひより先生を排除済みとは！

「ところで、彩木くんがひより先生のことをひより先生と呼んでる件について」

「そういうの見逃さないですよね……ご本人に言われたんですよ」

「……まあ、いいわ。わたしのことも名前で呼んでるわけだしね。カモフラージュになりそうだわ」

　ほっ……美人教師様のお許しが出たか。

「そ、それより、先生。ひより先生はともかく、もし他のみんなに混浴がバレたら……」

「せっかくお出かけしてきたんだから、少しは二人きりにならないと。ＳＩＤシドの子たちには恋人同士だって言ってあるんだし、このほうが自然でしょ」

「わっ、先生……」

　真香先生が、ざぶざぶと温泉に浸つかったまま、こっちに近づいてくる。

　ああ、半分くらい見えちゃってるおっぱいが、おっぱいが接近してくる！

「カ、カレン会長なんかはもう全然信じてないですよ、その話──って、わあああ！」

　真ま香か先生は僕の隣に座ると、そのまま──僕の肩を掴つかんでぐいっと引き寄せてきた。

　後ろから抱きしめられ、先生の膝に載せられたような体勢になってしまう。

「あー、落ち着くわ……これなら料金を三倍払ってもいいくらいだわ」

「だから僕、オプションじゃないんですけど!?」

　その三倍割り増し料金、何パーが僕に来るの!?

「んーっ、ぎゅーっ♡」

「わああああっ!?」

　真香先生にさらに抱き寄せられ、後ろ頭が先生の豊かな二つのふくらみに埋うずもれるようになってしまう。

「なに、今さらこのくらいで驚かなくてもいいじゃない？」

「このくらいで驚かなくていい関係なのがおかしいでしょ!?」

「もーっ……どんなときもツッコミを忘れない子ね」

　うわあああ、ぷるんぷるんのおっぱいの感触が、頭とか頬ほおとかに！

　というか、先端の感触まで伝わってきて──あと、ちらちらと視界に真っ白なふくらみやピンク色をしたなにかが！

「うふふ、わたしのおっぱい、好きなくせに。ケガしてた間もお風呂だけは手伝ってくれなかったわね。むしろ、お風呂が一番補助が必要だったのに」

「……困難に立ち向かって成長してほしかったんです」

「なんで彩さい木ぎくんのほうが先生みたいになってるのよ！」

　どう言われようと、入浴の手伝いは無理です。

　片手でもなんとか身体からだは洗えるだろうし、僕が手伝った場合、こっちが倒れかねない。

　興奮して、血管の一本や二本は切れちゃいます。

「でもまあ、彩木くんと一緒に露天風呂なんて楽しすぎるから、なにもかも許すわ」

「ど、どうも……」

「どうやら、京けい御みさんと──あと、美み春はるさんもかしら？　新あら手てのＳＩＤシドが急接近してるみたいだけど、許す……わ？」

「疑問形になってますよ！」

　ていうか、感づくの早はやっ！　やっぱりこの人、まったく油断ならない。

「京御さんは、隙を見て彩木くんと二人きりになろうとしてるみたいだし。もしかして、なにかあったの？」

「だ、大丈夫です」

　答えになってないが、〝告られた〟なんて人に言いふらすことじゃない。

　相手が詩し夜やちゃんであっても、他人に簡単に明かすような人間になりたくないな。

「……ま、それも置いておきましょう。美春さんのほうはどうかしら？」

「美み春はる、ですか？　確かにちょっと変ではありますね。普段から変な子なので、わかりにくいですが。あと、やっと僕の位置情報を掴つかんでる件を白状しました」

「それはわたしもたまに利用させてもらってるから、かまわないわ」

「僕はかまうんですけど!?」

　妹に位置がバレてるだけなら気にしないけど、真ま香か先生や他の女子たちにまで常に現在位置を把握されるのは、ちょっと。

「そうはいっても、もし彩さい木ぎくんがヤバい女に絡まれてどこかに連れて行かれたらと思うと、心配で心配で……」

　真香先生は、ぎゅぎゅっと僕の頭をおっぱいに押しつけてくる。

　無意識っぽいけど、なんてことをしてくれるんだ。

「……あの、僕はもう高校二年生なんですけど。女の子をどこかに連れ込む心配をされるなら、まだわかるんですが」

　この人、ちょいちょい僕を子供扱いしてくるよね……。

「はー、もうなんでもいいわ。手首が治ったおかげで、好きなだけ彩木くんをぎゅってできるんだから。ああ、癒やされるわ……」

「僕は癒やされるどころじゃないです……あの、せめて胸を押しつけるのだけは……」

「んふふ、そう言われるともっとしてあげたくなるわね。今日の教育は……おっぱいの楽しみ方にしましょうか」

「わぷっ!?」

　真香先生は、僕を抱きしめていた手を離して、おっぱいを揉もむようにして僕の頬ほおに先端を押しつけてくる。

　うわっ、口のところに突起が！　ピンク色の突起がーっ！

「せ、先生、そこはヤバいです！　そんなところを口に……！」

「そんなところとは、どんなところ？」

「こんなときに英語のテストですか!?」

「胸は普通に言うならｂｒｅａｓｔ、スラングだとｔｉｔｓかしら。後者は学校で使うのは、あまりオススメしないわね」

「続けないでくださいよ！　だから、そこを押しつけるのは──」

「これは、ｎｉｐｐｌｅね。はい、日本語に訳すとなんでしょう？」

「ち、ちく──って、担当の先生の実物を使って教える必要、ないですよね!?」

　美人先生の実物を押しつけられながらじゃ、聞いた端からトんじゃうよ！

「ふう……ウチのお兄ちゃんは、最近騒がしいよね。前はもっとおとなしかったのに」

「えっ、美春？　なんでここが……」

「美春のＯＰＳの精度をナメてもらっちゃ困るなあ」

　あまり自慢にしてほしくないことを言いつつ、美み春はるがこっちに歩いてくる。

　タオルを手に持っていて、少しは身体からだも隠せてるけど、胸なんかはほとんど丸見えだ。

「み、美春さん！　あなた、男の人の前で全裸なんて！　少しは慎みを持ちなさい！」

「……真ま香か先生がそれを言います？」

　僕に生のおっぱいを押しつけてる人の台詞せりふとは思えないね。

「別に、美春は見せたがりじゃないよ。今さら、お兄ちゃんに見られたって気にするほうが逆に変なだけ」

「その話も相当に変よ……！　二人とも幼稚園児じゃないのよ、高校生なのよ!?」

　残念ながら、この頭のネジが外れた先生のほうが正論を言ってる。

「お兄ちゃん、美春はお疲れです。というわけで、身体洗って」

「えぇ……しょうがないな……」

「しょうがなくないわよ!?」

「放っておくと、身体もろくに洗わずにお湯に入ってきますよ、このズボラ妹は」

　僕はため息をつき、露天風呂のそばに置いてあったタオルを巻いて洗い場に上がる。

「よろしくー、お兄ちゃん」

「はいはい」

　うん、妹を洗ってやるのはなんとも思ってなかったけど、人に見られながらだとちょっと照れるな……。

「お兄ちゃん、今日は特に丁寧によろ。お外なんかで遊んじゃったからね」

「わかってるよ。ああ、今日はくせっ毛が特にひどいね」

　僕は美春が適当にまとめていた髪をほどき、ゆっくりと洗ってやる。

　妹の髪は洗うにはコツが必要で、たぶん本人以上にそのコツを知ってるのが僕だ。

　髪から続いて、ほっそりとしているようで意外と柔らかくて弾力のある身体も隅々まで洗ってやる。

　わずかにふくらんだおっぱいも、きちんと。ぷにぷにした感触が気持ちいい。なんか、先端がちょっと硬くなってるな。

「んんっ……そこ、もうちょっと優しく……」

「ああ、ごめん」

　硬く尖とがってて普段より洗いやすいくらいなので、つい力が入っちゃった。

　優しく円を描くようにして、先端のその部分を優しくこする。

「はう……んんっ……気持ちいい……♡」

「こら、変な声出さない。はい、腕上げて」

　ゴシゴシと脇やお腹なかもスポンジでこすり、立たせてからお尻から太もも、爪先まで洗っていく。

「ハイ、終わり。お疲れ」

「ありがと、おにいちゃん。ちゅっ」

「わっ……ちゅーなんて珍しいね」

　美み春はるにちゅーされた頬ほおを、僕は思わず撫なでてしまう。

「ま、たまにはね。お兄ちゃんのほうも」

「ああ、そうだった」

　僕はすべすべの妹の頬にちゅっと軽くキスしてあげる。

「ちょっとー！　絶対に、絶対にそれはおかしいわ！　おかしくないところを探すほうが難しいわ！」

「な、なんですか、真ま香か先生。兄妹きようだいでほっぺにキスくらい普通でしょ？」

「ここはアメリカじゃないのよ!?　ジャパン、ジャパンよ！　和の心を忘れずに！」

「英語教師らしからぬ……いえ、英語教師さんが和の心を持っててもいいですけど」

　真香先生は、ずいぶん興奮しているみたいだ。

　美春にほっぺちゅーくらい、子供の頃から数え切れないほどしてきたから、特に変とも思わない。

　とりあえず、僕と美春は露天風呂に移動してお湯に浸つかった。

「あー……温泉っていうのもけっこう悪くないね」

「でも、温泉に誘っても嫌がるでしょ、美春は」

「その温泉旅行の費用をガチャにつぎこむほうがマシだね」

「……これこそおかしい。僕はやっぱり、妹の育て方を間違えたかな」

「なんなら、美春さんをウチに預けてくれれば教育の力ってものを見せてあげるわよ」

　じとーっと半目を向けてきている真香先生が、割と真剣な調子で言った。

「藤ふじ城き先生はダメ。だって、藤城先生は美春を甘やかしてくれないもん。ガチャのお金くれないもん。たぶん、ＳＰＳとかつくってもソッコーで解析して逆ハックとか仕掛けてきそうだもん」

「最後がなんか凄すごいけど、僕も甘やかしとかガチャはどうかと思ってるからね？」

　ＳＰＳっていうのはセンセイ・ポジショニング・システムかな？

「それに……美春が甘えたいのはお兄ちゃんだけだもん」

「…………ブラコンだなんて、大ざっぱにカテゴライズする気はないわ。でも、美春さん。お兄さんにはいつまでも甘えていられないのよ？」

「美春は、お兄ちゃんが好きだから。好きだから甘えたい。甘えたいのは好きな人だけ。美春には、それでいい」

「…………」

　美春がこんなに自分の気持ちをきっちり語るのは初めてだ……。

　美人の担任教師と妹と三人で、裸の付き合いをしながらってシチュで真面目まじめに語られても困るけど……。

「この際だから、はっきり言うわ、美み春はるさん。陣じん所しよさんはシスター、天あま無なしさんは芸能人、無む垢くさんは幼女……彩さい木ぎくんをいくら好きでも、付き合うのにハードルは高いわ。でも、美春さんのハードルは高いどころか、跳び越えた先は奈落の底よ」

「せ、先生……！　そんな言い方は……！」

「え？　そんなん当たり前じゃん。美春、馬鹿じゃないよ。成績は悪いけど」

　美春は、〝なにを今さら？〟みたいな顔をしてる。

「美春さんが馬鹿じゃないのは知ってるわ。あなたは頭が悪いんじゃなくて、勉強してないだけでしょう。高校の勉強は、まだまだ知性より詰め込みが重視されるものね」

　美春がどんなに頭がよくても、知らなければ関せきヶが原はらの戦いが何年なのかもわからないってことだよね。

「そう、馬鹿じゃないからわかってるよ、藤ふじ城き先生。でもさ、美春はお兄ちゃんが好きだけど、お兄ちゃんと結婚したいとか、子こ種だねがほしいとか言ってるんじゃないよ」

「こ、子種……!?　美春さん、言葉のチョイスに気をつけなさい！」

「藤城先生は、お兄ちゃんの子種、ほしくないん？」

「それはもちろんドバドバ──んんんっ！　ごほん、そんな話はどうでもいいの！」

　真ま香か先生、めっちゃ咳せき払ばらいでごまかしてるけど、なにを言い掛けたの……。

「そだね、そんな話はどーでもいいね。美春はさ、ただなんていうか……藤城先生にムカついてる」

「えっ、そんな話だったの？　待って、わたしがなにをしたの？　いいわ、話を聞きましょう。なんなら生徒指導室を借りて、学校で仕切り直すわよ」

「そこまでしなくても。指導室に呼び出されるなんて面倒くさいよ」

　美春は、嫌そうな顔をして首を振った。

　だろうね、美春の場合は呼び出しをスルーして帰っちゃう可能性も高い。

「ま、藤城先生にムカついてる理由は簡単だよ。先生がケガして大変なのはわかるけど、そのせいでお兄ちゃんが美春をずっと放置したから」

「えっ、それだけなの？　いや、それは僕が説明したじゃん。名誉の負傷なんだし、お隣なんだから助け合うのも当然だって」

「でも美春、ほったらかしにされた」

「えーっ……そんな子供みたいなことを……」

「藤城先生のお世話をしてたのは別にいいんだよ。なんなら美春が手伝ってもよかった」

「そ、そうだったの？」

　この怠惰の化け身しんみたいな妹に、人のお世話をする意思があったなんて。

「ただ、それはそれ。美み春はるをほったらかしにしたことは許さない」

「……美春さん、わたしじゃなくて彩さい木ぎくんにムカついてるんじゃないかしら？」

「そうとも言うね。藤ふじ城き先生は別に悪くはないけど、お兄ちゃんは悪い」

「結局、僕に来るの!?」

　さっき機嫌が悪かったのも理由はそれ？　詩し夜やちゃん、八つ当たりをくらった？

「ほったらかしにした分、美春に甘えさせるべき。お兄ちゃんは、それを怠おこたった」

　そう言うと、美春は横からぎゅっと抱きついてきた。

　すべすべした肌と──腕にぶつかる、なだらかな胸の感触が伝わってくる。

「ああっ、こら！　教師の目の前で不純兄妹きようだい交遊は許さないわよ！」

「ちょっと、真ま香か先生まで!?　ていうか、不純兄妹交遊ってなに!?」

　今度は真香先生も、美春とは逆側から抱きついてくる──って、美春のちっぱいと違って、そのふくよかな胸を押しつけられると困る！

「藤城先生、ズルい！　もうさんざんお兄ちゃんにお世話されたくせに！　これからは美春のターン！　美春をぎゅってして、ちゅっちゅするべき！」

「美春さんこそ、十六年もお世話されてきたんでしょう！　まだまだわたしのターンは続くわよ！　彩木くんは、もっとわたしをぎゅってして、ちゅっちゅするべき！」

「二人とも、いったいなに言ってんの!?」
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　ぎゃーっ、美み春はるも真ま香か先生も密着しながら、ほっぺたや額に何度もキスしてくる。

　どちらからのキスにも慣れてるけど、全裸でやられるのはちょっと！

「ていうか、藤ふじ城き先生。やっぱ、そういう性格だったんだね」

「……はっ!?」

　おお、真香先生からの猛攻が止やんだ……！

　真香先生は、お湯に浸つかったまま、すすっと僕から離れる。

「そ、そうね、ご家族の時間を邪魔するのは野や暮ぼね。二人とも、ゆっくり浸かりなさい。のぼせないように注意するのよ？」

　真香先生はそれだけ言うと、できる限り僕らに身体からだを見せないようにしつつ、タオルを巻きつけてお風呂から出て行った。

「……特になにもごまかせてないけど、あれでいいのかなあ」

「藤城先生も、もうごまかせないのはわかってるよ、たぶん」

　美春も僕に抱きついていた腕をほどいて、今度は肩をくっつけてくる。

「これでも美春は、誰よりもお兄ちゃんのそばにいるんだから。お兄ちゃんと藤城先生の関係くらい、わかるよ。お兄ちゃんを見てれば、藤城先生がどんな人なのかも」

「けっこう観察眼もあるんだね……」

「お兄ちゃんの妹だもん。そりゃ、お兄ちゃんほどひねくれてもいないし疑うたぐり深ぶかくもないけど、人の本性を見抜く目はあると思うよ？」

「…………」

　僕は、真香先生が長年かけてつくり上げてきた〝高たか嶺ねの花はなキャラ〟をすぐに見抜いた。

　まだ他の生徒や同僚は気づいてないみたいなのに、この妹は普通に見抜いてたのか。

　あのカレン会長だって、先日のドタバタがあってやっと、真香先生の本性（の一部）に気づいたのになあ。

「もちろん……お兄ちゃんと藤城先生が恋人同士なんて話も、一ミリも信じてないよ」

「……だったら、なんであの告白のあと、追い討ちをかけてこなかったの？」

「めんどくさかったから」

「コラコラ」

　納得しちゃいそうだけど、いくら美春でも告っておいて、あとのことは面倒だから放置ってことはないでしょ。

「それは半分冗談としても」

「半分マジなのが、お兄ちゃんとしては不安です」

「美春は人を見抜く目があるって言ったっしょ。お兄ちゃんのことなんて、わかりきってるよ。先生嫌いを差し引いても、あんな年上の美人と付き合う度胸はないでしょ」

「……断言されるとアレだけど、まあ……」

　美み春はるは僕ほど疑うたぐり深ぶかくなくても、僕にはない高い知能がある。

　観察力不足を補う分析力ってものがあるのかも？

「そうだよ、お兄ちゃんに藤ふじ城き先生と付き合える度胸があるわけない。コーコ先生とか、会長さんとの昔のこととか、教師絡みのモヤモヤが晴れても、じゃあ先生とお付き合いしましょう──って切り替えられないよね」

「会長との昔のことまで知ってるの……」

　今さらすぎるけど、情報のダダ漏れっぷりをなんとかしたい。

「切り替えられなくても、お兄ちゃんは藤城先生が気になってる。切り替えられないのは、なにかがブレーキをかけてる？　そのなにかは、美春の情報網にも引っかからない」

「…………」

　僕と両想いになったら、真ま香か先生は学校を辞める──

　もうこれは呪いなんじゃないかというほど、僕の意識にこびりついてる。

　でも、この事実だけは僕と真香先生、二人の秘密──

「たぶん、それがこれからのお兄ちゃんと美春たち、それに藤城先生とのややこしい関係をもっと面倒くさくしそうだね」

「どう……かな」

「美春も、ＳＩＤシドのみんなも、しーちゃんだって、あきらめないよ。お兄ちゃんと藤城先生になにがあってもね」

「……あのね、美春」

　僕は、美春と向き合って、すうっと息を吸い込んだ。

「一つだけ言えることがあるよ。もっと早くに言っておかなきゃいけなかったんだろうけど……妹とは、どうやっても付き合えない」

　子こ種だねがどうこうはもちろん論外で。

「だろうね。考えるまでもなく、教師と生徒以上にハードル高いもん。そこは、藤城先生が言ったとおりだよ」

　ざばぁっ、と美春は勢いをつけて立ち上がった。

　湯気で曇っているけど、あまり同性にも見せないような部分が僕の目の前に……。

　さすがに、もうちょっと恥じらいはほしいかな？

「お兄ちゃんが、美春と付き合わないことくらい、わかってるよ」

「だったら、どうしてあんな告白……」

「本気だからだよ。妹と付き合えないっていうなら、美春も言わせてもらう」

「わ、わかった、ちゃんと聞くから、とりあえずお湯に浸つかるかタオルで隠して」

　いや、そうか、僕が目を逸そらせばいいのか。

　横を向こうとしたところで──

「妹は付き合えないってデメリットがあるけど──妹はずっと妹だから。お兄ちゃんは、妹からは逃げられないよね」

「ん？」

　ざぶんっ、と美み春はるが今度は勢いよく抱きついてきて。

　ばしゃっとお湯が派手にしぶきを上げる中──

「みは……んっ！」

　美春は僕に抱きつきながら、目を閉じて唇を重ねてきた──

　ちゅっ、と軽い音がして──かすかにだけど、間違いなく妹の唇が僕の唇に！

「……妹のファーストキス、奪っちゃったね♡」

「奪ったんじゃないでしょ!?」

　軽いちゅーくらいは何度もしたし、お風呂も着替えも気にしない兄妹きようだいだけど。

　さすがに、マウス・トゥ・マウスのキスは初めてだった。

　初めてじゃないとヤバい。

　だけど、まさか美春がここまで思い切った行動に──

　いや、思い切らせたのは他でもない僕なんだろう。

「あ、あ、ああああああ……！」

「うぇっ!?」

　変な声がして、そちらを向くとお風呂の出入り口に、クールに去ったはずの真ま香か先生がひょこっと顔を覗のぞかせていた。

　完全に見られたね……。

　どうやら、僕は妹からは逃げられないし、担任教師からも逃げられないみたいだ……。







「じぇったいにゆるしゃない……」

「先生、舌っ足らずで子供みたいですよ……」

　ふじきまかちゃん五歳って感じ。

　ＪＫ真香ちゃんから、一気に時間を遡さかのぼっちゃったなあ。

「舌も回らなくなるわよ！　さすがにわたしも怒るわ！　まさか、実の妹にキスさせるなんて！　スキンシップの限度を超えすぎだわ！」

「そ、それは僕もそう思います……」

　答えつつ、誰かに話を聞かれてないだろうなとあたりを見回す。

　僕と真香先生が歩いているのは、旅館の庭。

　美春はのぼせて部屋に戻っていったので、ここには二人だけだ。

　よく手入れがされた綺き麗れいな庭園で、風情ふぜいを台無しにしない程度にライトも置かれていて、夜でも散歩に支障はない。

　僕と真ま香か先生は、旅館の浴衣ゆかた姿。先生は、その上に羽織を着てる。

「あ、先生。その浴衣、可愛かわいいですね」

「えっ、そう？　きゃー、やだ、そんなストレートに褒められると照れるわ！」

　真香先生は、本気で恥ずかしがってるらしく、羽織の袖で口元を隠している。

　ちょっと可愛い。実は僕、女の人が着物の袖で口元を隠す仕草、好き。

「でも、いいのかしら……浴衣なんて露出度ゼロに近いし。かといって、胸元をはだけてしまうのは違うと思うの」

「わかります」

「今までにないほど力強く、彩さい木ぎくんから賛同を得られたわね……」

「着物はきっちり着てこそ綺き麗れいに見える服装なんですよ。安易に脱いではいけません」

　と言い切ったところで、スマホが振動した。

《彩さいくん、どこ行っちゃったん？　浴衣の縫ぬいちゃんが待ってるよん！》

「…………」

　メッセージとともに、浴衣の胸元を大きく開けておっぱいを半分ほど放り出した縫の写真も送られてきた。

「まあ、これはこれで悪くは……」
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「彩さい木ぎくん、十秒前の発言と矛盾してるわよ!?」

　すみません、僕も男の子なんで、現役グラドルの破壊力の前には無力なんです……。

「実はわたし、ここ最近ずっと不思議だったのよね」

「不思議？　なにがですか？」

「天あま無なしさんも無む垢くさんも陣じん所しよさんも、お当番回は終わったのになぜ引き下がらないのかしら？　もうチョイ役程度の出番でいいと思うのだけど？」

「美少女アニメじゃないんですから……」

「彩木くんが、きっぱりとあの子たちを捨てないのが悪いんじゃない？」

「捨てるって人聞きの悪い！」

「いつまでもあの子たちをキープしておくのもよくないと思うわよ」

「キープでもありません！」

　ＳＩＤシドのみんなとは同じ学校だったり、昔からの付き合いだったりで、少なからず接点があるんだから。

　まったく関わらないっていうのは難しいだろう。関わらないつもりもないしね。

「そういえばさっき、天無さんのスマホの待ち受けを見てたわね」

「うっ、めざといですね……いえ、ちらっと見ただけですよ」

「彩木くんとのツーショットだったわね。あの子、グラドルなのにそんな写真を待ち受けにして、人に見られたら困るんじゃないかしら」

「縫ぬいは物事を深く考えて生きてないので……けど、縫がもしバレてもいいから、あの写真を使いたいと思ってるんだとしたら……」

「……ここ、山の中だからかしら。夜は冷えるわね」

　真ま香か先生はそう言うと、羽織を脱いで僕の肩にかけてきた。

「え？　僕は大丈夫ですよ」

「さっきも言ったでしょ、先生は生徒ファーストで行動するの。それに、彩木くんが不意討ちで褒めてきたせいか、身体からだが熱いわ。火ほ照てるわ。汗ばむわ」

「大変ですね……」

　実はちょっと寒かったから、ありがたく羽織を借りておくか。

「彩木くんにも思うところがあるようね。いえ、君は複雑な子だから。面倒くさいとも言うけれど」

「面倒くさいのは、さすがに自覚はありますよ」

　校内での問題児扱いは納得いかないけど、素直で可愛かわいげのある生徒ですなんて口が裂けても言えない。

　保ほ科しな先生あたりにそんなこと言おうものなら、それこそ口を裂かれかねない。

「……生徒ファーストか」

「彩さい木ぎくん？」

「……真ま香か先生にとって、僕ってなんですかね？　生徒なのか、それとも……」

「急にどうしたの？　そりゃ、わたしだって生徒としても彩木くんを特別扱いしたいのよ。君だけもっといっぱい課題を出して涙目にさせたりとか」

「そんな特別扱いはいりません！　ドＳキャラはやめましょうよ！」

　ただでさえ、隙あらば英語の問題を出してくるからドキドキしてるのに。

「そうじゃなくて……ただもう、なにもかも変わっちゃったかなって。なのに、僕だけが変わってない気もするんですよ。状況に甘んじてるっていうか」

　真香先生たちはみんなグイグイ来るけど、最後の最後では踏みとどまってくれてる。

　僕はみんなが甘やかしてくれてるのをいいことに、なにもかも先送りにしちゃってる。

「真香先生にとって、ただの生徒……ではないんですよね。僕が言うのもなんですけど」

「ただの生徒と夜のお散歩なんてしないわ」

「僕は、縫ぬいにとってただのクラスメイトじゃないし、カレン会長にとってただの後輩じゃないし、くーにはただの年上のお兄さんじゃないし、美み春はるにもただの兄じゃないみたいですし。詩し夜やちゃんだって……ただの幼なじみじゃなくなったみたいです」

　本当にうぬぼれてるみたいで、こんなこと言いたくないけど……。

　温泉旅館っていう日常と違うシチュエーションが言わせてるのか。

「とっくに僕の周りは大きく変わってた。なのに、僕はいろんなことをごまかして、先送りにしちゃってました。そんなの、いつまでも続けられない。あのことも──美春はもうはっきり気づいていました」

「……彩木くん、本気なの？」

　ずいぶんボカした言い方だったのに、真香先生は僕が言いたいことを察したみたいだ。

「そこに踏み込んでしまったら、君は引き返せなくなるわよ」

　ざざっ、と庭の木こ立だちを揺らして風が吹いていく。

「それでも、もう言うべきです。ずっと先送りにしてきたけど、これを言わないとなにも終わらないし──なにも始まりません」

　そうだ、嘘うそをついてごまかすのはもうここまでにしないと。

「真香先生──」

「やめて、彩木くん……」

「聞いてください、真香先生。僕は、少なくとも嘘はもうやめたい」

　僕は、一歩前に出て、真香先生の綺き麗れいな目を見つめる。

「僕と真香先生の、偽いつわりの関係──もう終わりにしましょう」

「嫌よ！」

「そんなストレートな……」

　思い切って言ったのに、思いっきり否定されちゃったよ。

「わたしと君の繋つながりは、どんなに近づいてもか細いものでしかないのよ。嘘うそでもなんでもいい、教師と生徒以外の繋がりがないと……」

「……ごめんなさい、真ま香か先生」

　こっちが謝るなんて、逆に偉そうだ。

　だけど──ごめんなさい、本当に。

「謝るのはズルいわ、彩さい木ぎくん。なにがズルいのか、わたしにも説明できないけど」

　真香先生は困ったように言って、空を見上げた。

　そこには欠けた月が浮かんでいる。

　山の中の温泉旅館で、風情ふぜいのある庭園で、隣には浴衣ゆかた姿の湯上がり美人。

　このまま時間が止まってもいいくらいの、穏やかで心地ここちよい時間──だけど。

　だけど、どうやったって時間は止まってくれない。

　真香先生を悲しませても、絆きずなを断ち切ることになっても──

　僕は、これ以上嘘をつき続けられない。





[image: ]




　あっという間に──夏休みも終盤に入りつつあった。

　やだーっ、もっと続いてほしい！　夏休みが終わったら、授業が始まるんだよ？

　一応、二年生だから、もし外部受験を目指すなら勉強を始めなきゃいけないんだよ？

　なにも悪いことをしてないのに、なぜ僕にそんな過酷な試練が降りかかるのか！

「あああ……」

　思わず声が漏れてしまい、慌てて僕は自分の口を手で塞ぐ。

　ここは、市立図書館。聖せい華か台だいの高等部から近いんだけど、あまり来たことはない。

　図書館よりもファミレスやカラオケボックスに行っちゃうからね。ドリンクバーの存在は大きい。

　目の前の机に広げているのは、もちろん夏休みの課題。

　毎年、ウチの学校は割とえげつない量の課題を出す。

　聖華台は一応名門だけど、外部受験組以外は成績によほどの問題がない限り、進学できちゃうので、課題くらいやっとけってことだろう。

　今日は世界史のレポートの作業中。ネットで調べてやってもいいんだけど、コピペが度を越してると再提出をくらうという噂うわさ。

　仕方なく、ドリンクバーをあきらめて紙の書籍を調べて書いてるというわけだ。

「うーん……」

　資料が足りない……最低限の資料を適当に斜め読みして、最小の手間でレポートを済ませたいという、ささやかな願いすら叶かなわないのか。

　仕方なく、立ち上がって本棚の間を抜け、良さげな資料を探す。

　今回のレポートは、世界史の先生が題材をいくつか提示して、その中から一つ選んで書くことになっている。

　僕が選んだのは、〝ジャンヌ・ダルク〟。

　特に興味があるわけでもないんだけど、美み春はるがたまに〝ジャンヌたーん！　太ももの絶対領域がー！〟とか奇声を上げてるんだよね。

　美春がハマってるソシャゲに美少女キャラとして登場するらしい。

　あいつ、ＯＰＳをチェックしてるだけじゃなくて、ソシャゲはソシャゲでがっつりやってるのはマジだからなあ。

　おかげで、ジャンヌさんが僕の脳にすり込まれてたのか、このお題を選んじゃった。

「資料も見つけやすそうだし、悪くないかと思ったのになー。けっこう難しい……」

　予備知識は、古い映画でジャンヌ・ダルクものを見たことがある程度だ。

　ああ、〝Ｆｏｌｌｏｗ　ｍｅ！〟と叫んで駆けていくジャンヌさんはかっこよかった。

「ジャンヌ・ダルクなら、この本がオススメだ。百年戦争全般を扱っているようなタイトルだが、実はジャンヌ関係にページを多く割いていて参考になる」

「へぇ……ああ、内容もわかりやすそうだし、いいですね。これなら──って！」

「こらこら、大声を出すな、彩さい木ぎ慎まこと。図書館だぞ」

「……カ、カレン会長……」

　いつの間にやら、カレン会長が隣に立っていた。

　何冊かの本を抱えて──なぜか、シスター服姿だった。

　ベールをかぶり、夏にもかかわらず長袖に足首まで隠すワンピースタイプの服。

「いかがわシスター服……」

「だから、どこがいかがわし──！　い、いかがわしいんだ……」

　カレン会長は、大声を出しかけて、なんとかボリュームを落としてくれた。

　でも、ベールから覗のぞく黒髪といい、シスター服の胸元のボリュームといい、隠されているからこその圧倒的エロスが。

「ど、どこを見てる、どこを。私の胸のことはいいんだ、それより……おまえ、どうせ宿題がまだ片付いてないんだろう？」

「は、はぁ」

　宿題とカレン会長のおっぱい、どっちが重要かは意見の分かれるところだ。

　幸い、このあたりは人影は全然見当たらない。

　小声で会話する程度なら問題ないだろう。

「……突っ込むのも面倒くさいですが、なんで僕が図書館にいるの知ってるんですか？」

「それもどうでもいい。ただ、やっと私も時間ができたんでな」

「あ、そうか。全国模試があったんでしたっけ？」

　クラスの友達が何人か受けると言ってたので日付は覚えてた。

「ああ、無事に終わった。結果が戻ってくるのは一ヶか月げつほど先になるがな」

「けっこう時間かかりますね。まあ、学校のテストと違って受ける人数が桁違いですもんね。自己採点はしたんでしょう？」

「もちろんだ。今のところミスは見つかってないが、記述式の回答はこちらでは判断しづらいところもあるからな。結果はまだ読めない」

「…………」

　ミスは見つかってない？　今のところはパーフェクトってこと？

　夏休み前のカレン会長のヤンチャをリカバリーするには、全国模試で上位に入るのが一番有効らしいけど……。

　まさか、会長本人が言ってたとおり、マジで一位を獲とっちゃうの？

「彩さい木ぎ慎まことにも心配をかけてすまなかったな。私のほうは大丈夫だ」

「でも、そんなにおっぱいがいやらしいのに、大学の特待生枠は大丈夫ですかね……？」

「む、胸と特待生は関係ないだろう！　おまえ、私の胸をイジるのはやめろ！」

「なんか胸をイジるとか言われると、余計にいかがわしいですね……」

「だいたい、おまえはこの前から──って、ちょっとこっちに来い」

　カレン会長はここが図書館だと思い出したのか、僕をさらに奥へと引っ張り込む。

　やたらと古びた専門書っぽい本ばかりが並んでいるエリアだった。

「このあたりなら人は来ないし、多少話しても迷惑にならない。この図書館は、ウチの修道院からも近いからな。子供の頃からよく来て、うろちょろしてた」

　子供時代の遊び場だったから、人ひと気けがないところも把握してるわけか。

「確かに、胸の話は人に聞かれるところではできませんもんね」

「胸の話じゃない！　そうではなくて……ええい、口が減らないおまえとやり合ってもかなわん！」

「頭も腕力もないんで、口先しか──んっ!?」

　また減らず口を叩たたきかけた僕の唇を──カレン会長が唇で塞いできた。

　とろけるみたいに柔らかい唇が、たっぷりと三十秒以上押しつけられて──

「ぷ、ぷぁっ……い、息が……苦しいだろう！」

「会長が……そ、その、してきたんでしょ!?」

「そ、そうだった……あまりにおまえがうるさいから……まったく、中学生の頃のもっと口が悪かった彩さい木ぎ慎まことを思い出したじゃないか。あの頃のおまえのことも、私は……」

「……あの、会長。こんなところでなんて……全然会長らしくないですよ」

「もう、なりふりかまっていられない」

　会長は、顔を真っ赤にして言うと、またちゅっと唇を重ねてきた。

　あの、あなたほどの美人に軽くキスされちゃうと困るんですが。

　会長にはこの前もキスされたけど、まさか二度目三度目があるとは……。

「お、おまえが……私の胸がそんなに気になるなら……み、見せてもいい。なんなら、触っても……も、揉もみしだいても……」

　カレン会長は赤面したまま、思い詰めた表情でシスター服越しの豊満な胸のふくらみを押しつけてくる。

　散々いやらしいとからかった、縫ぬいには大きさで負けていても色香では圧倒的に勝っているおっぱいが、ぷるんっと僕の胸に当たって潰れている。

　こ、この圧倒的ボリューム……会長の顔を間近で見ながらだと、さらにエロい。

「カ、カレン会長……神に仕える身でそんなことしていいんですか？」

「いいわけがないだろう。だが、ずっと信じてきたものを裏切ってでも──手に入れたいものが……できたんだ！」

「だ、だからなんで急に……そんなグイグイ来るんですか!?」

「どうしてなのかは、おまえが一番わかっているだろう！」

「…………！」

　あー、やっぱりそうか？

　もしかしたらそうなのかと思ってたけど、ＢＢＱ場から温泉旅館のコンボをキメてから数日が経たってる。

　この数日は平穏そのものだったから、油断してた……！

「主しゆよ、お許しください。陣じん所しよカレンの唇と胸は、彩木慎に永遠に捧ささげます……！」

「永遠に!?」

　まずい、カレン会長は主を裏切ったあと、さらに裏切りを重ねたりはしない。

　おおげさに聞こえる言葉も、カレン会長に限っては大マジだ。

　ジャンヌ・ダルクさんの波乱に満ちた一生は気になるけど──

　とりあえず、今はこの黒髪の乙女ラ・ピユセルから逃げるとしよう。







　ミーン、ミーンと、夏を表現するのにこれ以上ないサウンドエフェクトが響いてる。

　いや、本物のセミの鳴き声だけど。

　聖せい華か台だい学院高等部──その中庭にあるベンチに座って、ペットボトルのスポーツドリンクをごくごく飲んで一息ついたところだ。

「ふぁーっ……スポドリが五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染み渡る……」

　思い詰めて襲ってきたカレン会長の魔の手からは、かろうじて逃げられた。

　というか、図書館の職員さんが通りかかったので、その隙に脱出できた。職員さん、ありがとう。

　カレン会長、逃げちゃってごめんなさい。落ち着いたらまたお会いしましょう。

　勉強、かなり頑張ったみたいだから、模試の打ち上げを企画してみようかな。

「でも、幹事とか苦手なんだよなー。盛り上げるのはもっと苦手だし……」

「おっと、お客さん。盛り上げ役が必要なら、ここにちょうどいい女がいまっせ！」

「……どうも、ちょうどいい女さん」

　ベンチの前にニコニコ笑顔で立っているのは──縫ぬいだった。

　ピンク色のタンクトップに、デニムのショートパンツ。

　タンクトップはかなり露出度高めで、肩も胸元もかなり剥むき出だしだ。

　僕の前で屈かがんでいるので、胸の谷間が特にすんごいことになってる。

　グラドルの柔らかそうで大きくふくらんだおっぱいの谷間が目の前に──見慣れた今でも、だいぶヤバい。

「……そんな格好で学校来ていいの、縫？」

「彩さいくんだって私服じゃん」

　僕も図書館から直行だから、もちろん制服じゃない。

「Ｔシャツにハーフパンツだから、運動着にも見えるよ。こんな格好で部活してる人たち、校内にいっぱいいるし。先生に見つかって怒られるのは縫だけだね」

「彩くん、有名人だって自覚ないよね……部活やってないのなんて、先生たちみんな知ってるに決まってるじゃん」

「見事に論破されたね……ていうか、もしかして縫も僕に用があったの？」

「あ、そうそう、そうなんだよ。図書館に籠もられちゃったから、どうしようかと悩んじゃった。どうやって彩くんのもとにたどり着けばいいのか」

「市立図書館は来る人拒まずだけど？」

「本ばっかりの空間なんて、あたしには毒の沼みたいなもんだよ！　ズバッズバッて歩くたびにダメージが発生するんだよ！」

「縫も僕と同じ課題が出てるはずだけど、そこに突っ込んでもいいのかな……？」

「それはいいんだよ、会えたんだし！　彩くん、ちょっとこっち来て」

「ええ……？　やっと一息ついたところなのに」

　しかし、カレン会長も縫ぬいも、今時珍しくノーアポで会いにくるよね……。

　そんなことを思いつつ、縫に手首を掴つかまれてぐいぐいと引っ張っていかれる。

　縫は校舎内に入り、そのままずんずん進んで──僕らの教室に到着した。

「教室なんかでなにを……って、なんで脱いでるの、縫！」

「やっぱあたしはさー、グラドルだからさ！」

　縫は服の下に腕を入れながらの変な脱ぎ方で、タンクトップを脱いでしまう。

　その下には──

「ちょっと縫！　ノーブラなの!?」

「大丈夫、彩さいくんに会うまでは上着着てたから。ノーブラ、バレてない！」

「僕にバレてるじゃん！」

　縫は、腕を交差させてそのふくよかな胸を隠してるけど、どう見ても下着をつけてない。

　さっき脱いだときも、かなりきわどかったけど、今はもっとヤバい。

　ちょっと腕がズレるだけで、見えちゃいけないものが見えてしまう。

　いや、既に少しピンク色のなにかが腕からはみ出て……？

「グラビアじゃ、あたしは水着までだからね。手ブラはＮＧ。でも、彩くんなら……もう前に一度どーんと見られちゃってるし、このくらいならいいかな？」

「よくない！」

　一度見られたから二度見せてもいいなんて、理屈が通ってないよ！

「なんでそんなにガツガツ来てるの!?　君にいったいなにがあったの!?」

「攻めるなら今のうちなんだよ！　夏休みが明けたら、夏休みボケでしばらく真っ白に燃え尽きて使い物にならなくなってるから！」

「凄すごいこと予告するね……わかってるなら、ボケないように気を引き締めれば？」

「ええーい、彩くんお得意のツッコミで押し切られる気はないんだよ！　まなっしー、頑張る！」

「わぷっ……!?」

　縫はネコ科動物みたいな動きでぴょんと跳躍すると、僕に抱きついてきた。

　その剥むき出だしのおっぱいが僕の顔に押しつけられる！

　いや、口がおっぱいの先っぽに！　先っぽのなにかに完全に当たってる！

「やんっ……彩くん、まだキスもしてないのに、そこにちゅーしちゃうなんて大胆だね」

「んんーっ、んーっ、んーっ！」

　先端のなにかにキス──いや、唇の中にちょっぴり含んだまま、縫がグイグイ胸を押しつけてくるのでなにも言えない。

「んんっ、んんん……！　ぷはぁっ……！　僕を殺す気なの!?」

「ふふ……どうせあたしのものにならないなら、一緒に死んじゃおうか……？」

「急にヤンデレないで！」

「いやほら、あたしもおっぱい同級生以外にも属性つけたほうがいいかなと思って」

「……それは縫ぬいの自由だけど、怖いのはやめて」

「じゃあ、可愛かわいく──ちゅーしとこっと」

「ん!?」

　ちゅっ、と当たり前みたいに縫は僕と唇を重ねてきた。

「ぬ、縫……！　なにしてんの!?」

「もう彩さいくんはおっぱいだけじゃ足りないでしょ？　だから、ちゅーだよちゅー♡　ちなみにファーストなキッスでっす♡」

「キッス、じゃないよ！　ついでみたいにファーストキスしちゃっていいの!?」

「セカンド、サード、ショートもあげちゃうよ♡」

「やっぱり、君には言葉の使い方をもっと教えないとダメだね……」

　僕は卒業まで、定期テストのたびに縫の先生をしなきゃいけないのかな。

「とりあえず、今日の縫は怖いから逃げるね。追ってきたら、保ほ科しな先生に連絡するから」

「ほしティー!?　あたしが一番苦手な人持ち出してきた！　教師嫌いの彩くんが先生に頼るとか、どんだけ怖がられてるの、あたし！」

　もちろんハッタリです。保科先生の連絡先なんて知らないし──と思ったら。

「あら……天あま無なしさんに彩さい木ぎくん？　あなたたち、私服で校内に……いえ、なにをしているんですか？」

「げっ、なんでここにほしティーが!?　まさかっ!?」

　疑いの目を向けてきた縫に、僕はぷるぷると首を振る。

　もし保科先生の連絡先を知ってても、こんなソッコーで来ないでしょ。

「保科先生こそ、どうして高等部に？」

「高等部の先生が多く休みを取ってるので、中等部から応援に来て見回り中です……って、天無さん！　どうして服を脱いでるんですか！　あなた、彩木くんになにを!?」

「あたしがやらかした前提だ！　そのとおりだけど！」

「彩木くんは教師に反抗的ですが、女の子にちょっかいをかけるタイプではありません」

「おお、信じてもらえた……！」

　僕はつい、感動してしまう。

　そういえば保科先生は、中等部時代に担任をしてたから僕を知ってるんだよね。

　このところ、変なシーンを目撃されて、変に誤解されたり──誤解じゃなかったりでトラブることが多かったからなあ。

　普通に信じてもらえることがこんなに嬉うれしいなんて。

「保科先生、あとはお任せします。教室で服を脱いだ悪い子にお説教をお願いしますね」

「彩さいくん!?　愛する少女を見捨てるの!?」

　待て待て、誰が誰を愛してるって？

　聞き捨てならないけど、ここは脱出を優先しようか。

　ついさっきもカレン会長から逃げたばかりなのに、忙しい……。







「もう逃げたくない……」

　以前、ネット配信で観みた脱獄モノドラマの主人公が同じこと言ってたっけ。

　彼に賛成、逃げるのはしんどい。

　というわけで、逃亡の疲労を癒やすべく、僕が訪れたのは──

　猫カフェ〝ねこらにゃ〟──数少ない、僕の憩いの場所だ。

　今日も繁盛しているけど、運良く入店できるタイミングだった。

「おー、彩さい木ぎ殿、ゆっくりしていけ。今日はカレーニナは一緒じゃないのか？」

　テーブルにつくと、さっそく瀬せ紀き屋やさんが接客に来た。

　茶髪のボブカットに、赤いセーラー服、その上に〝ねこらにゃ〟のロゴが入ったエプロンをつけている。

　夏休みなのに、なんで制服着てるんだろう？

　まあ、瀬紀屋さんが太ももにつけてるホルスターに比べたら些さ細さいな問題か。

「カレン会長ともさっき会いましたよ。凄すごくお元気でした」

「元気いっぱいでおっぱい育ってるからな、カレーニナは。おそらく、宗教史に残るいやらしおっぱいのシスターになるぞ」

「会長が宗教史を抹消しそうですね……」

　むしろ残っちゃダメだと思うが、瀬紀屋さんのいつもの戯ざれ言ごとなので気にしない。

「ま、今日もお客さん多いから相手できないけど、ごゆっくり～」

　瀬紀屋さんは、ひらひら手を振って猫たちの様子を見つつ店内をうろつき始めた。

　そういえば、夏休みはねこらにゃでバイトしようかと思ってたのに、すっかり忘れてたなあ。

「いらっしゃいませー！　おっ、むっくたん！」

「むっくたん？」

　瀬紀屋さんのほうをちらりと見ると、知った顔が店内に入るところだった。

「あ、あの、ごめんなさー……今日もこのパスで」

「もっちろんいいよ！　むっくたん、ごあんなーい！」

　知った顔──くーがカードみたいなものを見せると、瀬紀屋さんが僕のところに連れてきた。

　くーは白い帽子をちょこんと頭に乗せ、セーラー襟の白いワンピース姿。

　特定の趣味のみなさんを喜ばせそうな、あざといほどの可愛かわいさだ。

「こんにちは、せんせー」

「こんにちは、くー。今、瀬せ紀き屋やさんに見せてたの、なに？」

「と、特別パスっていうのをいただいて。ドリンク付きの基本料金を半額にしてもらっちゃってるんです」

「そういえば、真ま香か先生が前に年間パスを無料発行するとか言ってたっけ」

　完全無料とはいかなかったみたいだけど、半額は大きいね。

　小学生のお小遣いでも常連になれる。

「あ、むっくたん、ちょっとこっち！」

「無む垢くちゃーん、おねがーい」

「あ、こっちも無垢ちゃんオプションを！」

　瀬紀屋さんがくーを呼んだのをきっかけに、店内のお客さんたちが次々と声を上げる。

　無垢ちゃんオプション……？

「せんせー、ちょっと行ってきます。しょーたいむ入るので」

「ショータイム!?」

　くーは、トコトコと瀬紀屋さんのところに行くと、そこにいたお客さんの前に座って、近くの猫を抱き上げた。

　くーは猫を抱いたまま、にっこり笑い、その姿をお客さんがスマホでバシバシと撮影してる。

「く、くーはなにしてるの……？」

「むっくたんは、ねこらにゃのアイドルだからなー」

　瀬紀屋さんがニコニコしながら、こっちに近づいてくる。

「可愛い猫と可愛いむっくたんのツーショット写真が大好評でな。今や、常連さん向けのサービスとして定着したわけだ」

「よ、幼女を商売に使っていいんですか!?　法とか倫理とかに引っかかるのでは!?」

「大丈夫、大丈夫、身元もはっきりしてる女性の常連さんだけのサービスだし。むっくたんのお母さんの許可ももらったし」

「コーコ先生、なにを許可してんの……」

「ギャラギャラ～ギャ～ラ～、ギャラクシ～♪　宇宙で一番、ギャラクシーマート♪」

「って、瀬紀屋さん！　踊ってますよ!?　動画まで撮られてますよ!?」

　くーが、お客さんの前でギャラマのＣＭのダンスを踊って、その足元に猫がまとわりついてる。

　なんか、猫まで一緒になって踊ってるみたいだ。芸を仕込まれてるの？

「前にむっくたんに撮影させてもらって、ウチの動画チャンネルで公開したらバズった。今や、ネコミミエロメイドの再生回数に追いつきかけてる」

「だ、大丈夫ですか？　ＢＡＮされませんか？」

「大丈夫、大丈夫、幼女が可愛かわいく踊ってるだけなんだからな。法に触れることはなに一つないだろ！」

「まあ、そうなんですが……」

　それこそ、いかがわしく感じるほうがおかしいんだけど……腑ふに落ちない。

　瀬せ紀き屋やさんは接客に戻り、くーはあちこちのお客さんに呼ばれて芸を披露して──

「ふー、終わりました、せんせー。私、今日もよく働きました」

「完全無料パスをもらってもいい働きっぷりだったね……」

　ウチの可愛いくーが、労働力としてこき使われていたとは……。

「いろんな猫ちゃんと遊べるので楽しいです。おまけに、ケーキとかクッキーとかおごってもらっちゃえます」

　そのとおり、お客のみなさんは猫にエサを与えるみたいにくーにごちそうしてた。

「猫カフェなのか、幼女カフェなのかわからなくなってきたね……」

　幼女カフェなんてあったら、ソッコーで経営者がお縄だろうな。

「あ、あの、せんせー？」

「うん？」

「お仕事も終わったので、ちょっといいでしょうか？　あの、来らい羽はおねーさん」

「おお、この前言ってた件だな。休憩室、使っていいぞー」

　この前の件？　休憩室？

　なんだかよくわからないうちに、今度はくーに連れられて休憩室へ。

　ねこらにゃの休憩室は、僕も何度か使ったことがある。

　今はお店が混んでいて、店員さんたちがフル稼働中なので無人だ。

「ちょっと待っててくださいね、せんせー」

　くーは、室内のロッカーから紙袋を取り出し、後ろを向いてなにやらゴソゴソし始めた。

「準備できました、せんせー！　見てください！」

「な、なにしてんの、くー？」

　くーは帽子を取って、代わりに白いネコミミをつけて。

　お尻には、同じく白いふわふわしたしっぽがくっついてる。

　というか、しっぽがセーラー襟ワンピのスカートの裾をめくっていて、ピンクと白の縞しまパンが丸出しだ。

　くーは、丸出しのパンツも気にせずに、軽くステップを踏みながら──

「ねこねこね～こ～、ねこにゃんにゃ～ん、宇宙で一番、ねこらにゃにゃんにゃ～ん♪」

　気の抜けるような、それでいて可愛かわいらしい歌声を披露してくれた。

「ど、どうでしょうか？　ねこらにゃのイメージソング（振り付き）です」

「ちょ、ちょっと待った。くー、それってパクリなんじゃ？」

「えっ、ダメですか……？　この前、来らい羽はおねーさんと一緒に考えたんですけど。踊ってよーつべに上げるだけなら誰も文句は言わないだろうって」

「それはそうだろうけど、まあ……いいのかな？」

　ギャラマのあのＣＭはもう流れてないし、くーみたいな子供が踊って動画をアップするだけなら誰も目くじらは立てないだろう。

　正直、すっごく可愛かったしなあ……。

「って、その格好じゃダメだよ!?　パンツ、パンツ見えちゃってるから！」

「あ、そうでした。せんせーの前では──特別でぃれくたーずかっと、きゃすとおふバージョンでお見せします！」

「あっ!?」

　くーは、ばさっとセーラー襟ワンピを脱ぎ捨てると、キャミソールとパンツだけの格好になって、再び──

「ねこねこね～こ～♪」

　ヤバい、ヤバすぎる……ディレクターズカット版だかキャストオフ版だか知らないけど、これを店員さんが出入りする部屋で見せられるのは危険すぎる……。

「くー、それはダメ！　服を着なさい！　そのダンスは僕ん家ちでじっくり見せてもらうから！」

　自宅に連れ込んでやらせると、余計にヤバい気もするけど。

　僕はくーが脱ぎ捨てたワンピを拾い上げて、彼女の身体からだに押しつける。

　勢いで胸に触ってしまい、ぷにっと柔らかな感触が伝わってくる。

「あうんっ♡　せんせー、ちょっと痛いですよ？」

「あ、ごめん。大丈夫、くー？」

「だ、大丈夫だと思いますけど……せんせー、ちょっと見てもらえますか？」

　くーはキャミソールの胸元を引っ張って、僕に見せてくる。

　屈かがんで、その服と肌の間を覗のぞいてみると──

　かすかにふくらんだちっちゃなおっぱいと、その頂点がちらりと見えそうだ。

　ええと……特に赤くなったりはしてないかな……？　このピンクの部分はアレだし。

「んんー……ちゅうっ」

「んっ!?」

　くーが目を閉じて、顔を真っ赤にしながらちゅっと可愛く口づけてきた。

　かすかにだけど、確かに……触れたよね？

「なっ、なにしてるの、くー。頬ほおとか額ならともかく、唇はダメでしょ……？」

「く、唇じゃないと、せんせーは子供とちゅーしてるとしか思わないからです。が、がんばりました、私」

「……というか、ハメたよね、くー」

　胸を覗のぞかせて、僕が屈かがんだ隙を狙ってキスしてくるとか……知能犯だ。

「なっ、なんだと……みんなの憩いの場、癒やしの猫カフェの休憩室で、男子高校生が小学生の少女とキスしたとか、ハメたとか……馬鹿な……」

「瀬せ紀き屋やさん!?　待って、これは誤解……じゃないけど、僕は無実です！」

「よし、彩さい木ぎ殿。修道院に行こう。神の御おん前まえでも同じことが言えるか？」

「うっ、それは……」

「ま、待って！　くーが、せんせーにちゅーしたの！　だから、じあんじゃないの。たいほしないでーっ！　せめて、しっこーゆーよで！」

「くー、その生々しい単語はやめて！」

　ああ、店員さんの憩いの場が修羅場に！

　ねこらにゃは僕の癒やしの場だったはずなのに！

　ていうか、これでもうキス三連発なんですけど、今日はいったいどうなってるの!?







「た、ただいま……」

　なんとかマンションに帰り着いた──

　時刻は午後四時、夏なので全然明るいし、まだまだ暑い。

　僕は額に浮かんでいた汗を拭って──

「……って、涼しっ！　ちょっと美み春はる、いくらなんでもエアコン効かせすぎ！」

　我が家に一歩入ったとたん、冷気に襲われた。これ、二十度切ってるんじゃ？

　急いでリビングに入ると──

「あ、おかー、お兄ちゃん」

「おかー、じゃないよ、美春！」

　妹は、いつもの定位置のソファに寝転がっていた。

　下着代わりの白いキャミソールに、水色のパンツ。

　そばには白猫のかごめもいて、いつもどおりやる気なさそうにゴロゴロしてる。

　一人と一匹が、揃そろってやる気なさそう。

　今日はイベントが続いたので、いつもと変わらない我が家に安心──ってこともない。

「お昼の後片付けもしてない！　んん？　なに食べたの、美春！」

「〝イタリア人が認めないパスタ〟に〝ドイツ人がツンデレるソーセージを〟載っけて、あとは〝中国人が爆買いする餃ぎよう子ざ〟をオカズにしてみた」

「くっ、隠しておいたのに見つけられたか……！　なんて贅ぜい沢たくな食事を！」

　これらのめったに手に入らない貴重な食料は、妹のご機嫌を取るためのリーサルウェポンなのに。

「食べたものはしょうがないけど……エアコンの温度はもっと上げなさい」

　リモコンを手に取って、設定温度をいじる。

「ああっ、ひどい。お兄ちゃんが走り回って暑いだろうから、温度を下げておいたのに」

「嘘うそつけ、美み春はるが涼んでただけでしょ──って、なんで僕が走り回ったの知ってるの？」

「ああ、これだよ」

　美春は手に持っていたスマホを掲げてみせる。

「ＯＰＳをバージョン４・２にアプデしたんだよね。これまでは美春のスマホじゃないと使えなかったんだけど、複数のＯＳに対応しました。Ｗｉ‐Ｆｉ接続時の回線切断エラーを修正しました。移動速度の計測機能が実装されました。一部ＵＩを変更して、操作性を向上させました。お兄ちゃんインフォメーションの参照項目を加筆しました」

「なに、そのアプデ情報。なんか聞き捨てならないものもあるね……」

　僕は美春のスマホを手に取って、ＯＰＳを見てみる。

　地図が表示されていて、僕の顔をデフォルメしたらしきアイコンが自宅マンションに重なってる。

「僕の移動スピードまでわかるのか……あれ、もう一つウチにアイコンが……これって美春？」

「そう、今回のアプデでＳＩＤシドメンバーの現在位置も表示可能にしてみました。その上で、ＳＩＤメンバー全員にＯＰＳを配布しちゃった♡」

「へえ、会長たちもＯＰＳを……って、なんてことを！　それじゃ、みんなに僕の位置がダダ漏れってことじゃないか！」

　複数のＯＳに対応ってそういうことか！

「ＳＩＤはお互いの位置がわかるようになったから。これで、みんなの牽けん制せいも激しくなるね。面白くなりそう」

「僕、面白くない……」

「新バージョンはバグフィックスが終わってないから、表示がめっちゃズレたりするけどね。昨日は、縫ぬいちゃん先輩がアジスアベバにいたよ」

「……エチオピアの首都だっけ？　縫だと、本当にいそうなのが怖い」

　しかし、カレン会長と縫とくーが一人ずつ順番に僕のところに現れたのは新バージョンのＯＰＳを使ったからか。

　謎は解けたけど、全然嬉うれしくない……。

　今まで、ＳＩＤシドのみんなは美み春はるを通して僕の居場所を掴つかんでいたけど、手間を一つ省けるようになったってことだ。

「美春は、やっぱりプログラマーとかそういう方面へ進むの？」

「ここで、そんな質問？　お兄ちゃんってけっこう大物だよね。普通、自分の居場所を人に知られたらもっとキレるよ」

「……僕の器が大きいわけじゃなくて、いろいろありすぎて麻ま痺ひししてるのかもね」

　正直、居場所を知られるくらい、怒るほどではないというか。

「あー、プログラマーだっけ？　全然考えてないね。お父さんたちがキレるギリギリまで扶養してもらって、そこからお兄ちゃんマネーの傘さん下かに入っていく所存」

「子会社を設立する予定はないんだけど」

　傘下に入って僕からの資金を食い潰す気満々じゃないか。

「ところで、お兄ちゃんのほうは？　ジャンヌたんの人生は解明できた？」

「別に人生を解き明かすつもりはないから」

　そういえば、途中で終わりにしちゃったな。また図書館行かないと。

「ジャンヌたんって、やっぱ可愛かわいかったんだろうなー。金髪美少女で甲かつ冑ちゆう美少女とか夢がありすぎる」

「鎧よろいを着て戦場にいたなら、体格のいい女性だったんじゃない？」

「やめろぉー！　男子の夢を壊すなぁー！」

「おまえ、女子だよね!?」

　妹、中身がオッサンになるのこそやめろ！

「ああ、いや、僕の夏休みの課題なんかどうでもいいんだよ。よくないけど、今はいい。それより、なんでＳＩＤのみんなにＯＰＳを渡したの？」

「そんなん、お兄ちゃんももうわかってんじゃない？」

　よいしょ、と勢いをつけて美春が身体からだを起こした。

　僕から自分のスマホを取り返して、なにやら操作してからこっちに画面を見せてくる。

《ごめんなさい、今までみんなを騙だましていました》

《僕が藤ふじ城き真ま香か先生とお付き合いしているっていうのは嘘うそです》

《みんなから告白されて戸惑ってしまったので、とりあえず棚上げするために真香先生との関係を偽装しました》

「…………」

　表示されたＬＩＮＥの画面には、僕がＳＩＤのグループに送ったメッセージ。

　美春のアカウントを借りて、送らせてもらったものだ。

　それに対するＳＩＤメンバーの反応は──

《汝なんじ偽いつわることなかれだが、バレバレだった》

《じゃあ、真ま香かティーのこと一番好きなのはあたし？》

《せんせーになら騙だまされても怒らないですよ？》

《新人なのでコメントは控える。むしろマカ様が汚けがれなき女神確定でメシが美う味まい》

　というものだった。どのコメントが誰のものなのか、発信者を見るまでもない。

「……そういえばこのとき、美み春はるだけコメントなかったね」

「美春はもうわかってたもん。めんどくさいし」

「……こんなときでも、ものぐさなんだもんなあ」

　とにかく──美春のスマホに表示されてるとおり、僕はみんなへの大おお嘘うそを謝った。

　特に誰にも怒られなかったのが、むしろ申し訳ない……。

　でも、責められて楽になろうっていうのも図ずう々ずうしいか……。

「美春のおかげでみんなに本当のことを言う覚悟ができたよ。もうこれ以上、ごまかすべきじゃないって」

　元々、僕は騙すのも騙されるのも嫌いだ。

　もちろん些さ細さいな嘘も許さないなんてガチガチにお堅いわけじゃないけど、みんなからの告白への反応としては、最低だったと思う。

　それに、なにより──あの嘘は、僕の一番大事な気持ちにまで蓋をしてしまってた。

　偽いつわりの関係を続けていたら、あの人と正面から向き合うことなんてできない──

「そういや、藤ふじ城き先生もコメントしてないね。お兄ちゃんの共犯者だったのに」

「……仕事に復帰したみたいだし、忙しいんじゃないかな」

　実はあの人については、ちょっと困ったことになってる──

　なんとなく、美春には説明しにくいけど……。

「ふーん、そっか。ＳＩＤシドのほうは今日から動き出したみたいだね」

「だいぶ派手にね……」

「お兄ちゃんのこのメッセージが来てすぐに動いてもよかったけど、会長さんは全国模試、縫ぬいちゃん先輩はグラビアの仕事、くーちゃんはダンスのレッスンがあるとかで、時間かかったみたい。示し合わせて、今日から攻撃開始ってことになったみたいだよ」

「足並みの揃そろった組織だね……」

「ＯＰＳのアプデもちょうど終わったしね。こっちも再攻撃には新たな装備や戦術が必要だと思って。美春だけＯＰＳを持ってるのもフェアじゃないしね。みんなからいちいちお兄ちゃんの位置を訊きかれるのもめんどかったし」

「最後のが本音くさい……」

　そんな理由で、僕のプライバシーぶち壊しのアプリを無料配布されても。

「お兄ちゃんの行動範囲なんて美春と大差ないんだから、場所を知られてもあんまりデメリットもないよね？」

「……ソウデスネ」

　僕が大物かどうかはともかく、ＯＰＳ配布には問題あると思うが。

　まあ、怪しげな場所に出入りする趣味はないし、美み春はるほどじゃなくても出で不ぶ精しよう。

　確かに、居場所を知られたからどうだっていう話なんだけど……。

「いや、そうだね。信じてもらえてたかはともかく、僕が嘘うそをついたのは事実なんだから。これくらいは受け入れないと」

「……お兄ちゃん、ひねくれてるくせにお人ひと好よしなんだよねえ」

「なに、その呆あきれた言い方」

　自分がお人好しだとも全然思わないけどなあ。

　人がいい奴やつは、教師にケンカ売ったり、トラブルの解決で暗躍したりしないでしょ。

「そもそも、偽装したのって藤ふじ城き先生が言い出したんじゃないの？　お兄ちゃんの発想じゃないもん」

「……だとしても、真ま香か先生は困ってた僕を助けるためにやったんだよ。先生は悪くないでしょ」

「やっぱお人好しだわ……もー、本当に人がいいよ、ウチの兄貴は」

　美春は、立ったままだった僕の肩を掴つかんでソファに座らせると、ちゅっとキスしてきた。

「ちょ、ちょっと！　美春、当たり前みたいにキスしないように！」

「ふふふ、ＯＰＳを配布したって、美春にはお兄ちゃんにいつでもちゅーできるアドバンテージがあるんだよね」

「ないよ、そんなもん」

　だいたい、夏休みが終われば学校では美春とほとんど顔を合わせない。

「ところでお兄ちゃん、そのＯＰＳだけど」

　美春は、ぎゅーっと僕に抱きつきながら言ってくる。くっ、可愛かわいい妹め！

「アイコンが三つ移動してくるね。くーちゃん、会長さん、縫ぬいちゃん先輩だね。到着まであと二分」

「二分！　逃げる暇もないじゃん……って、別に逃げる必要もない？」

　今日の三人はやる気満々だったけど、命を獲とられるわけじゃない。

「どうかなあ。逃げないとやべーかも？　会長さんたちも健康な若い女子だからね。特に会長さんと縫ちゃん先輩なんかは、お兄ちゃんに相手してもらえなくて、豊満な身体からだを持て余してるだろうし」

「言い方！　もうちょっと言い方に気を遣おう！」

　あまり妹の下ネタとか聞きたくない。

「あ、でも僕が開けなければ会長たちだってマンションには入ってこられないよね」

　誰かさんがおっしゃるには、このマンションは〝鉄壁の防御〟らしいし。

「あ、最近くーちゃんがよく来るから、予備の鍵貸しちゃった。てへ♡」

「おおいっ！　くーならいいけど、合鍵は簡単に貸しちゃダメだからね!?」

　じゃあ、ＳＩＤシドのみんなが入ってくるのは時間の問題じゃないか。

「便利なアプリを入れると使いたくなるのが人情だから、今はＳＩＤのみんなも盛り上がってるんだよ。しょうがない、今回だけ美み春はるが助けてあげよう」

「原因は美春にも大いにあるからね？」

　ともかく、助けてもらえるのはありがたい。

　嘘うそを白状したのに、結局逃げ回ってるのは情けないけど。

　まさか、ＳＩＤのみんながここまで猛攻を開始するとは思わなかったからなあ。

　たった二分でどうやったら逃げられるの……？







　僕が生まれたときから住んでいるマンション──その別フロア。

　目を閉じても行けるくらい、通い慣れた部屋の前で足を止めて、チャイムを鳴らす。

「はーい、お待た──せ？」

「どうも、詩し夜やちゃん」

　ドアを開けて現れた詩夜ちゃんに、手を上げて挨拶する。

　でも、詩夜ちゃんのほうは完全にフリーズしてた。

「ちょ、ちょっと！　なんでマコが来んの!?　『今から行く』ってＬＩＮＥ送ってきたのハルだったのに！」

「ああ、詩夜ちゃんに匿かくまってもらおうって、美春がさっさと連絡しちゃって」

　詩夜ちゃんは髪が濡ぬれていて、身体からだもバスタオルを巻きつけただけの姿だった。

「とりあえず、入るね。そういえば、詩夜ちゃん家ちはけっこう久しぶりだなあ」

　サンダルを脱いで、上がらせてもらう。

　詩夜ちゃんも我が家に普通に入ってたけど、勝手知ったるのはこっちも同じだ。

「さすが、幼なじみ……このアタシの官能ボディにも動じないとは。なんか、女として負けた気さえするよ」

「カテゴリー的に、詩夜ちゃんって美春やくーと同じなんだよね。ＪＤバージョンは一年くらいほとんど会ってなかったから、最初はちょっと馴な染じめなかったけど、やっぱ詩夜ちゃんは詩夜ちゃんだなあって」

「すっげー馬鹿にされてる感が……アタシの大学デビューが無駄になってない？」

　大学デビュー、とうとう認めちゃうんだ。

　遂ついにあきらめた詩夜ちゃんに案内されて、リビングに入る。

　ああ、家具とかあまり昔と変わってないな……それになつかしい匂いがする。
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「はい、マコ。麦茶しかないけど、いいよね。今日はママも出かけててさ、なにがどこにあるのやら」

　詩し夜やちゃんは、バスタオル姿のままキッチンに行って、麦茶が入ったグラスを運んできた。

「あれ、タピオカミルクティーじゃないの？」

「そんなもん家で出すわけないでしょ。アタシ、あれ好きじゃないし。友達と一緒じゃなきゃ飲まないっつーの」

「友達と一緒なら飲むんだね……」

　真ま香か先生の高たか嶺ねの花はなキャラほどじゃなくても、詩夜ちゃんも普段から自分を演出してるみたい。

「はー、麦茶美お味いしー……お風呂上がりの一杯がたまらない。アタシも今帰ってきたばっかなんだよ。汗かいて気持ち悪かったから、シャワーしてたってわけ」

「ああ、そんなときにごめん。でも、すぐに逃げ込めるのがここしかなくて」

「事情はハルがＬＩＮＥで説明してたよ。つーか、なにしてんのあんた？」

「ホント、なにしてんだろね……」

　美少女三人から逃げ回ってるとか、人が聞いたら何様なのかと思われる。

「ま、ＯＰＳ……だっけ？　そっちはハルが適当にごまかしてくれるらしいから、しばらくここで時間潰してたら」

「……詩し夜やちゃんは、特に変わりないんだね」

「あー、アタシ？　アタシは慌てる必要ないもん。他の子たちとは積み重ねた時間が違うっていう、絶対的なアドバンテージがあるし」

「さらっと言うね……でも、それなら美み春はるだって」

　僕は、なんの話をしてるんだろ。詩夜ちゃんに好かれてるのを前提にしちゃってる。

「意外とハルが一番の強敵かもねー。でもまあ、ＳＩＤシドのみんなを裏切るのは悪いけど、アタシには仲間よりマコのほうが重要。お姉さんとしては、マコが困ってたら助けるのは当たり前だね」

「おかしいな……詩夜ちゃんはもっと意地悪だったはず。なんなら、積極的にＳＩＤに僕を差し出すくらいは……」

「じゃあ、そうしよう。ちょっと待ってて、もうあの子たちもマンション着いてるよね。まずアタシとのツーショット写真を送ってみようか」

「わーっ、待った待った！　めっちゃ誤解されるでしょ！」

　僕がバスタオル姿の詩夜ちゃんと一緒とか──前の真ま香か先生との焼き肉デートなんて目じゃない誤解を招く。

「もう遅い。たまにはお姉さんの恐ろしさを思い出しなよ」

「マジでスマホ取り出さないで、詩夜ちゃん！　ちょっと、お願いだから──」

「あ、こら！　本気にしな──うわっ!?」

　詩夜ちゃんがいつの間にか手に持っていたスマホを取り上げようとして、もつれ合ってしまう。

　ああ、このパターンは──

「……………………」

「……………………」

　案の定、僕が詩夜ちゃんをリビングの床に押し倒した格好になってしまう。

　しかも、バスタオルが外れかけて、胸や太もももほとんどあらわに──

「……まさか、マコに押し倒される日が来るとは、子供の頃は想像もしなかったよ」

「詩夜ちゃんがＳＩＤに加わったあたりから、こんな展開があるんじゃないかと嫌な予感はしてたよ……」

「あんた、こんな美人のお姉さんを押し倒しといて〝嫌な予感〟とは言ってくれるね」

　確かに、相手が詩夜ちゃんとはいえ、これは大変よろしくない。

　いや、いくら幼なじみのお姉さんといっても、詩夜ちゃんは可愛かわいいし、言いづらいけどスタイルもよろしい。

　湯上がりでまだ火ほ照てっている肌が、なんとも言えず色っぽい。

　まさか、子供の頃から知ってるお姉さんにそんな感想を持つ日がくるとは──

「ねえ、マコ。他のＳＩＤシドの子たちとはこういうことしてんの？」

「こ、こういうことって……」

　してない、とはとても言えない。

「うーん、してるんなら悔しいなあ。ＳＩＤでは新人でもマコ歴れきでは一番の古参なのに」

「マコ歴ってなに!?」

　僕は覚えてないけど、詩し夜やちゃんとは赤ん坊の頃から面識があったらしい。

　そう考えると、美み春はるよりも詩夜ちゃんのほうが付き合いが長いとも言える。

「んっ、ちゅっ」

「…………!?」

　突然、詩夜ちゃんが僕の頭を引き寄せて唇を重ねてきた。

　ちゅっと軽く触れただけで、手が離される。

「……いやー、まさかアタシのファーストキスをマコにあげることになるなんてね。アタシ、ショタ趣味はなかったはずなのになあ」

「ショタって言わないでくれる？」

　僕はちょっぴり小柄なだけで、決して子供じゃないです。

「でもまあ、マコは昔から可愛かわいかったから。アタシもずいぶん可愛がってきたよね」

「違う意味での〝可愛がり〟だったような」

「ああ言えばこう言うところは生意気だけど、むしろ生意気なトコを見たくてからかってたところはあるね。んー、可愛い可愛い」

　詩夜ちゃんは身体からだを起こすと、またちゅっちゅと唇にキスしてきた。

「し、詩夜ちゃん……さっきのがファーストキスだったんでしょ。い、いきなり慣れすぎじゃない……？」

「マコが相手だと、こうするのが自然って感じだなー。んー、ちゅっ」

「んっ……わっ、待って、待って……！」

　僕は全然慣れないんだけど！

「ていうか、詩夜ちゃん！　そろそろタオルを直して！」

　もうタオルが完全に外れて、おっぱいが丸見えになってるよ！

　縫ぬいや真ま香か先生には及ばなくても、やっぱりけっこう大きい……少し動くだけで、たゆんたゆん揺れてるし！

「おおっと、ちょっぴりサービスしすぎたかな」

　詩夜ちゃんはさすがに恥ずかしそうに笑いながら、タオルを巻き直した。

　タオルを巻いてるだけでも、充分に露出度高すぎなんだよね……。

「え、えーと……ＳＩＤのみんなはどうかな。うーん、ハルが細工したのかな。マコのアイコンは消えてるけど、みんなまだこのマンションにいるね」

「そりゃ、いきなり僕が消えたらおかしいもんね……」

「ついでにアタシのアイコンも消えてるから、ここに匿かくまわれてるとは思わないかな」

「じゃあ、悪いんだけど、しばらくここに置いてもらっていい？」

「もっちろん。パパもママも今日は帰りが遅いし。なんなら泊まっちゃう？」

「カレン会長たちも、暗くなる前には帰るでしょ。ああ、くーは送っていかないと」

「幼女ちゃんから逃げといて、心配だから送ってくの？　あんたも複雑な子だね」

「ほっといて。それはそれ、なんだよ。そういえば、詩し夜やちゃんも僕や美み春はると遊んだときは、必ずウチまで送ってくれてたよね」

「……そうだっけ？」

　詩夜ちゃんは、少しズレてきていたタオルを引き上げながら言う。

「同じマンションなんだから、わざわざウチの部屋まで送らなくていいのに。ずいぶん、僕らに過保護だったよね」

「うるさーい！　あんたらはアタシの弟と妹なんだから、当たり前っしょ！」

「うわっ……！」

　詩夜ちゃんは、また僕の頭を抱き寄せ、今度は自分の膝に強引に載せる。

　うわあ、剥むき出だしの太ももの感触が！　上を見たら、タオルを巻いただけのおっぱいが視界を塞いでるし！

「暴れないの、マコ。おとなしく、アタシに可愛かわいがられてなさい！」

「詩夜ちゃんのその格好で、この体勢はまずくない？」

「アタシはもう大人おとなだから、ちょっとくらいまずいことも全然オッケーよ」

　そう言いつつ、詩夜ちゃんの顔は真っ赤になってて、笑顔が強こわ張ばってる。

　大人だけど、恥ずかしいものは恥ずかしいみたいだ……。

「でもさー、マコ……」

「え？」

「アタシたちの行動って、マカ様にも筒抜けなんでしょ？」

「ああ、ＳＩＤシドのＬＩＮＥグループも見てるらしいし、情報も掴つかんでるみたいだね」

「それならさー……マカ様もなにか動きそうなもんじゃない？　少なくともマカ様は、マコと恋人だって偽装してまであんたを守ろうとしたんでしょ？」

「うっ……」

「もしかして、マカ様とケンカしてんの？」

「ま、まあ……」

　高校生が担任教師とケンカしてるっていうのも変な話だ。

　いや、ケンカというよりむしろ──

「それって完全に痴話ゲンカじゃん」

「そんなきっぱり言わないで！」

　ＳＩＤシドのみんなの猛攻が始まった──いや、真ま香か先生との偽装恋愛のおかげでストップしていた攻撃が再開された。。

　真香先生なら、ＳＩＤの再襲撃を全力で迎撃するのが自然な行動だ。

　たぶん、カレン会長でもなければ真香先生には一蹴されるだろうしね。

「ほらほら、お姉さんに言ってみ？　マカ様とどうなってんの？」

　うう、グイグイ来るなあ。

　美み春はるは追及しないでくれたけど、詩し夜やちゃんは説明しなきゃ引き下がらないか。

「……実は、温泉から帰ってから全然口を利いてくれない」

「口も利かない？　なんかそれって子供みたい……」

　詩夜ちゃんは、ぽかーんとしている。

　憧れの人のお子様みたいな行動を聞けば、幻滅するのも当然──

「うわーっ、マジで！　マカ様、可愛かわいいとこあるんだ！　やっぱ最っ高！」

「……信者って怖い」

　呆あつ気けにとられてるかと思えば、今度は大喜びだよ。

　真香先生が教師になってよかったのかもしれない……。

　新興宗教でも起こしてたら、とんでもないカリスマになってたのでは。

「でも、どうしよう。先生を怒らせちゃって……嘘うそはもうつきたくなかったけど、先生とケンカしたいわけじゃなかったのに」

「さすがにカテキョのアタシでも、マカ様との仲直りの方法までは教えられないな」

「そこまでは要求しないよ……」

「ま、あんたは悪知恵が働くんだから、じっくり考えれば。ほら、今のとこはアタシのおっぱいでも楽しんでおきなさい」

「わっ、また……！」

　詩夜ちゃんは、ぐいっと僕の頭を持ち上げるようにして、自分の胸に押しつけてくる。

　お姉さんの柔らかいおっぱいの感触に包まれながら──

　悪知恵が働くなんて心外だけど、いつもみたいな暗躍では真香先生と仲直りはできないだろう。

　ＳＩＤの再襲撃に加えて、真香先生との痴話ゲンカ──じゃない、ちょっとした衝突。

　こんなの、確実に僕の手に余る──

　だけど、逃げてばかりではもうダメなんだ。
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　新学期まであと一週間──

　高校二年の夏休みがあと、たった一週間で終わろうとしている。

　今年の夏は、ＢＢＱと温泉、それと数日だけ帰国した怪しい密輸業者の疑いがある両親とも旅行に出かけた。

　恐るべきお家うち大好きっ子の妹を強引に連れ出して、軽かる井い沢ざわへちょっとした避暑旅行。

　なにも考えずにぼーっと過ごせたのは、お疲れな僕にはありがたかった。

　イベントと言えばそれくらいだけど、充分だろう。

　外部受験組は、既にこの夏から勉強漬けになっているはず。

　僕もまだ進路を迷ってる場合じゃないかも。

「うーむ、僕はなにをしてるんだろう？」

　残り少ない貴重な夏休みを潰して、僕は聖せい華か台だい学院高等部に来ていた。

　一週間後には、嫌でもここにまた来なきゃいけないのに。

　部活でもなく、誰かから逃げてるわけでもなく、わざわざ学校に来るなんてなー。

「なにしてんの、彩さいくん？　ちゃっちゃと入ろうぜ？」

「なんか当たり前のようにいるね、縫ぬい……」

　今日は最初から学校に来るつもりだったので、制服を着てきた。

　同じく、縫も聖華台の夏服姿だ。今日もサマーニットを押し上げるお胸の存在感がハンパない。

「今日は、ＯＰＳを使ったんじゃないよ！　彩くんのプライバシーを尊重しようって縫ちゃんは心を入れ替えたから！」

「それはけっこうなことだけど、なんで僕が学校行くのわかったの？」

「今日は朝から、彩くん自宅前のギャラマで時間を潰したい気分だったんだよね」

「朝から見張ってたの!?」

　縫はいつからストーカーに!?

「彩くんがどこに行くかはわからなかったから、私服と制服、あとナース服とかも用意しといたよ」

「僕が病院行くとしても、ナース服を着る必要ゼロだよ」

　前に僕が風邪を引いたときに、縫がナースコスプレでお見舞いに来たことがあったっけ。

「この前さあ、私服だったからほしティーにめっちゃ怒られたし。場所に合わせた服装は大事なんだよ」

「私服のせいもあるだろうけど、その私服を脱いだから怒られたんじゃ……」

　雑な縫ぬいにしては準備がよすぎと思ったら、また先生に怒られたくないからか。

「それはいいよ。それより、夏休みにクラスの女子と一緒に学校って青春感ない？」

「縫は友達多いし、元から青春はたっぷりしてるでしょ」

「あたしのお友達関係は広く浅くだからなー。意外と遊んでないよ」

「そうでしたね……」

　なにしろ、縫は中等部時代までは地味で冴さえない女の子で、ぼっち気味だったんだ。

　なかなか、リア充にはなりきれないらしい。

「ま、あたしも彩さいくんの邪魔をしたいわけじゃないから。で、なにしに来たの？　あたしと制服プレイしとく？」

「邪魔する気満々じゃん……隠そうともしないのが縫らしいけど。真ま香か先生に会いにきたんだよ」

　僕は、ずばり言ってしまう。それこそ隠してもしょうがない。

　もちろん、詩し夜やちゃんに言われたことが気になったからだ。

　あれから何日か経たってるけど、未いまだに真香先生と会えていない。

　先生は毎日朝早くに出かけて、いくらお隣でも訪ねるのがはばかられるほど遅くに帰ってるみたいだ。

　仕事の都合だとは思うけど……やっぱり避けられてない？

「あー、あたしも真香ティーに会いたいな。ウチの事務所もまだ狙ってるらしいよ！　この前、動画がバズって、〝ウチが先に目をつけてたのに！〟って悔しがってたよ、社長」

「社長さんが目をつけてるの!?」

　縫のマネージャーさんが真香先生をスカウトしようとしてたけど、会社の上のほうにまで話が通っとるんかい。

「なにしろ、あたしを売り出したわけだからね。社長、見る目はあるわけだよ」

「うーん、残念ながら否定できない……正直、初めて縫のグラビアを見たときは胸大きいだけで他のグラドルと変わらないから売れないと思って、雑誌に載ってても読み飛ばしてたのに」

「読み飛ばしてたのマジだったの!?　同じクラスの女子が水着グラビアやってるんだから、見ようよ！」

　縫さん、本気で涙目になっていらっしゃる。

　残念ながらマジだけど、今後はちゃんと見ることにしてるから許してもらおう。

　どうでもいい話をしつつ、僕らは校舎内に入って廊下を進む。

「あ、そういえば、かいちょも学校来てるって言ってたよ。生徒会の仕事があるって」

「あれ、そうなんだ。言ってくれれば手伝ったのに」

　この前、図書館で迫られたときはびっくりしたけど、カレン会長も仕事中はおかしなマネはしないだろう。たぶん。

「じゃあ、先に生徒会室を覗のぞこうか」

　本当にカレン会長がいるのか確認しておくのもいいだろう。

　僕らは生徒会室に向かって──

「んん？　ああ、彩さい木ぎ慎まことに天あま無なし縫ぬいか。ちょうどいいところで会った」

「あ、せんせー、縫おねーさんも。こんにちは」

「あれ、縫ちゃん先輩がいる……おかしいな、今日はアルバカーキにいるはずなのに」

　一階の階段へ向かう廊下に、カレン会長とくー、それに妹の姿があった。

　みんな制服姿だ。美み春はるは校則無視のパーカーで、くーは初等部の制服だけど。

「アルバカ？　モコモコの可愛かわいいアレのこと？」

「ＯＰＳはまだ調子よくないみたいだね」

　縫は勘違いしてるけど、アルバカーキはアメリカの都市だ。大ヒットドラマの舞台になったことで有名。それはともかく。

「みんな、なんで学校来てるの？　美春も珍しく出かけたと思ったら」

「ていうか、あたしと詩し夜やパイセンだけがハブられてる!?　ＳＩＤシドの仲良しメンバーにいつの間にか溝が!?」

「詩夜ちゃんは英語サークルの合宿に行ってるよ。つまり……縫だけが？」
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「えぇっ!?　マジでハブられてる!?　おっぱいが大きいから嫉妬されてるの!?」

「こらこら、彩さい木ぎ慎まこと、わかっていて天あま無なし縫ぬいをからかうな。私たちがハブったりするわけがないだろう。特に私は神に仕える身だぞ」

　ええ、もちろんカレン会長たちがそんなことしないのは承知してますとも。

「学校に用があったのは私だけだ。この二人は、私に会いにきたんだ。今、生徒会室には珍しく別の役員もいるんでな、悪いが廊下で立ち話をさせてもらってる」

　カレン会長は苦笑すると、ポンと美み春はるとくーの頭を叩たたいた。

「もうすぐ新学期だからな。どう攻略するか、私に相談したいと」

「なんの攻略なんですかね……」

　じーっ、と僕は妹と幼女の顔を交互に見つめる。

　というか、それって美春たちが会長に相談することなのかな……。

　僕が言うのもなんだけど、ＳＩＤシドメンバーは突き詰めればライバル同士のはず。

「ちょっと待ったー！　出かけてる詩し夜やパイセンはともかく、みはるんもくーたんも、なんであたしに相談しに来ないの!?」

「えー、縫ちゃん先輩……たとえば美春がお兄ちゃんにどうやって兄妹きようだいの垣根を越えさせるかって質問したら、どう答える？」

「それは、がーっといって、どーんだよ！」

「えーと、会長さん、それで兄妹の禁忌を描いた小説の話、もうちょっと詳しく聞かせてもらえる？」

「無視！　彩木兄妹って、あたしに塩対応すぎない!?」

「今の、神対応を求めるのは無理があるんじゃないかな」

　縫らしいけど、なんの説明にもなってなかったし。

「あ、でもちょうどよかったかも。ＳＩＤのみんなと、天てんちゃんも呼ぼうかと思ってたんだよね」

「なに？　縫、またなにか企たくらんでたの？」

「ふっふっふー、イベントなら現役ＪＫのあたしにお任せだぜっ」

　縫は、ニヤリと意味ありげな笑みを浮かべてる。

　ここにいる女子四人は、一人を除いて全員現役ＪＫじゃなかったっけ？

　縫は背負っていたリュックを下ろして、中からなにか取り出した。

　着替えも持ってるらしいし、いろいろ持ち歩きすぎだろ。

「じゃーん、花火を買ってきました！　たっぷり楽しめるお徳用！　もうすぐ夏も終わりでめっちゃ安かったからたくさん買ってきたよ！」

「へぇ、花火か。縫にしてはまともすぎるくらいまともだね」

「褒められたー！　というわけで、今日は暗くなったら学校に再集合だ！」

「待て、天あま無なし縫ぬい！　花火はいいが、学校でやるつもりか!?　ダメに決まってるだろう！」

「えー、学校でやるのが青春っぽくていいのに……しょうがない、じゃあみんなで浴衣ゆかただけで我慢しよう！」

「天無縫！　浴衣を着るなんて誰も言ってないだろう！」

　ああ、女の子同士だけで会話が進んで、僕がツッコミ入れる暇もない。

「美み春はるもちょっと……浴衣なんて着にくいし、ダラダラしづらいし。美春、成人式でも振り袖なんてノーサンキューだよ」

「待った、美春！　成人式では絶対に着てもらう！　妹が成人式で振り袖を着ないなんて、兄の人生の三割を損なうくらいの仕打ちだよ！」

「急にお兄ちゃん入ってきた！　親ならともかく、なんでお兄ちゃんがそんなに気にするの！」

「いや、妹の成人式は普通に楽しみだよ。兄の常識だよ」

「そ、そうなの……？」

「せんせー、せんせー、私の成人式は？」

　くーが、くいくいと僕のズボンを引っ張ってくる。

「もちろん見に行くよ。なんなら、僕が振り袖を着付けできるように練習しておく」

「わー、楽しみです！　せんせーに振り袖着せてもらいますよ、約束です！」

「うんうん」

「「あほかーっ！」」

　ばしっ、ばしっと左右の肩を同時に叩たたかれて、小気味良い音が響く。

「び、びっくりした。どうしたんです、会長。縫も」

「……ねえ、かいちょ。あたしが言うのもなんだけど、彩さいくんを教育したい」

「私も同じことを考えてた。ウチは女子修道院だが、シスターたちにお願いすれば彩さい木ぎ慎まことを清らかに育て直してくれるかもしれない」

「…………？」

　僕、なにかおかしなことを言ったかな？

　くーの着替えをさせるなんて、当たり前のことなのに……。

　二十歳になったくーは、きっと可愛かわいくてスタイルも抜群だろう。

　成人くーの成長を確かめながら、振り袖を着せる日が楽しみだ。

「よし、彩くん。ちょっと保健室でも行って、あたしとイイコトしよ？」

「天無縫、今度はおまえか！　なんのつもりだ!?」

「彩くんに、ロリでも身内でもない女の子の良さを教えるのが手っ取り早いよ。なあに、これでもあたしはグラドルだから。魅力に不満はないはずだよん」

「ま、待て、神に仕える身の私が教えたほうがいいだろう。彩木慎、こっちに来るんだ」

「あ、ずるい。かいちょ、あたしが先だったんだよ！」

「…………」

　縫ぬいとカレン会長が交互に僕の身体からだを抱き寄せてる。僕の意思、無視。

　ぽよん、ぽよん、と僕の頭が縫と会長のおっぱいを行ったり来たり。

「いやいや、お兄ちゃんが一番知ってるのは、美み春はるの身体だよ？　イイコトするなら、美春がナンバーワンに決まってるよ」

「い、いえ、私なんて、せんせーの初恋の人の若いバージョンですから！　若いほうがいいですよね！」

「おかしいな、僕の人間性がぐんぐん地に堕おち続けてる気がするんだけど」

　なぜかみんな、いきなり捨て身になってるし。特に、くーがひどい。

「ダメっ、彩さいくんはあたしと一緒に、保健室で別の意味で花火を打ち上げるんだよ！」

「私の清らかな身体で、彩さい木ぎ慎まことの肉体の邪悪を退けるのだ！」

「せんせーに新しい扉を開かせるんだって、おかーさんが言ってました！」

「……ある意味、一番美春が後腐れないよ？　結婚できないから、逆にやりたい放題できちゃうんだよ」

「みんな揃そろって恐ろしいことを！」

　ＳＩＤシドの四人がぎゃーぎゃーわめきながら、僕を取り合いしてる。

　もの凄すごいハーレム感あるけど、どちらかというと迷惑なような──

「静かにしなさい！」

「…………っ！」

　響いた声の鋭さに、僕らはもちろん、カレン会長まで身体をびくりと強こわ張ばらせた。

　くーなんかは、がくがくと震えてる。

「まだ夏休みだからって、校舎で騒いでいいことにはならないわ。陣じん所しよさん、生徒会長のあなたがいながらなにをしているの？」

「も、申し訳ありません、藤ふじ城き先生……」

　そう、現れたのは真ま香か先生だった。

　いつもの白いブラウスにタイトなミニスカート姿、胸のところに書類らしきものを抱えている。

「神しん樹じゆさんも、初等部の子が来てはいけないとは言わないけれど、校内で騒ぐようなら初等部に連絡するわよ」

「ご、ごめんなさい、真香ちゃんせんせ──藤城せんせー……」

「わかればいいわ。わたしこそ、大きな声を出してごめんなさい。ああ、天あま無なしさん、夏休みの課題は終わらせてる？　去年、半分しか出さなかったのでしょう？」

「こ、今年はなんとか……あと一週間あればたぶん全部……」

「それならいいわ。彩さい木ぎさんは、始業式の日くらいは制服をきちんと着てくるように」

「……ふぁーい」

　なんか、いつもより真ま香か先生の高たか嶺ねの花はな感が凄すごい……。

　最近は、ＳＩＤシドの前ではだいぶ砕けてたのに。くーや美み春はるは名前で呼んでたのに、今は苗みよう字じ呼びなのも怖い。

　少し話さないうちに、ずいぶんと迫力がついた……いや、元からこうだったっけ。

「彩木くん、君はちょっと英語科準備室に来なさい。今日は他の先生もいらっしゃってるから、余計な騒ぎは起こさないようにね」

「は、はい」

　ＳＩＤのみんなも、真香先生が僕を連れ出すことに文句はないみたいだ。

　最近の真香先生はＳＩＤとも距離が縮まってたけど、今日の先生は完全に〝先生〟って感じだ……。

　真香先生は──僕にとっても、一人の先生に戻ってしまったんだろうか。







　英語科準備室は無人だった。

「え？　他の先生もいるって……」

「あれは嘘うそよ」

「ズバッと！　僕は嘘が嫌いなんですよ！」

「世の中は優しくないのよ。世間の人たちがみんな、君が嫌なことをやらないでいてくれるわけじゃないの」

「……今日は本当に先生らしいことを言いますね」

「何度も言うけど、先生だもの」

　僕ももう、真香先生が先生であることに文句はない。

　藤ふじ城き家に隠された秘密の聖域を見たんだしね。

　それに最近の先生は──いや、それは言うまい。

「そんなことより、彩木くん。気をつけなさい。さすがに聖せい華か台だいでも、〝不純異性交遊〟で処罰されることはないけど、君の場合は元から先生方からの評判が芳かんばしくないんだから。女の子と騒いでるだけでも、教師に見つかったらうるさいわよ」

「……一ミリも反論できないのが辛つらいですね」

「夏休み前の陣じん所しよさんの事件、公式には彩木くんが黒幕ってことになってるのも忘れないように。君は陣所さんみたいに、模試で評価を挽ばん回かいできるわけでもないでしょう」

「え、ええ。そりゃ……無理ですね」

　今日は久しぶりに口を利いてくれるけど、どう見てもツンツンしてる。

　疑うたぐり深ぶかさに定評のある僕の目をもってしても、演技には見えない。

　普通に、問題のある生徒にお説教してるだけって感じだ。僕にはお馴な染じみの展開だけど、お説教をくらわしてきてるのが真ま香か先生っていうのが……。

「え、えっと……先生、お仕事大変そうですね」

　真香先生の机、えらくひどいことになってる。

　どっさりと書類の山が積まれていて、今にも崩れてしまいそうだ。

　その隙間に置かれたノートＰＣも、デスクトップ画面に大量のファイルが並んでる。

「ケガで休ませてもらっても、わたしの仕事を他の人がやってくれるわけじゃないのよね。おかげでこんな有様よ」

　真香先生はあくまでクールぶってるけど、マジで大変なんじゃないかな。

　僕ならこんな大量の仕事を目の前に積まれたら、南の島に逃げたくなりそう。

「今頃は、夏休みの課題を大慌てでやってる子も多いでしょうけど、教師だって同じよ。二学期の授業計画、テストの準備、それに二学期はイベントも多いから」

「体育祭、生徒会長選挙、文化祭……ああ、二年生は修学旅行もありますね」

「一言で言うと……死ねるわ」

　ああっ、真香先生の目からハイライトが消えてる……！

「こんな仕事まみれで死にかけてるときに、校舎でぎゃーぎゃー騒がれれば八つ当たりもしたくなるわよ！」

「ズバッと本音出ましたね！」

「……はっ！　し、しまった……！」

　真香先生は、ぷいっと僕から目を逸そらした。

　さっき一瞬、本音が出たというか──いつもの真香先生に戻ってたな。

　ツンツンモードを維持しきれなくなったかな……？　さすがポンコツ。

　いや、そんなことより。一瞬でも隙を見せてくれた今なら話せるか──

「真香先生……やっぱり、僕がＳＩＤシドに恋人関係が偽装だったって白状したのを怒ってるんです……よね？」

「怒ってないもん」

「もんって」

　即答な上に、また幼児退行してるよ。

「ふん……彩さい木ぎくん、最近ＳＩＤに追い回されているんでしょう？　自業自得だわ」

「まさにそのとおりですけど、唇を尖とがらせて言わなくても」

　そんな子供みたいなこと、本気で思ってないんじゃないかな。

「でも、偽装を提案したのはわたしだものね。結局、ＳＩＤを騙だましていたことがバレちゃって、わたしを恨んでるんでしょう？」

「え？　いえいえ、なんでそうなるんです！　提案したのは先生でも、それに乗っかったのは僕ですから！」

　僕に騙だます気がなければ、すぐに訂正することだってできたんだし。

「本当に？　彩さい木ぎくん、本当に怒ってないの？」

「むしろ、先生が僕に怒ってるのかと思ってるんですって……」

　もしかして、僕が怒ってないか確かめたくてここに呼んだのかな……？

「わたしは別に怒ってなんか……例の偽装は、わたしとしても時間稼ぎ程度のつもりだったから、充分に成果はあったと言うべきね」

「時間稼ぎは……確かに意味はあったかも。今は、ＳＩＤシドに追われるのは承知の上で、覚悟する時間もありましたからね」

「覚悟が決まってる割に、逃げ回ってるみたいだけど？」

「うっ……ＳＩＤに告られた当初は、カレン会長や縫ぬいのことはあまりよく知りませんでしたから。美み春はるやくーの告白なんて信じられませんでしたし……今は、多少なりともみんなのことをわかってるだけマシですよ。対応もしやすいですし」

「そうね、彩木くんは陣じん所しよさんや妹さんの唇の感触も知ってるものね！」

「そこでキレるんですか!?」

　実は、縫やくーともキスしたなんて話したら、キレるだけでは済まないのでは。

「い、いえ、だから怒ってないわよ。もう偽にせの恋人関係でもないものね。わたしなんて、ちょっと美人でおっぱいが大きくて、男の子の夢といってもいいえっちな大人おとなの女なだけで、君にはただの先生だものね！」

「自慢してるのか、自虐なのかどっちなんです……？」

「ふん、ただの先生としては、女の子に追いかけ回されて校内で騒ぎを起こさないように注意したかっただけよ」

　真ま香か先生は、机の上の書類を手に取って、トントンと角を揃そろえてる。

　というか、とっくに揃ってるのに、ずっとトントンしてる……。

「ま、問題児の状況も確認できてよかったわ。ただ、君とＳＩＤでトラブルが起きてても今のわたしには手の打ちようがないのよね。忙しすぎて」

「あ、真香先生の目のハイライトがまた消えてる……！」

「ハイライトも消えるわよ。いくらわたしが仕事中毒でも、この分量を前にしたら怯ひるむわね。しかも大変な事実を教えておくと、我が聖せい華か台だいでもペーパーレスが急速に進んでいるのよ」

「ば、馬鹿な……」

　ペーパーレスが進んで、この書類の山だと……。

　ＰＣにはいったいどれだけの仕事が積まれているというのだ……ごくり。

「そういうわけだから、君の危機を聞いても手を貸せないのよね。ただの教師のわたしにはね」

「…………」

　真ま香か先生が忙しいのは間違いないだろう。

　なにしろ、現実に山積みの仕事がここにあるんだから。ただ──

　もしかして僕は、取り返しのつかないことをしてしまったんだろうか。

　あくまで終わったのは偽装の恋人関係。それだけのはずだけど──

「意外と、もろいものでしたね……」

「え？　彩さい木ぎくん、なんのこと？」

「前から気になってはいたんですけど、僕と両想いになったら教師を辞めるっていうのも……そういうことですよね？」

「彩木くん……？」

「結局、僕と真香先生は教師と生徒。せいぜい、偽装で……その、付き合ってることにするのが精一杯でしたよね」

　あああああ、僕はいったいなにを言ってるんだろう。

　ふてくされてるのは真香先生のほうのはずなのに、僕がすねてるみたいだ。

「いえ、社会人なら──特に先生って職業は責任が重いことくらいはわかってます。あれ？　わかってるのになにを言ってるんだろう、僕は……」

「さ、彩木くん……急にどうしたの。ちょっと待って、わたしもやりすぎた……？」

　真香先生が手を伸ばしてきて、僕の肩を掴つかもうとする。

　僕は、思わずその手を避よけてしまい──

「す、すみません。今言ったことは忘れてください」

　ＳＩＤシドに追いかけ回されてたせいで、真香先生にまで意識が向いてなかっただけで。

　最初から、ふてくされていたのは僕のほうだったのか。

　ああ、本当に子供だなあ、僕は──

「せ、先生も大変だと思いますが、無理はしないでください。先生が倒れたら、また天てん華かさんが心配しますよ」

「……彩木くん？　君、大丈夫なの……？」

「僕は、記憶力以外はだいたい大丈夫です。すみません、帰ります。お仕事の邪魔をしてごめんなさい」

　僕は、ぱっと身を翻ひるがえして英語科準備室を出て行く。

　たぶん、真香先生が本気で追いかけてきたら、僕なんかすぐに捕まっちゃうだろう。

　でも、先生は準備室から出てこなかった──いや、僕の発言がいきなりすぎて追いかける気を削そがれちゃったのかもしれない。

　それとも、仕事中毒のあの人のことだから仕事に戻ったのか──

　失敗した、失敗した、大失敗だ……！

　あれじゃあ、まるで真ま香か先生を責めてるみたいだった。先生はなにも悪くないのに。

　自分から偽にせの恋人関係を終わらせておいて、困ってるのは先生じゃなくて僕。

　そうか、やっとわかった。

　僕は真香先生が教師を辞めることのない、ニセモノの恋人関係に心地ここちよさを感じていたんだ──







　つい、早足になってしまう。

　廊下を走ったら、また怒られそうだけど、これくらいなら許されるだろうか。

「……わっ!?」

「きゃー！」

　と、昇降口へ向かう曲がり角で、誰かにぶつかってしまう。

　どさっ、とその人は尻餅をついてしまい──僕も転んでしまう。

「痛いたた……こらー、気をつけなさい！」

「す、すみません……あ、ひより先生」

　目の前で尻餅をついているのは、長身スレンダー美女のひより先生だった。

「……ん？　な、なんですか、その格好は？」

「白衣水着だけどなにかー？」

　ひより先生はいつもの白衣姿──なんだけど、白衣の下がなぜかワンピースタイプの水着だった。

「……今日は水着ＮＧじゃないんですね。というか、なんですかその格好？」

「いきなり人の服装に文句をつけるとは、相変わらず教師に反抗的だねえー」

　反抗したわけじゃなくて、ごく普通の反応じゃないかなあ……。

　白衣と水着というミスマッチな格好は、なぜか妙にエロい。

　ひより先生は、お尻をはたきながら立ち上がった。

「私は、水泳部の顧問なんだよー。部員の指導に行くところ。こう見えても、現役時代は〝聖せい華か台だいのノーチラス号〟って呼ばれてたんだからー」

「沈みっぱなしじゃないですか」

　泳ごうよ、水泳部だったなら。

「あ、そうだ。さいっぎー、まかまかには会った？」

「え、ええ。ついさっき。だいぶお忙しそうでしたね」

「ふむ……なら、ちょっと一緒に来なさい。ちょっとお話があるからー」

「あれ、水泳部の指導に行くのでは？」

「だから、一緒に行くんだよー。おいでおいで」

「えーっ」

　クラスの奴やつらが言ってたけど、確かウチの水泳部って──

　と、校舎を通って、体育館横にあるプールへ。

　そして──

「……本当に僕がいていいんですか？」

「もっちろーん。部員たちもおっけーって言ってるし」

　僕は、ひより先生と並んでプールサイドのベンチに座っている。

　ビーチパラソルが立ててあって、日陰になっているのがありがたい。

　プールでは、スクール水着の部員たちが練習中だ。

　部員は女子しかいない。そう、高等部は女子水泳部だけなのだ。

　クラスには、女子のみの水泳部に興味津々の男子たちが多い。馬鹿ばっかりだ。

　ちょろっとお話しした、泳ぎの邪魔になりそうな立派な胸部を持つ部長さんは「彩さい木ぎならいいよ。教師以外には無害だし」とおっしゃってた。

　三年生の人にまで、僕の教師嫌いが伝わってるんだね。知ってたけど。

「ねーねー、さいっぎー。ウチの女子部員たち、可愛かわいいでしょ？」

「美人揃ぞろいって噂うわさは本当だったんですね。水泳部の見学をしたなんて言ったら、友人たちに絞め殺されそうです」

「シメられる前に、ウチの部員、一人くらいお持ち帰りしとく？」

「どんな顧問ですか!?」

「冗談だよー。一人、変なのがまじってるけど」

「ああ、まじってますね……」

「きゃっほーう、冷たくて気ん持ちいいーっ！　おーっ、彩さいくん、ひよティー、あたしの華麗な泳ぎ、見ててね！」

　なぜか、スク水姿の縫ぬいが水泳部の部員たちと一緒に泳いでる。

　縫は、制服やナース服だけじゃなくて水着も持っていたのか。準備よすぎ。

「ところで、さいっぎー。真面目まじめな話なんだけど」

「あんまり真面目な話ができる環境でもないですが……なんですか？」

「実はさー、私も聖せい華か台だいの卒業生で、まかまかは一つ下の後輩だったんだよねー」

「へぇ……そういえば、真ま香か先生がウチの学校の教師は卒業生が多いって言ってました」

「そうそう、まかまかの場合は大学は外部に進んじゃったけど。私が高等部二、三年のときは付き合いがあったんだよねー」

　ひより先生は話しつつも、生徒たちから目を離してない。

　顧問としての仕事はきちんと果たしてるみたいだ。

「ＢＢＱのときもちょっと話したけどさー。さいっぎーは、まかまかのこと、どこまで知ってるの？」

「どこまでって……家庭の事情、みたいなことは多少知ってますけど……」

「じゃあ、ご両親とか妹ちゃんのことは知ってるんだね？」

「ええ、一応……」

　妹である天てん華かさんのことは、先生方はみんな知ってるんだろう。

　真ま香か先生のお父さんの破産や、ご両親の離婚まで周りに知られてたって話だしなあ。

　意外と、子供の頃の話って延々と伝わり続けたりするみたいだ。

　僕の教師嫌いになった幼稚園時代の話だって、未いまだに校内で知られてるしね……。

「私なんかはさー、社会に出てからはいろいろあったけど、学生時代は平凡そのものだったからねー。まかまかの苦労とか、正直理解できるとは思えない」

「はぁ……」

　すみません、ひより先生が平凡だったって話は信じられないです。

　おっとりマイペースで、生徒たちにも「何者なのかわからん」と言われてる女性教師が、社会人になってからいきなり非凡になったとは思えない。

「さいっぎー、なにか疑ってるみたいだけど、平凡な女にも一つや二つの謎はあるのだよ、ふふふー」

　ひより先生は不敵に笑って、左手を顔の前にかざした。その薬指には指輪が光ってる。

　でも、この先生が結婚してるって話は誰も聞いたことがないとか。

　ひより先生の指輪はただの男除よけだとか、むしろ人妻のほうが興奮するとか、いろんな意見が主に校内の男子から出ている。

「高等部時代のまかまかは凄すごかったよー。エピソードは山ほどあるね。告白千人斬りとか、実は先生に頼まれてテスト問題をつくってたとか、いろいろ噂うわさがねー」

「んなアホな」

　千人って三学年の男女を合わせた数と大差ないやん。

　テスト問題の話に至っては、法的な問題すらありそうだよ。

「ま、そんな話が出るほどって──こらーっ！　ゴール前で気を抜かない！　最後まであきらめない奴やつが、〇・〇一秒を縮めて勝つんだよ！」

「はっ、はいっ！」

　ひより先生に怒られた女子部員が、びくりと顔を強こわ張ばらせる。

　授業では悟りでも開いてんのかってくらい穏やかなのに、部活ではけっこうスパルタなんだなあ。

「おっと、話の途中にごめんねー。そうそう、陣じん所しよさんが全国模試を受けたって？　職員室でも話題なんだよ。もしかすると上位に入るんじゃないかってー」

「急に話が変わりましたね。上位どころか、カレン会長は本気で一位を狙ってますよ」

「全国模試ともなれば、校内の試験とは全然別物だからねー。ウチのトップだった子でも順位が二桁どころか三桁も無理だってこともあるよー」

「き、厳しいんですね……僕なら四桁も無理そうです……」

　良くも悪くも平凡な彩さい木ぎくんだからなー。

「ところが、お客さん。そんな中、聖せい華か台だい高等部の生徒で全国一位を獲とった人がいるのですよー」

「誰がお客さんですか……って、まさか？」

「もっちろん、まかまかだよー。それも、マグレの一回じゃなくて三回くらい獲ったんじゃなかったかなー」

「ぜ、全国模試トップを三回も……？」

「三回獲ったら、もういいやって受けなくなっちゃったけど。校内どころか、他の名門校でも話題になったらしいよー。聖華台の子は上位に入るのも珍しかったのに、一位だからねー。しかもめっちゃ可愛かわいいかったしー。ＪＫまかまか、見てみたいでしょー？」

「きょ、興味はありますね」

　ひより先生も、まさかＪＫ真ま香かちゃんが僕の前に二度ほど降臨してるとは夢にも思わないことでしょう……。

「でもさー、全国模試で一位を獲るような人って、イカレてると思うんだよねー」

「教師がそんなこと言っていいんですか!?」

　いきなり、びっくりすること言うなあ！

「悪いとは言ってないよー。ただ、そこまで極端な結果を出すには、まともじゃいられないと思うの。少なくとも、まかまかはそうだったと思うんだよねー」

「……真香先生が勉強熱心だっていうのは、生徒だってみんな知ってますよ」

「そんなレベルじゃないって話だよ。まかまかは全国模試一位、硬式テニス女子シングルス・インターハイ優勝、全国英語スピーチ大会一位、ついでに生徒会長もやってたね。もうここまで来ると漫画の世界だよ」

「初耳の経歴もありますね……」

　英語はともかく、テニスで全国優勝？　運動神経が抜群なのは知ってたけど……。

「さいっぎー。私はね、高等部の頃──藤城さんが人間に見えなかった」

「……ＢＢＱのとき、〝真香先生はやりすぎる〟みたいなことを言ってましたね」

「少なくとも、普通ではないでしょー？」

　否定するのは、ちょっと無理がある。

　否定できない程度には真香先生を知ってる。

　真ま香か先生の部屋──あの尋常じゃない努力の痕跡を見れば、少なくとも先生が普通とは言えない。

「まかまかは、〝高たか嶺ねの花はな〟って呼ばれてるよね。国語教師としては、最近はあまり聞かなくなった言葉が校内で使われてるのは嬉うれしいんだけど、それはそれとして──」

　ひより先生は、白衣のポケットからスマホを取り出して、なにやら操作を始めた。

「さいっぎーもこれ観みたかなー？」

「……観ましたよ。今観ても、ヒヤヒヤする動画ですね」

　スマホに表示されたのは、例の真香先生がフィアットで対向車に体当たりする動画だった。

　僕はちょっと怖くなって、一回しか観てないんだけど……うわっ、再生回数が五百万を超えてる！

「そのとおりだよ、さいっぎー。まかまかを見てるとヒヤヒヤする。危なっかしくてしょうがない。ねー、やりすぎでしょ？」

「……でも、真香先生は高等部時代からなんでもできる人だったんでしょう？」

　もしかしなくても、ひより先生は真香先生の正体を──

「まかまかは、高嶺の花でいるために努力してる──でも、無む茶ちやをしすぎてるんだよ。今だってアホみたいな量の仕事を抱え込んでたでしょ？　なんか、死にそうな顔してたけど、半分くらいは自分から引き受けた仕事なんだよー」

「え？　ケガして休んでた分の仕事だって……」

「それもあるだろうけど、休んで迷惑かけたからって他の人の仕事を自主的にもらってきてたよー」

「そ、そこまでするんですか、真香先生……」

　八つ当たりとか死にそうとか言ってたくせに……。

　どこまで背負い込むんだ、あの人は。

「あの頑張りすぎが私には怖い。この事故だって、普通ならこんな無茶をしてまで他人をかばったりしない。人を救うのは素晴らしいことでも、まかまかが傷ついちゃダメなんだよ。少なくとも家族、私たち同僚、それに生徒にはまかまかのほうが大事だよね」

「…………はい」

　そういえば、真香先生の荷物を引き取ったとき、ひより先生の様子が少し変だったな。

「高等部の頃からずっと、まかまかが危あやういと思ってて、社会人になって同じ職場になって──でも私、なにもできなかったんだよねー。まかまかってね、職場の飲み会でも愚痴一つ言わないんだよ！　お偉い人たちがいる飲み会じゃなくて、若手だけの飲み会でもだよ！　酒場で愚痴言って、クダを巻かなくてなにが社会人かー！」

「いや、真香先生はお酒飲めないんじゃ……」

　こらこら、ひより先生も真面目まじめモードが長く続けられない人なの？

「よく知ってるね、さいっぎー。酒は飲んでも飲まれるな！」

「ひより先生、今酔ってないですよね？」

　なに言ってるんだ、この先生。

「シラフだよ！　なんか言ってて興奮してきたー！　それこそ、高校生の頃からたまってたことをぶちまけてるんだからー！　まかまかもさー、私みたいな包容力溢あふれる先輩がいるんだから、言いたいこと言えばいいのにー！」

「ほ、包容力ですか……」

　なんか、プールの女子部員たちが、僕らから離れたコースばかり使ってるような。

　今のテンション高いひより先生に絡まれたくない、みたいな。

「もしかすると、まかまかが求めてるのは、頼れる先輩じゃなくて……守って導いてあげたくなる誰かなのかもねー。あの子は先生であろうとしてるわけだからー」

「でも、守られて導かれる誰かがいるだけじゃ、真ま香か先生が無む茶ちやをし続けることに変わりはないですよね……？」

「さすがさいっぎー、子供なのによくわかってるね。その頭を、もうちょっと勉強にも使ってくれないかなー？　現代文とか裏の裏を読みすぎだよ。〝下線部の部分を別の表現で書け〟って問題が、なんで暗号解読になってるの。別に作者さんはアナグラムなんか仕込んでないよー」

「いや、普通に答えたら簡単すぎるかと思って……」

　現代文の解答なんて、正解以外に答えがたくさんあってもいいんじゃないだろうか。

「ていうか、僕の学業の話じゃないでしょう」

「おおっとー、そうだった。私もつい仕事のことを考えちゃうなー。ま、立場はなんだっていいさー。ただ、危なっかしいまかまかを救える誰かがいればいいねって話で」

「…………」

　ジトジトと、ひより先生が僕の目を覗のぞいてくる。

　真香先生の本性には完全に感づいてるわけじゃないっぽいけど……。

　たぶん、僕と真香先生が普通の関係じゃないことには気づいてるね、これ。

　ＳＩＤシドのみんなにも、それに教頭先生にだって知られてるんだから、今さらではあるけれど……。

「……ひより先生、僕はどうすればいいと思いますか？」

「教師ならなんでも教えられると思うなよー！」

「開き直らないでくださいよ！」

　ああ、質問した僕が馬鹿だったかもしれない。

　ひより先生を侮あなどってるわけじゃなくて──そんなこと訊きくべきじゃなかった。

　教わるばかりじゃなくて、自分の頭で考えないと──

「おーい、ひよティーとイチャついてないで彩さいくんも泳ごうよ！　なんなら、縫ぬいちゃんのポロリもあるよ！」

「……それもいいか」

「ん？　さいっぎー？　わっ、ちょっと待っ──」

　僕は立ち上がって、プールまでの数歩の距離を走って──

「だーっ！」

　ばしゃーんと派手な水しぶきをあげて、プールへとダイブした。

　ああ、フル回転している上に暑さのせいでオーバーヒート気味だった頭が急速に冷えていく。

　あー、これは気持ちいいな。

「うおーっ、彩くん、マジで飛び込んだ！　やるぅ！」

「おーいおい、なにしてんだよ、さいっぎー。服を着たままなんて、お行儀が悪いよー」

「お行儀の問題ですかね。ところで、縫」

「おー、なんじゃらほい」

　縫が、コースロープをくぐりながらこっちへ近づいてくる。

「ポロリはまだ？」

「なんだかえっちになってきたよ、彩くん！」

　自分で言っておきながら、縫は恥ずかしそうに胸を隠して、顔が半分浸つかるほど水に潜ってしまう。

　よかった、縫にはまだ恥じらいがあるみたいだ。

　もちろん、ポロリは冗談。

　さて、特に必要もないことも確認できたところで──

　冷えた頭を使って、考えなくちゃならないことがある。







「彩さい木ぎくん、ちょっと待ちなさい！」

「うっ……ど、どうも、真ま香か先生」

　靴に履き替えて、校舎を出たとたんいきなり呼び止められた。

　まるで待ち構えてたみたいな──いや、実際待ち構えてたのかな。

「どうも、じゃないわ。話は聞いたわよ。制服のままプールに飛び込んだらしいわね」

「耳が早いですね……」

　前から思ってたけど、この学校は校内の情報伝達が速すぎない？

「その服はどうしたの？」

「ああ、これはひより先生が買ってきてくれました」

　ユニ●ロのＴシャツにハーフパンツ。学校に制服の予備なんかは常備されてないので、買ってきてもらったのだ。

　下着まであったのは恥ずかしいけど、ぐっしょりだったので致し方ない。

「……服を買うならわたしに言えばいいのに。せっかく、合法的に彩さい木ぎくんのコーディネートをできるチャンスだったのに……いえ、今はやりづらいわね。くっ……」

「…………」

　なんか、ぶつぶつ言ってるけど……。

「とっくに帰ったと思ったら、プールで遊んでたなんて。ああ、髪がまだ濡ぬれてるわよ。ちゃんと乾かさないと風邪を引くわ」

「夏ですし、放っておいてもすぐ乾きますよ」

「ダメ。もうすぐ学校も始まるのに風邪を引かれたら困るわ。仕方ない、わたしが送ってあげましょう」

「えっ、そこまでしてもらわなくても……」

　いや待てよ、ちょうどいいかも。

　せっかく頭を冷やしたんだし、ここで真ま香か先生と話をしておくのもいいか……。

「……ん？　先生、送るっていうのは？」

「もちろん、これよ」

　真香先生は、肩に掛けていたトートバッグから車のキーを取り出した。

　お手製っぽい人形がくっついてるけど……なんか、僕に似てない？

「あれ？　ま、まさか……フィ、フィアットが……？」

「そう、実は昨日修理から戻ってきたのよ。嬉うれしくて、さっそく乗ってきちゃったわ」

「……事故ったトラウマで、もう運転できないとかじゃないんですね」

「とらうま？　このわたしがそんなザコメンタルだとでも？」

「ですよねー」

　前言撤回、ちょうどよくなかった！

　真香先生とは話をするつもりだったけど、悪夢の赤い車復活は想定外だよ！

「せ、先生はまだ仕事がいっぱいあるんじゃ……？」

「さっき教頭先生に今日は帰れって言われちゃったのよ。目が死にすぎてるって」

「なるほど……」

　何気にいい上司だよね、教頭先生。

　マダムにねこらにゃの割引券でもプレゼントしたいところだ。

「帰ろうとしたら、ウチのクラスの子がプールで騒いでるって聞いて。一応、様子を見にきたのよ。まったく、教え子がプールで騒いでるなんて、小学校の先生になった気分ね」

「も、もう一人、ウチのクラスの天あま無なしという生徒も騒いでましたよ」

　とりあえず、縫ぬいを巻き込むことにする。

「天無さんは騒いでないほうが不気味だわ。あっちは放っておいても大丈夫でしょう。それより、行くわよ」

　真ま香か先生は、僕の先に立って歩き始めた。

　駐車場には、確かに見慣れた赤いフィアットの姿がどーんと。

「あー、すっかり元通りですね、フィアット」

「ええ、以前より綺き麗れいになったくらいだわ。はー、よかった。いただいた物だからね、廃車にしてしまったら申し訳ないわ」

「真香先生の先生からもらったんでしたっけ」

「ええ、先生だって人助けで壊したなら許してくれるでしょうけど、大事にしないとね」

　真香先生はご機嫌だ。ツンツンモードでも目が死んでるモードでもないのは、車が無事に戻ってきたのがよほど嬉うれしいからだろう。

　先生が運転席に乗り込むと、すっかり慣れてる僕も普通に助手席につく。

「さて」

　真香先生は、ハンドルをポンと叩たたくと大きく息を吸い込んだ。

「え？　なんですか？」

「……わたしの態度はよくなかったわね。子供みたいだったわ。君がＳＩＤシドに真相を白状しちゃったのは気に入らなかったけど、それだけでふてくされるのはよくなかったわね。ごめんなさい」

「……僕こそすみませんでした」

　真香先生、それを言うために僕を捜しにきたのかな。

　プールが云うん々ぬんっていうのは、ただの口実とか……。

「僕が勝手なことをしたんですし、さっきの態度だってひどかったですよね」

「いえ、わたしが大人おとなげなかったのよ。さっきのも、わたしが彩さい木ぎくんを怒らせたの」

「……いいえ」

　あー、やっぱり僕は子供だなあ。どうして先に謝れなかったんだろう。

　いくら時々子供っぽくても、ポンコツでも、真香先生はやっぱり大人だ。

　それも、生徒を見下したりせずに自分が悪いと思ったら謝れる──ちゃんとした教師なんだ。

「よし、これで変な揉もめ事は終わり！　それじゃあ、出発するわよ。さあ、フィアットのご機嫌はいかがかしら？」

「わーっ、スピンターン！　スピンターンは無しで！」

　さすがに真香先生も、職場の駐車場でスピンターンをキメるほどロックではなかったけど、激しくタイヤを軋きしませて、フィアットは走り出した。

「ちょ、ちょっと、先生！　タイヤが丸坊主になりますよ！」

「心配無用よ、彩さい木ぎくん。愛とタイヤはすり減らないわ」

「名言っぽく言っても、タイヤは物理的に減りますから！」

　フィアットは学校を出て、道路を走り始めた。

「──あれ。割と普通に走ってますね？」

「教頭先生から、運転するのはいいけどおとなしく走るように言われたのよ。今はまだ世間から注目されてるからって」

「普段からそうすればいいんじゃないですかね……」

「わたし、法定速度は守ってるし、交通ルールをなに一つ破ったことはないわ」

「おっかしいなあ……ハリウッドのカーチェイス顔負けの運転にしか見えないのに……」

　でも実際、真ま香か先生の車には何度も乗ってるけど、一度も捕まってないんだよね。

「わたしの運転のことはいいのよ。それより、問題はプールよ。女子水泳部でお楽しみだったとは感心しないわね……」

「水着を見に行ったんじゃありません！　ひより先生に連れて行かれたんですよ！」

　ひより先生とどんな話をしたかまでは──ちょっと言えないか。

「ひより先生も思いつきで行動するから。君も、服を着たままプールに飛び込むなんて、いくらなんでもハッスルしすぎよ」

「だから、水着目当てじゃないんです！」

　くっ、やはり話をするなら場所を選ぶべきだった……。

「あ、ああ、そうだ。真香先生、テニスの王女様だったんですね」

「なぁっ!?」

　よし、彩木くん逆襲成功。

「な、なんで知ってるの、彩木くん！　ひた隠しにしてたのに！」

「前、前。前を見てください。ソースは伏せておきます。でも、検索かけたらあっさり出てきましたよ」

　僕はスマホを取り出して、画面を真香先生に向ける。

　そこには、数年前のインターハイ女子テニスのリザルトが表示されている。

「テ、テニス自体は好きだったのよ。当時の顧問の先生から誘われて……特待生としては勉強に集中したかったのだけど……ほら、勉強しかできない頭ガチガチの優等生だと思われても困るのよ」

「まあ、スポーツもできたほうがリア充感はありますね。でも、途中でやめちゃったんですよね？」

「ウチのユニフォームはスコートで……アレ、恥ずかしかったのよ。全国大会は注目されるし。スコートがひらひらするのが毎回気になって、気になって。優勝したのが不思議なくらいだったわ」

「昔から変なところで乙女おとめだったんですね……」

　女子テニスの選手がはいてるのが、スカート──じゃなくてスコートっていうんだっけ。

　下は見せパンみたいなのをはいてるはずだから、普通はそんなに気にしないだろうに。

「い、いいのよ。わたしは特待生なんだから、学業に励むのが当たり前なの！　一度優勝したんだし、充分に文武両道はアピールできたわ！」

「あ、画像出てきた」

「ちょっと!?　彩さい木ぎくん、なに検索を続けてるの!?」

　いくら慌てても、絶賛安全運転中の真ま香か先生には為なす術すべもない。

　僕が見つけた数年前の記事には、明るいピンクのテニスウェア、短い白のスコート姿のＪＫ真香ちゃんがラケットを振る瞬間の写真が掲載されている。

　今よりちょっと髪が短い、セミロングのＪＫ真香ちゃんは真剣そのものの目でボールを追っている。

「やめて、彩木くん……わたしの恥ずかしい歴史を掘り起こさないで……」

「そこまで照れなくても……」

　誰が見ても栄光の歴史なのになあ。

「ていうか、教えたの、ひより先輩でしょう！　あの人、なにをしてくれてるの!?」

　真香先生が、ダンダンとハンドルを叩たたいてる。安全運転はどうしたの。

「前は先輩って呼んでたんですね。ひより先生、他にもいろいろ知ってそうですね」

「くっ、わたしが生き延びるには奴やつの口を封じるしか……！」

「冗談、冗談ですよ！　僕も知られたくない過去を掘り起こしませんってば！」

　最近、真香先生は物騒になりつつあるからな。下へ手たに冗談を言えない。

「充分掘り起こされた気もするけど……まったく、ひより先生に注意くらいはしておくべきね。教師には威厳が必要なのだから」

「インターハイ優勝はハクがつくと思いますけどね……あれ？　道、違いません？」

「ふふふ……わたしの車に乗って、普通に帰れるとは思ってないでしょう？」

「か、隠れ家？　また隠れ家的なお店に連れて行かれるんですか？　それとも、どこかの旅館かホテル……？」

　ヤバい、真香先生の横顔が邪悪すぎる！

「ふふふふふ、今日はまだ明るいからね。どこにでも行けるわよ？」

「せ、せめて安全運転でお願いしますね？」

　僕のお願いに、真香先生はニヤリと笑うだけだった。

　やっぱり、話をしたいといっても、もっとシチュエーションを選ぶべきだった！

　いつもの調子に戻った真ま香か先生は──いつもどおり、恐ろしい！

「後続車に煽あおられない程度のスピードにしておくわよ。彩さい木ぎくん、速いの苦手でしょ？」

「やっとわかってくれたんですね。まだジェットコースターのほうがマシなんですよ」

「安全運転してるのに、心外だわ。それで？」

「え？　それでって？」

「彩木くんもわたしに言いたいことがあるんでしょう？　一応、これでも教師よ。君ほど鋭くなくても、生徒の表情を見れば考えてることは読めるわ」

「……そうですね、言いたいことはたくさんあるんですけど」

　頭を冷やした割に、まだ考えはまとまってない。

　やっぱり、もっと勉強するべきかな。勉強しないと、頭の動かし方もわからない。

「真香先生は……勉強もできてスポーツも万能。医学部にだって受かったんですよね。ひより先生は、漫画みたいだって言ってました」

「事実は小説より奇なり、ね。はい、英語で言うと？」

「とぅるーす……いず……小説ってノベルですかね……？」

「間違いではないけど、こういう有名な言葉は別の単語を使うとミスになるわね」

「ていうか、こんなときまで勉強させないでくださいよ！」

「Ｔｒｕｔｈ　ｉｓ　ｓｔｒａｎｇｅｒ　ｔｈａｎ　ｆｉｃｔｉｏｎ．イギリスのバイロンという詩人の言葉よ」

「くっ、意外と簡単な英文だった……！」

　さすがにこれくらいはわかりそうなのに、急に振られると答えられない！

「そ、そうじゃなくて……真香先生は、それだけなんでもできるのに……なんで教師になったんですか？」

「その質問、前にもされた記憶があるわ」

「そのときの答えは〝後悔はしてない〟でしたよね。でもそれ、答えになってません」

「ごまかした……と言いたいけど、それだけでもないわ。正直なところ、自分でもよくわからないんだもの」

　真香先生は、ウィンカーをつけながら軽やかに交差点を曲がっていく。

「確かにわたしにはいろんな道があったと思う。医者にも、弁護士にも、あるいは自分で起業するなんて進路もあったかもしれないわ」

「言っちゃなんですけど、才能の無駄遣いとは思わなかったんですか……？」

「わたしは高たか嶺ねの花はなキャラを維持するために子供の頃から頑張ってきたけど、そろそろ疲れてたのかもね。華々しいキャリアを目指せば、どんどんしんどくなるだけでしょう？」

「それは……確かに……」

　職業を差別するわけじゃないが、誰もが羨むような職業は苦労も大きいだろうね……。

「もちろん努力するのが嫌なわけじゃないわ。努力して認められたときの快感は、何度味わってもいいものだし」

「僕にはわからない話ですね……」

「君は、もうちょっと勉強だけでも頑張るべきね」

　真ま香か先生は、くすりと微笑ほほえむ。

　ぐいっとアクセルを踏み込んで坂道を登っていく。どこに向かってるんだろ？

「でも、わたしは教師の道を選んだわ。聖せい華か台だいの教員だって、簡単になれるものじゃないけどね。生徒たちはわかってないでしょうけど、君たちが馬鹿にしてるような先生だって難関を乗り越えて教師になってるのよ？」

「そうですね、僕らは大人おとなの世界のことはまだわかってません。わかるのは──ずっと先なんでしょう」

　真香先生との時間を過ごして、少しだけ大人の世界を垣かい間ま見みたからこそ──自分がまだ子供だってことを実感できたんだ。

「ええ、それでいいのよ。まだ知らなくていい。高校時代に無理に背伸びすることなんてない。無理に背伸びしてきたわたしが言うんだから間違いないわ」

「……背伸びしてたことを後悔してる、とか？」

「ああ、ちょっとここで駐とめましょう」

　真香先生はそう言うと、高台にあるコンビニの駐車場にフィアットを滑り込ませた。

　車を降りると、店内に入っていって、カップのアイスコーヒーを二つ買って戻ってきた。

「できれば隠れ家的なお店に連れて行きたかったけど、あまり彩さい木ぎくんを借りてると美み春はるさんが黙っていないでしょうしね。これ、仲直りの印ってことで、どうぞ」

「あ、はい。ありがとうございます」

　真香先生は僕にカップを一つ渡すと、フィアットにもたれてコーヒーを一口飲んだ。

「紅茶はなかったけど、ここのコーヒー、けっこうイケるから試してみて。彩木くんのはミルクと砂糖入りよ。甘いのが好きだったわね」

「ええ、コーヒーが飲めないわけじゃないですから」

　ブラックは無理だけど、たまにはコーヒーも悪くない。

「ああ、話の続きだったわね。後悔してるかはともかく……」

　さあっと風が吹いていく。

　夏休みも終わりに近づいた今、少しだけ暑さが緩んできた。

　いつの間にか日も暮れて、あたりがオレンジ色に染まってきて──

「今日──だけじゃないわね。ここ最近、彩木くんはＳＩＤシドの子たちとラブコメみたいなドタバタをやってたのよね」

「そ、それは……だから、僕が嘘うそをついてた反動というか」

「自分でも、どうして教師の道を選んだのかわかってなかったわ。でも、彩さい木ぎくんと陣じん所しよさん、天あま無なしさん、美み春はるさん、無む垢くさん──あの子たちとはしゃいでる姿を見ていて、ちょっと思ったことがあるのよ」

　真ま香か先生は、風になびく長い茶髪を押さえて──

「わたしは、誰にも同情されないために自分のキャラをつくるのに必死で──嘘うその自分をつくるだけだった学校での時間に後悔があったのかもしれないわ」

「真香先生……」

「彩木くんは嘘が嫌いだったわね。だから、嘘の恋人関係もすぐに終わると思ってたわ。長すぎたくらいかも。ええ、嘘はよくないわ。子供だって知ってることなのにね」

「真香先生は、嘘をついてた自分が──嫌いなんですか？」

「理想のキャラを演じるのが当たり前になりすぎて、好きとか嫌いとかさえわからなくなってたわ。嘘が、騙だまされるのが嫌いな君を好きになって、ようやく気づけたことも多いのよね。君のおかげよ、彩木くん」

　一瞬、キスされるかと思った──けど、真香先生はそんなことはしなかった。

　ただ、優しく笑ってくれただけだった。

「本当の自分で学校生活を送れなくて、だから──学校に忘れ物をしたような気がしていたのね。わたしが学校に戻るには、道は一つしかなかったのよ」

　だから、真香先生は母校に戻って教師になった──？

　真香先生は微笑ほほえみながら、コーヒーをまた一口飲んだ。

　今だって、先生は〝本当の自分〟で教員生活を送ってるわけじゃない。

　だけど、僕といるときは楽しそうでイキイキしてて、なにも隠さずに言いたい放題、やりたい放題で。

　あの恐ろしくも馬鹿みたいな〝教育〟だって、真香先生には大事な時間だった──？

　いいや、たぶん僕にだって──

「戻ってよかったと思ってるわ。だって、君に出会えたんだからね」

「そこはブレませんね」

　僕は、苦笑いしてしまう。

　一口すすったコーヒーは、砂糖もミルクも入ってるけど、まだちょっと苦かった。

　甘くてちょっぴり苦くて──だけど美お味いしい。

　うん、答えが出たのは真香先生だけじゃないのかも。

　春からずっと引っ張ってきた、真香先生との関係に──決着をつけるための答えが。

　僕の中で、やっとその答えが出たのかもしれない。
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　とうとう、夏休みも最終日──

　かろうじてジャンヌたん──じゃない、ジャンヌ・ダルクのレポートも終わり、課題は片付いた。

　進路によっては、来年の夏休みはこんなにのんびりしていられない。

　先のことを考えるのはしんどいけど、高校生活ももうすぐ折り返し。

　否いや応おうなしに選択を迫られる日は近づいてくる。

「こらこら、マコ。なにを真面目まじめな顔してんの。また綺き麗れいどころ集めておいて、ハーレムの主役が楽しまなくてどうすんの？」

　詩し夜やちゃんが、ニヤニヤしながら近寄ってくる。

　その詩夜ちゃんは、薄い紫の落ち着いた浴衣ゆかたを着ている。

「集めたって人聞きの悪い……主役でもないし」

　ここは、聖せい華か台だい学院高等部近くの公園。時刻は、夜七時すぎ。

　なぜ、僕がこんな時間にこんなところにいるかというと──

「やー、よかった、よかった。花火買い込みすぎて、今年中に使い切れなかったらどうしようかと思ってたよ」

「天あま無なし縫ぬいは、もう少し後先を考えて生きるようにしてくれ」

　僕らから数メートル離れたところで、縫が楽しそうに花火をしていて、カレン会長が危なっかしそうに見ている。

　カレン会長のそばには、施設の子供たちもいて、彼らも花火を楽しんでいるところだ。

　縫が買った花火があまりに大量なので、この夏休み最終日にみんなで集まって、全部やってしまおうというわけだ。

「よっしゃー、贅ぜい沢たくに両手持ちでいくぜ！　ぎゃー、めっちゃ綺麗！」

「こら、天無縫！　ウチのチビたちがマネをするだろう！」

　縫は赤い模様が入った浴衣、カレン会長は濃いブルーの浴衣姿だ。

　和風美人のカレン会長はもちろん、縫も意外と浴衣が似合う。

「美み春はるおねーちゃん、火をつけてくださーい。私、火をつけちゃダメだってせんせーに言われてるので」

「お兄ちゃんも過保護だなあ……ほい、くーちゃん」

「ありがとー、美春おねーちゃん」

　美春が、ライターでくーの花火に火をつけてやってる。火気厳禁はどうした。

　くーは猫のガラが入った浴衣、美春は金魚のガラの浴衣だ。
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　美み春はるはギリギリまで浴衣ゆかたを着るのを嫌がったけど、僕がスマホで調べながら着付けをしてやったのだ。人前で脱げたりしないように気をつけて見ていないと。

「はー……本当に夏休み終わっちゃうのか。明日から学校なんて信じられないよ」

「残念でした、マコ。大学の夏休みはまだ二十日くらいあるんだよね。ふっふっふー」

「な、なんて羨ましい……！」

「夏休み終わったら家庭教師も本格再開するよ。二学期は順位を五十は上げよう！」

「ご、ごじゅう？　この前の期末で三十位上げたところなのに」

　そこまで上がったら、もう上位に入っちゃうじゃん。

「それくらいやらなきゃ、マコのおじさんおばさんに申し訳が立たない！　それに……マコに恩を売っておけば、アタシから離れられなくなるでしょ？」

「恐ろしいことを企たくらんでるね……」

「ふふん、プランは何通りもあるから楽しみにしてるように♡」

　詩し夜やちゃんは邪悪な笑みを浮かべながら、美春たちのところへ行って、花火を始めた。

　これから幼なじみのお姉さんの本格侵攻が始まるってわけか……。

　そういえば、美春が僕を好きになった理由だって、まだ謎だな……。

　ＳＩＤシドだけでもお当番とやらがまだ二人分も残ってるなんて。

「彩さい木ぎくんは、花火しないの？」

「えっ、ああ、真ま香か先生。みんなテンション上がってるんで、ちょっとまざりにくくて」

「変なところでチキンね……」

　呆あきれている真香先生も、きっちりと浴衣ゆかた姿だ。

　どこかクラシックな感じで、華やかな花模様が入った綺き麗れいなデザインだ。

　この前の旅館の浴衣も似合ってたけど、こっちの浴衣はまた違う可愛かわいさがある。

　先生はそこそこ背が高くて、姿勢もいいからか、なにを着ても似合うんだよね。

「ふふ、見とれてるわね。大人おとなの財力で高い浴衣を買っておいてよかったわ」

「先生、衣装にお金をつぎ込みすぎじゃないですかね……」

　クローゼットに、教育用の衣装がぎっしり詰め込まれてたのは凄すごかったよね。

「いいのよ、他にお金がかかる趣味なんかもないし。本当は天てん華かの分の浴衣も用意してあったんだけどね」

「そういえば、縫ぬいが誘ったけど断られたって……」

「あの子は今日がリミットらしいから」

「え、夏休みの課題ですか？」

　天華さん、真面目まじめだから課題は先に片付けそうな印象なのに。

「ま、そんなものね。言ったら怒られるから、話せるのはここまで」

「はぁ……」

　天華さんもまだまだ謎が多いな。

　ＳＩＤシドメンバーじゃないんだから、無理に掘り返す必要もないけれど。

「それより彩さい木ぎくん、せっかくなんだから花火をやりましょう」

「そうですね、山ほどあるんでドンドンやらないと残っちゃいますからね」

　僕らは花火を手に取って、火をつける。

　パァッと花火の先が明るい赤や黄色に輝いて、パチパチ弾はじけている。

「こういう花火、久しぶりですよ。去年は美み春はるやくーと花火大会に行ったんですけどね」

「なっ……ず、ずるいわ！　わたし、誘われてないわよ？」

「あの頃は、担任でもないただの英語教師だったじゃないですか」

「そのただの英語教師に〝キャラつくってんじゃねぇよ〟と言い放ったあとではあるでしょう」

　……そんな荒い言い方ではなかったような。

「どっちみち、花火にお誘いするような関係ではなかったでしょ」

「残念ながらそのとおりね」

　はー、と真香先生はため息をつく。

　今年はいろいろあったし、花火大会は見逃しちゃったなあ。

　さて──そのいろいろあった夏をそろそろ締めくくらないと。

「真ま香か先生」

「なに？」




「僕のカノジョ先生になってください」




　パパパパッと花火が弾はじける小さな音がしてる。

　縫ぬいやくーが、きゃーきゃーとはしゃいでる声も。

「……今、なんて言ったの？」

「真香先生が聞き逃すはずないでしょ。二度は言いませんよ」

　ああ、言いながら顔が赤くなってくる。二度も言えるわけないよね。

「わ、わたしが……彩さい木ぎくんのカノジョ先生……！」

　ボッ、と燃え上がる音が聞こえそうなほど真香先生の顔が真っ赤になる。

　先生は耳まで赤くなりながら、口をぱくぱくさせてるけど、言葉が出てこないみたいだ。

　僕も照れくさいけど、真香先生はそれ以上らしい──

　二十四歳にもなる大人おとなの女の人でも、こんなに恥ずかしがることがあるんだなあ。

　照れて真っ赤になっている真香先生は、凄すごく可愛かわいい。可愛いんだけど──

「僕には、先生のことを好きとは言えません」

「ちょっと！　いきなりガッカリさせないで！　そこが一番肝心なところよ！」

「僕には──自分の先生への気持ちと、先生に教師を辞めてもらいたくないって気持ちがどちらもあるんです。ああ、ここまで具体的に言いたくないんですけど！」

「そ、それでそれで？」

　めっちゃ食いついてきてる、真香先生。

「偽にせの恋人関係は終わりましたけど、だからって元の関係に戻らなきゃいけない理由もないですよね」

　少なくとも僕は、元の先生と生徒に戻りたいとは思ってない。

「だから──まずは、カノジョでも先生でもない〝カノジョ先生〟ということで、お付き合いをどうかな……と思って。それなら教師を辞めなくてもいいかなって」

「わたしが言ってる〝カノジョ先生〟は〝カノジョであると同時に先生〟って意味よ！」

「僕が言ってるカノジョ先生は意味が違うんですよ」

　クールを装い続けるのも、そろそろ辛つらい。本気で恥ずかしい。

「それに、前に言ってたじゃないですか。〝遊びでもいい〟って」

「いろいろ言いすぎて忘れてるけど、言ったかもしれないわ……」

「とりあえず、それでいいですか。遊びってことで付き合ってもらえますか？」

「わたし、人生で山ほど告白されてきたけど、遊びで付き合えって言われたのはさすがに初めてね……」

　あ、さすがに言い方がひどかったかな……？

「いやん、彩さい木ぎくんにはわたしの初めてを奪われっぱなしね。あーん、嬉うれしい♡」

「…………」

　つ、強い……メンタルが鋼はがねどころか、もはやオリハルコン。

　あんな言い方でも受け入れてもらえたなら、まずは成功か……ああ、心臓がドッキドキしてる……！

「よーし、そんじゃいよいよ大物！　打ち上げいっくぜー！」

　縫ぬいが、メインの打ち上げ花火を楽しそうにいそいそと準備してる。

　一応、この公園は打ち上げ花火もオーケーなんだけど、本気でやるんだね。

「マコも、マカ様もこっち来て！　もっと近くで見ましょう！」

「せんせー、まだまだ花火もありますよ！」

「そろそろ疲れてきたから、お兄ちゃんにもたれたい」

「藤ふじ城き先生、一人だけ彩木慎の近くにいるなんてズル──い、いや、今日は私たちの保護者なのだから近くにいてもらわないと」

　みんなが呼んでいるので、僕と真ま香か先生は並んで、打ち上げ花火の近くへ。

「んじゃ、点火！　景気よくいっけー！」

　縫が導火線に火を点つけ、火が伝わっていき──

　ひゅるるるる、と花火が夜空へ昇っていく。

　みんなが一斉に空を見上げ──同時に、僕と真香先生は後ろに少し手を伸ばして、互いに握り合った。

　一瞬だけ、ショボい打ち上げ花火が夜空で爆発した瞬間だけの恋人つなぎ。

　少しだけ涼しくなった夜風の中、ほのかなあたたかさが伝わってくる。

　僕のカノジョ先生──

　これが、真香先生が望んだ〝教師と生徒以外の繋つながり〟になるのかわからないし──確かな答えを出せたとは言えないけれど。

　終わりゆく夏に、僕は遅すぎた一歩をようやく踏み出した──
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あとがき




　どうもこんにちは、鏡かがみ遊ゆうです。

　例によってという感じの猛暑もなんとか乗り切りつつある今日この頃です。

　まあ、引きこもっているので気温はそこまで関係ないですが。

　今年は４巻のあとがきでも書いた体調不良があったので、例年よりマシマシでこもってました。体調はだいぶ元に戻りました。油断せず、ゆるい環境でお仕事したいですね。




　さて、衝撃の（？）４巻ラストから引き続きの第５巻、いかがだったでしょうか？

　あくまで真ま香か先生をメインに据えつつ、ＳＩＤシドメンバーも描くという展開が続いていましたが、今回は原点回帰で真香先生に重点を置いたお話になりました。

　その割には、先生が登場しないパートがありましたが、いなくてもむしろ存在感アリアリだった気もします。いわゆる〝正妻〟の貫禄というやつなんでしょうか。

　季節が夏ということもあって、ようやく真香先生が普通に水着を着られました。４巻までプールも海もなかったのに、やたらと水着を見る作品だった気もしますね。まあ、真香先生は季節に関係なく肌色多いですけど。今巻も衝撃のラストで、さらに肌色増えそうな展開になってきていますので、お楽しみに！




　孟倫モンリン・星ホ河シ蟹ガニ先生によるコミカライズも、コミックウォーカー様、ニコニコ静画様で絶賛連載中です！　よく知っているはずのシーンもあらためて漫画で読むと新鮮ですね。真香先生もＳＩＤもエロ可愛かわいくて最高です。ネームや原稿の確認が毎回楽しみですよ。

　なんと、今回はコミックス１巻もほぼ同時発売！　まとめて読むとまた違う面白さがあるかと！　小説とあわせて読んでいただけると嬉うれしいです！




　おりょう先生、今巻も素晴らしいイラストありがとうございます！　夏休みで学校外のシーンが多くて、ヒロインたちの服装が新規デザインばかりで大変でしたよね……。ホントにすみません。でも、水着や浴衣ゆかたのヒロインたち、最高でした！

　担当さん、毎度ありがとうございます。そして今回、新たに一人加わっていただきました。実はまだお会いしていないので、美少女編集者の可能性も残されています。

　また、この本の制作・販売に関わっていただいたすべての皆様、ありがとうございます。

　そして、いつもどおり読者の皆様に最大限の感謝を！

　それでは、またお会いできれば嬉しいです。


２０１９年夏　鏡遊
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『プールサイドのマーメイド』





　まるでお手本のような華麗なフォームで、真香先生が泳いでいる。

　なにをやらせても絵になる人だ……中身がアレじゃなきゃ、素直に尊敬できたのにね。

「ふーっ、気持ちよかったわ」

　ばしゃっと水音を立てて、ゴールまで泳ぎ切った真香先生がプールから上がる。

　スイムキャップを外すと、長い茶髪がばさりと落ちてきた。

　今日の真香先生は青に白い模様が入った競泳水着。いつか見た水着よりずっと肌色は少なめなのに、なぜこうもエロいのか。この人はなにを着てもエロい。

「彩木くんは泳がなくていいの？　気持ちいいわよ？」

「え、ええ。先生の泳ぎに圧倒されてたというか。水泳も得意なんですね」

「泳ぐのは好きよ。ただ、身体の一部が成長して水中の抵抗が大きくなったのが悩みね」

　真香先生は手を頭の後ろで組み、豊かな胸を突き出すようにして見せつけてくる。

　くっ、どこかのグラドルが泣いて悔しがりそうな悩殺ポーズだ……！

　こんな人が近くにいたら、気になって泳ぐどころじゃない。最悪、おぼれるね。

　この屋内プールが貸し切り状態なのが幸いだ。犠牲は僕一人で済む。

「水泳はいいわよ。全身運動だし、脳の活性化にいいって説もあるらしいわ。ふふ、これで次の〝教育〟のアイデアも湧き出てくるわね……」

「真香先生、爽やかに泳いだあとで、邪悪な笑みはやめてください……」

「あら、わたしとしたことが。ふー、少し休んだら彩木くんに泳ぎを教えてあげるわ。手取り足取り、いろんなところを取りながら……♥」

「おっさんみたいなセクハラはやめましょう！」

　そうやって、プールサイドに座って長い髪をタオルで拭いている姿は本当に──

「まったく、プールサイドのマーメイドが台無しですよ……」

「えっ！　ああ、珍しく彩木くんがストレートに褒めてくれたわ！　ちょっと詩的！　ポエティック！　きゃーっ、君も水着の真香先生にはメロメロなのね！」

「今時、メロメロって……うわっ!?」

　真香先生が僕に飛びついてきて、そのまま二人でプールへ落っこちてしまう。

「せっ、先生！　飛び込み台以外からの飛び込みは禁止ですよ！」

「にやにや。教師がしっかり見張ってるんだから大丈夫よ。ちゃんと守ってあげるわ」

　ぎゅーっ、と真香先生が僕の頭を抱きかかえてくる。うわぁ、競泳水着の薄い布地越しにおっぱいの感触が！　ぷよんって、僕の顔に柔らかな物体が当たって潰れてる！

　めちゃくちゃテンション上がっちゃってるよ、真香先生。

　でも、プールサイドの真香先生は──本当に綺麗だったんだよ。

　ひねくれ者の僕が素直に口に出しちゃうくらいね。
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